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第一章　建国親善パーティ







　大陸西方に位置する大国、ベルファスト王国とレグルス帝てい国こく。かつて戦争までしたこの二国の国境に、両国の後うしろ盾だてを持って新たな小国が誕生した。

　ブリュンヒルド公国。

　両国における最小領地よりも小さく、国民は未いまだいない。治めるのは公王・望もち月づき冬とう夜や。

　長き冒ぼう険けん者しやギルドの歴史において、最速で銀ランクにまで駆かけ上あがった冒険者だ。

　やがてその国の名はこの世界において、重要な意味を持つことになる。

　しかし、それはまだ先の話で……。







　　　　　◇　◇　◇







　新しく我わがブリュンヒルド公国の兵士となった三人は、リーンが推すい薦せんするだけあってなかなかの腕うで前まえだった。

　レインさんは剣けん、ノルンさんは双そう剣けん、ニコラさんはハルバードと言われる槍そう斧ふを得意とし、全員八や重えと戦ってもらったが、三人ともなかなかの腕前だった。これなら期待できるんじゃないかな。

「陛下、この城には馬はいないのでしょうか？」

「馬？」

　相変わらず堅かたい物言いのニコラさんからそんなことを言われて、僕ぼくはこの城に馬がいないことに気がついた。移動とか全部【ゲート】だもんなあ。王都では自転車を使ってたから必要性を感じなかったし。

「必要かな、馬」

「騎き兵へいとして戦うのであれば。戦いなど無いにこしたことはありませんが、有事の際に訓練しているのといないのでは雲うん泥でいの差です」

　確かに。兵士たちは戦うのが仕事だ。そのための投資は惜おしむべきではないな。

　戦争なんかする気もないし、ベルファストとレグルスに囲まれている立地上、それ以外の他国に攻せめ込こまれる心配もないのだが。だけど山さん賊ぞくや野や盗とうなんかが現れないとも限らないか。

「それに馬がいれば国内の見回りもできますよ。僕らもこの国の地形とか把は握あくしておきたいですし」

　レインさんが言うことももっともだ。そういやこの人、自分のこと「僕」って言うんだよな……。男性と間ま違ちがえるのも無理ないっての。

　しかし、馬、馬ねえ。

「どうせならもっと便利な乗り物を呼ぼうか」

「え？」

　僕の言葉の意図がわからないニコラさんを置いて、地面に魔ま法ほう陣じんを描えがき、魔力を集中する。

「【闇やみよ来たれ、我が求むは天空の王者、グリフォン】」

　魔法陣の中に現れた黒い霧きりが晴れると、そこには一匹ぴきのグリフォンが立っていた。

「うわあ！」

「すごい……」

「これは……」

　三人とも驚おどろき方はそれぞれ違ちがったが、目の前に現れたグリフォンにみんな目を奪うばわれていた。

「えっと、お前は……ポール、いやジョンか。いいかジョン。お前はこれからこのニコラさんの相棒だ。仲良くしろよ」

「クアァ」

　ジョンは短く鳴いて、ニコラさんの下へ歩いていく。ニコラさんは少し躊躇ためらいつつもジョンに触ふれ、その背を撫なでてやった。

「おとなしいですね。まるで言葉がわかるようです」

「喋しやべれないけど言葉は理解してるよ。一応召しよう喚かん獣じゆうだからね。普ふ通つうの馬より扱あつかいやすいと思う。ま、とりあえず乗ってみたら？」

　馬具（馬じゃないのでこの場合そう言うのかわからないが）がついてないが、ニコラさんは思い切ってひらりとその背に跨またがると、グリフォンのジョンはゆっくりと歩き始めた。

　ニコラさんが命じるとジョンは歩くスピードを速める。常なみ歩あしが速はや歩あしとなり、駈かけ歩あしとなって、やがて翼つばさをはためかせて空へと駆け出だした。気を使ったのかそれほど高くない高度で旋せん回かいし、再び地上へと降りてくる。

「どうです？」

「いや……すごいです、陛下。まだ少し高さによる恐きよう怖ふがありますが、必ず克こく服ふくしてみせますよ」

　そう言ってまた空へと駆け出していく。気に入ってもらえて何よりだ。まだ手た綱づなもないんだからあまり高く飛ばない方がいいと思うけど。

「陛下！　あたしも！　あたしもあれ欲ほしい！」

　ノルンさんが僕に詰つめ寄よってくる。っていうか、この人まで陛下とか言い出したぞ。その後ろでは同じように興奮した面おも持もちのレインさんがいた。

　そんなに迫せまらんでもちゃんと呼び出すから。

　んー、でもまたグリフォンってのも芸がないな。女の子なんだからそれっぽいのを呼ぶか。

「【闇よ来たれ、我が求むは天駆る天馬、ペガサス】」

　霧が晴れた魔法陣から現れたのは、真っ白な翼を持つ白馬が二頭。

「うわあ！　うわあ！　綺き麗れい！」

　ノルンさんがそのうちの一頭の下に近づき、背中を撫でる。レインさんもおずおずともう一頭の翼を触さわっていた。

「名前はアンとダイアナとかにしとくか。アンはノルンさん、ダイアナはレインさんと組んでくれ」

　ブルルッ、と了りよう承しようしたように首を震ふるわせるとアンは翼と首を下げ、ノルンさんに乗るように促うながした。早さつ速そくノルンさんが跨がると、ニコラさんの時と同じように少しずつスピードを上げていき空へと飛び上がった。

　遅れじとレインさんもダイアナに跨がり、空へと飛び立つ。

　やがて城の上空をぐるりと一周してから、三人とも降りてきた。興奮冷めやらぬ三人をよそに、僕は【ストレージ】から魔ま獣じゆうの革を取り出して、鞍くらや鐙あぶみ、ハミや手綱を【モデリング】で作りあげ、三人に手て渡わたした。

　そして乗り慣れる練習を兼かねて、午後は国の様子を見て回って来るように命じた。なにかあれば召喚獣に念じるようにすれば、離はなれていても僕と念話ができるので心配はない。

　ま、実質午後は自由にしていいということだ。ニコラさんは真ま面じ目めにこれも任務と受け止めていたようだが。堅いなあ。










　見回りはウチの三兵士たちに任せるとして、僕は僕でやることがあった。

　城の一階、奥おくの一室を改装し、人が通れるほどの姿見を設置した。そしてその横に金属のプレートを設置する。

「冬夜兄ちゃん、その金属板はなに？」

「これに触れることによって【ゲート】が開くんだ。もちろん許可されている人しか通とおり抜ぬけられないし、誰だれが最近使ったかも記録される」

　不思議そうに鏡を見るレネに簡単な説明をする。タッチセンサーじゃないけど、【サーチ】だけだと見た目だけで判断することになりかねない。誰かが変装、もしくは変身の魔ま法ほうなんて使ってたら素す通どおりさせてしまう可能性がある。これに触れることによって、指し紋もんや魔力の波動、そういったものから認にん証しようできるように【プログラム】した。

「それに行き先も指定できるんだ。まだベルファストだけだけど」

　屋や敷しきにも同じような鏡を設置している。そのうちミスミドとかレグルスに小さな家でも買うか？　いや、王様たちに大使館としてもらえばいいのか。

　うーん、皇こう帝てい陛下の方はいいとして、獣王陛下の方は【ゲート】の話をしてないからな……。いずれバレるような気もするけど。

「とりあえず試ためしてみよう。レネ、その金属板に手を触れてみて」

「こう？」

　素す直なおにレネが爪つま先さき立だちになって片手を金属板に当てる。ちょっと設置場所が高すぎたか。レネが触れると金属板が光り、そこにレネの名前が浮うかび上がった。

　すると鏡がぼんやりと光り、【ゲート】が準備完かん了りようとなる。

「そしたら行き先を告げて」

「え？　えっと、ベルファストのお屋敷！」

　レネの言葉に反応して、鏡が一層輝かがやく。促すとレネはその鏡の中へと入り、部屋から消えていった。よし、成功だ。

　僕もあとを追うために金属板に手を触れる。安全のため触れた人間しか通れないようにもしてるから、一人一人いちいち触れないといけないのだ。悪党が脅おどして【ゲート】を開かないとも限らないからな。

　鏡を通り抜けると、ベルファストの屋敷の一室に出た。あれ？　レネがいない。

　扉とびらを開けて廊ろう下かに出ると玄げん関かんの方でレネの声がする。ん？　お客さんか？

「どうした？」

「あ、冬夜兄ちゃ……旦だん那な様さま。王宮の方から手紙だそうです」

　門番のトムさんが玄関に来て、僕に手紙を渡わたしてきた。トムさんたちには城に移ったフリオさんとクレアさんが使っていた離れを自由に使ってもらっている。

　渡された手紙を読むと王様がベルファスト王宮の方へ来てほしいとのこと。

　なんの用だろ？










「おうおうおう。お前さんが噂うわさの望月冬夜殿どのか！　いや、もう公王陛下かな？」

「はあ……」

　目の前にいるベルファスト国王陛下から紹しよう介かいされたスキンヘッドのおっさん。あれだ、世界一ツイてない刑けい事じを演じたハリウッド俳優にどこか似てるな。信じられないが、この人がベルファスト王国のお隣となり、リーフリース皇国の皇王、リグ・リーク・リーフリースだというんだから驚きだ。ってことは、あの薔薇ばら作家、リリエル皇女の父親か。

「活かつ躍やくはベルファスト国王からいろいろと聞いてるぞ？　しかし帝国の反乱を一人で止めるとか、とんでもないな！」

「いや、まあ、すみません……」

　別に謝あやまる必要はないのだが、思わず口に出てしまった。それを聞いたリーフリース皇王がニヤリと人の悪い笑えみを浮かべる。

「……なるほど。ベルファスト国王の言う通りだな。どうやらお前さんには変な野心はなさそうだ」

「野心って。なんでそんな話になるんです？」

「一人で帝てい都との一万の兵と悪あく魔まの軍団を相手にして余よ裕ゆうで勝利し、ベルファストとレグルスの姫ひめを娶めとった男。他国からしたら脅きよう威い以外のなにものでもあるまいよ」

　あー……。ハタから見たらそうなるのか。確かに警けい戒かいしても仕方ないよな。こっちにその気はなくても。

「まあ、だからといって他国も虎とらの尾おを踏ふむような真似まねはしないと思うがな。お前さんを怒おこらせて国を滅ほろぼされたら本ほん末まつ転てん倒とうだ」

「しませんよ、そんなこと」

　絶対とは言い切れないが。例えばどっかの国が暗殺者を放って、僕ではなくユミナを殺したとしたら許せる自信はない。その黒幕を引きずり出して、死んだ方がマシな目にあわせるだろう。

　こちらからはなにもする気はないのだ。そう宣言しても信じられないのが人間なんだろうけど。

「と、いうわけでリーフリース皇国としては貴国と友好を深めたい。本来ならウチからも娘むすめを嫁よめにもらってほしいところだが……」

「ご遠えん慮りよしておきます。いや、マジで！」

　あの皇女はいらん。本気でいらん。

「まあ、ウチのは一応嫁とつぎ先さきが決まっているからな。それを反ほ故ごにもできん。残念だが」

　残念どころか大感謝だ。嫁ぎ先の旦だん那なの苦労が想像できて、思わず声せい援えんを送りたくなる。本を書いてることは父親にも秘密って言ってたから、猫ねこを被かぶっているんだろうなあ。ブ厚い皮の。

「そこで、だ。ブリュンヒルドの城も完成したそうだし、ひとつワシらを招待してくれんかね。政治的な集まりではなく、国王同士、友好を深めるということで」

「招待って西方同盟の王様たちをですか？」

　王様を招待するってだけでも気を使うのに、みんなか？　怪け訝げんそうな顔をしていると、にんまりとした表情でベルファスト国王陛下が答えた。

「うむ。ベルファスト、リーフリース、ミスミド、レグルスだな。国王同士が仲良くなるのはいいことだろう？」

「……その心は？」

「「王様だって羽を伸のばしたい！」」

　ヲイ。

「たまには国王としての立場を忘れてくつろいだり、遊んだりしたいのだよ。冬夜殿ならそういう遊びを用意できるだろう？」

　いや、確かに娯ご楽らくが少ないこの世界とは比べものにならないくらいの娯楽大国から来ましたが。それでも国王たちを招待するって大変なことなんじゃないか？　料理に警備に接待に、中ちゆう途と半はん端ぱなことはできないだろ。

「なにも難しく考えんでもいいさ。友人を迎むかえるように普通に招待してくれりゃいい」

　皇王陛下はそう言うが、大変なことには変わりない。あれ、これって僕だけ旨うま味みがないんじゃないの？　他国にいい印象を与あたえておくのは悪いことじゃないと思うけどさー。

　断ってもよかったんだが、二人の目が期待に満ちてるのが手に取るようにわかる。あー、もう。

「わかりました。ご招待しましょう。でも国家同士の争いや、政治的思おも惑わくを持ち出すのは無しにしてくださいよ」

「むろんわかってるさ。それと家族も一いつ緒しよに行っていいだろうか？」

「構いませんよ。ただ、王様を含ふくめて五人くらいにしていただければ。こちらも人手が足りないので」

　一族郎ろう党とうぞろぞろと来られてはたまらんからな。やれやれ、こりゃ忙いそがしくなりそうだ。







　　　　　◇　◇　◇







　さて、と。ご招待するのはいいけれど、どこから手をつけたらいいもんかね。遊びたいって言うんだからまずはそっちからだよなあ。僕の知ってる限りで簡単に作れそうなものから作っていくか。

　最初に作り始めたのはビリヤードだ。構造的にも簡単だし、室内でもゆっくりと楽しめる。

　次にボーリング場。これも倒たおれたピンと投げたボールを元に戻もどす機能さえ【プログラム】すれば難しくはなかった。ただ作ってから気がついたが、いささかお年を召めした王様たちにはこのゲームはキツいかもしれない。

　ならばと作ったのが全自動麻マー雀ジヤン卓たく。ルールを覚えるのがいささか大変だが、慣れてしまえばこれほど駆け引ひきを楽しめるゲームもあるまい。

　あとは卓たつ球きゆう台だいやらピンボール台やらエアホッケーやら、いろいろ室内遊ゆう戯ぎを作っていく。

　疲つかれが取れるようにと自動マッサージチェアも数台作る。自分で作っておいてなんだが、コレはいい……。あ～……癒いやされるわ……。なんだかんだで疲れてるんだなあ……。

「冬夜、冬夜」

「ん？」

　極ごく楽らくにいた僕に雀じやん卓たくを囲んでいたエルゼが声を掛かける。目の前の牌ぱいを指差し、

「これってあがりよね？」

「どれどれ……ちょ……！」
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　大ダイ四スー喜シー、字ツー一イー色ソー、四スー暗アン刻コウ単たん騎きだと……。

「ツモ？」

「……ツモだね……。トリプル……いや五倍役満か。親だから八〇〇〇〇オール……」

「「「うえっ!?」」」

　卓たくを囲んでいたラピスさん、ロゼッタ、リンゼが声を上げる。恐おそろしい……。エルゼとは卓を囲まないようにしよう。
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「オーナー。フラッシュとストレートはどちらが強いのですか？」

「えーっとフラッシュの方が上」

　今度は別の卓でベルエさんとポーカーをしていたシルヴィさんの質問に答える。

　今回、とてもじゃないが僕らだけでは手が回らないので、読書喫きつ茶さ『月つく読よみ』の従業員にヘルプを頼たのんだのだ。『月読』からはウェイトレスリーダーのシルヴィさんと、厨ちゆう房ぼうのシアさん、受付のベルエさんが来ている。

　ウチのメイドさんたちも含め、シルヴィさんたちにはひと通り遊んでもらっていた。ルールを覚えるためにはやってもらうのが一番だからな。

「旦那様～、シェスカちゃん、ビリヤードから外して下さいよ～。私一回も突つけないんですけど～」

「クッションの状態と入射角と反射角を計算し、力の強弱をコントロールすれば難しくないゲームでス」

　セシルさんが困ったような声を出し、シェスカが平然とした顔で答えていた。

　あ～、人選ミスだったか。ナインボールのルールならブレイクから一度もミスしなけりゃそうなる。「ブレイク・ラン・アウト」ってやつだ。

　遊ゆう戯ぎ室しつの方はとりあえず置いといて、食堂の厨房へと向かう。広い厨房にはクレアさんと『月読』の厨ちゆう房ぼう係がかりであるシアさん、そして手伝いとしてレネがいた。

「あ、旦那様。ちょうどよかった、味見をお願いします」

　クレアさんから渡された熱々の焼き菓子を手に取って頬ほお張ばる。うん、美味うまい。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとワッフルになってる。美味おいしいよ。あ、これに生クリームとか添そえるとさらに美味うまくなる」

「なるほど。じゃあそちらも作ってみますね」

　僕はワッフルをくわえたまま、厨房の隅すみに置いてある氷を入れた簡易冷蔵庫から冷やしてあった物を取り出した。うん、ちゃんと固まってるな。

「オーナー、それは？」

　シアさんが取り出した物を興味深そうに眺ながめる。

「プリンだよ。これも生クリームやフルーツを添えると豪ごう華かになる」

　プリン・ア・ラ・モードってやつだな。皿を一枚取り出してその上にカップをひっくり返し、中身を取り出す。

　ぷるるんと黄色いその上にカラメルが流れ、なんとも美味そうだ。スプーンを取り出して一口食べてみる。ちょっと濃こいけどまあ大丈夫だ。

　シアさんもスプーンでプリンを口に運ぶ。その味に目を見開いて驚き、続けざまにパクパクとプリンを食べ続ける。これも成功かな。

「冬夜兄ちゃん、言われた通り芋いもを切っておいたけど、コレどうするの？」

　レネの前にスティック状に切られた芋が、まな板の上で山になっている。それをざっと水洗いして水をきり、フライパンに油を少し入れて中火で熱しながら、一本ずつ入れていく。芋が浮いてきたら取り出して、と。今度は高温の油に入れてカラッと揚あげて出来上がり。

　塩をパラパラとかけたやつと、自家製のケチャップを添えたふたつをそれぞれ食べてみる。たいしたものじゃないのに久しぶりだからか、フライドポテトがものすごく美味く感じた。

「美味しい！　冬夜兄ちゃん、コレ全部もらってもいい!?」

「全部かよ。まあいいけど。あんまり食べ過ぎると胸やけするから気をつけなよ」

　苦く笑しようしながら最後に二、三個口に放ほうり込んで、皿ごとレネにフライドポテトを渡した。横からクレアさんとシアさんが手を伸ばして一口食べたが最後、その手が止まらなくなる。……太りますよ。

　とりあえず食事と室内遊具はこんなもんでいいか。あとは警備か。

　城じよう壁へき内ないの訓練場に行くと、ウチの新人騎き士し三人が荒あらい呼吸をしながら地面にのびていた。それを見下ろしながら八重が笑っている。

　三人を叩たたきのめしたのは彼かの女じよではなく、その横にいる厳いかつい白しら髪が交じりで長い髭ひげの爺じいさんと、全身傷だらけのおっさんだ。

　馬ば場ば信のぶ晴はると山やま県がた政まさ景かげ。イーシェン武たけ田だ領りようの武将で、武田四天王の武ぶ闘とう派は二人だ。

「よう、小こ僧ぞう。どうした？」

「いや、どんな様子かなと思って」

　相変わらずこの馬場の爺さんは僕を小僧呼ばわりだ。一応王様になったんだけどなあ。

「おう、冬夜。こいつらなかなか見どころあるぜ。ま、もっともまだまだひよっこだけどな」

　山県のおっさんが大剣を担かついでにやりと笑う。こっちは呼び捨てだし。

　三人を鍛きたえようと二人にわざわざ来てもらった。ベルファストのニールさんとか八重のお兄さんとかに頼もうかとも思ったが、忙しそうなので遠慮したのだ。この二人は逆に暇ひまだったらしい。

　なんでも新しく武田の当主となった武田克かつ頼よりが、前当主である武田真しん玄げんの側近をあえて遠ざけ、自分勝手をし始めたんだとか。あれだけ僕が忠告したのに、織お田だともなにやら揉もめているらしい。

　二十歳はたちにもなってない若者ゆえの暴走なのか、それとも本当に無能のボンクラ領主なのか……。武田滅めつ亡ぼうは近いかもしれないなあ。

「しかし小僧が王様ねえ……。ちっこい国だけど大したもんじゃねえか。まあ、あんだけすげえ魔法が使えんだから、なってもおかしくはないが……」

「こいつらがちょっと羨うらやましいぜ。ウチの殿との様さまと比べるとな」

　ため息をつくように山県のおっさんがのびている三人を見ながら、そうつぶやく。相当苦労しているようだなあ。

「実際どうなのさ？　織田とぶつかったらまずいんじゃ？」

「いや、織田がどうこうというより、ウチの殿様の行動が問題でな。思いついたことを周りに相談もなく勝手に実行したり、領地に金がないとなると安易に民衆への税金を上げたりとかな。とにかく民衆にも家臣にもすこぶる評判が悪い。このままでは織田に潰つぶされるより早く、領地没ぼつ収しゆう、お取とり潰しになりかねん。高こう坂さかのやつが諫かん言げんしちゃいるんだが、まったく聞いてくれなくてな。逆に邪じや魔ま者もの扱あつかいされる始末だ」

　どうやらかなりまずいことになってそうだ。初代が希代の英えい雄ゆうでも二代目がボンクラなために滅んだ国はいくつもあるからなあ。これでは真玄さんも浮かばれまい。

「よかったらウチの国に来る？　できたばっかりの国なんで今なら人手が欲しいところだし」

「ううむ。魅み力りよく的てきな誘さそいではあるんだがなあ。お屋形様への義理もあるし、武田にも未練はあるしな……」

「馬場殿は堅かてえなあ。いいじゃねえか。せっかく誘ってくれてるんだし、俺おれは最悪の状態になったらアリだと思うぜ。ま、戦場が無いってのは少々不満だけどよ」

　物ぶつ騒そうなこと言わんでくれ。まったくこれだから戦せん闘とうマニアは。ミスミドの獣王陛下といい勝負だな。

「どっちにしろ今ここで返事はできんな。帰って高坂と内ない藤とうにも話してからだ。お取り潰しになるにしても、武田の最後はきちんと見届けたい」

「まあ、気持ちはわかるけど。僕の方も強制する気はないし、気が向いたらでいいからさ」

「おう、ありがとよ」

　山県のおっさんが担いだ大剣を下ろし、伸びていた三人に目を向ける。

「さて、休きゆう憩けいは終わりだぜ。さっきと同じく三人でかかってきな」

「「「はい！」」」

　元気よく返事をして三人とも立ち上がり、武器を構える。気合入ってるなー。これなら警備の方も安心かな。当然、僕の方でも万ばん全ぜんを期すつもりだが。

　訓練場をあとにして城内に戻ろうとすると、観音開きの大扉が自動的に開いた。そのまま玄関ホールに入ると今度は後ろで扉が閉まる。自動ドアではない。扉の開閉をしてくれた者が目の前にいる。いる、というか「飾かざられて」いる。

　玄関ホールから二階へと上がる踊おどり場ばにかけられた一枚の絵。

《なんか城の中が慌あわただしいですねぇ、マスター》

　絵の中から白いドレスを着た少女が上半身だけ出してきた。例の幽ゆう霊れい騒さわぎで回収した額がく縁ぶちのアーティファクトである。僕がバビロンの所有者だとわかると、シェスカと同じくマスターと呼び始めた。

　殺人領主の奥さんの絵はとっくに売うり払はらい、その金で適当な別の絵を額の中に入れた。適当と言っても城に飾るのでそれなりに高い絵をだが。

　結果、白いドレスを身にまとい、桃もも色いろの髪かみをリボンでまとめた十代後半の少女に生まれ変わった。名前はリプル。あの幽ゆう霊れい城の名前、リプル城からだ。

「王様たちを迎える準備で忙しいのさ。リプルも頼むぞ？」

《はい。何か怪あやしい動きがあればお知らせしますよぉ。このお城には常に私の目が光ってるんですからぁ。あ、今レネちゃんがお皿割りました》

　よくわかるな。リプルは『工こう房ぼう』で複製した自分と同じ額縁の中を自由に行き来でき、その感覚をも共有できるらしい。複製には意思まではコピーされないので、統とう括かつは本体がする。便利な警備システムを手に入れたもんだ。

　複製の額縁には風景画が入れられており、城のいたるところに設置された。むろん、プライベートな空間には飾ってはいない。幽ゆう霊れい監かん視しカメラとでも言おうか。

　とりあえずこれで準備万ばん端たん整った。あとはロイヤルファミリーをお迎えするだけだな。







　　　　　◇　◇　◇







「おおお！　なんかわからんが楽しそうだな！」

　遊戯室に入るやいなや、ベルファスト国王は足早にピンボール台へと向かう。それに負けじとミスミドの獣王がボーリングのレーンへと向かい、ボーリングの玉を持ち上げた。

「重いな！　なんだこりゃ、大たい砲ほうの玉か？　穴が三つ空いてるが……」

　二人に続いて入室してきたリーフリース皇王とレグルス皇帝はキョロキョロと物もの珍めずらしげに室内を見み渡わたした。

「これが全部遊ぶためだけのものなのか……なんとも贅ぜい沢たくな気もするな」

　つぶやく皇帝陛下の後ろからはぞろぞろとそれぞれの家族と護衛の者が入ってくる。

　当初は家族だけとしていたのだが、さすがに臣下の人たちが心配するので数人の護衛を許可した。

　ベルファストからは国王陛下、ユエル王おう妃ひ、オルトリンデ公こう爵しやく、エレン公爵夫人、スゥ。

　レグルス帝国からは皇帝陛下、ルクス皇太子、サラ皇太子妃。

　リーフリース皇国からは皇王陛下、ゼルダ王妃、リリエル皇女、リディス皇太子。

　ミスミド王国からは獣王陛下、ティリエ王妃、レムザ第一王子、アルバ第二王子、ティア第一王女。

　これだけで総勢十七人。これにそれぞれ数人の護衛がつく。

　ベルファストからはニール副団長とかリオンさん、レグルスからは片目の帝てい国こく騎き士し団だん長ちようガスパルさん、ミスミドからは警備隊長ガルンさんなど。リーフリースの護衛は知らない人たちばかりだったが。それぞれの国で五、六人くらいだから二十人くらいいるのか？

　もちろん武器は取り上げているし、ここだけの話、攻こう撃げき魔ま法ほうを使おうとすれば【パラライズ】が発動するようになっている。

　護衛の人たちも初めて見る設備に言葉もないようだ。ウチの三騎士は一応警備という形で遊戯室に控ひかえている。かなり緊きん張ちようしているようだが。ま、仕方ないか。城自体の警備は庭にケルベロスとグリフォン、ペガサスたちがいるから大丈夫だ。

「ようこそ、我が遊戯室へ。みなさんに楽しんで遊んでいただくために、ここではいろいろ取り揃そろえております。遊び方はウチの者に聞いていただければ説明いたしますので」

　エルゼ、リンゼ、八重、ユミナ、ルーの他、ずらっとウチのメイド部隊が並ぶ。ラピスさん、セシルさん、レネ、シェスカに加え、助すけっ人ととして『月読』からシルヴィさんと、ベルエさん、さらにいつもは作業着のロゼッタにもメイド服を着せて手伝ってもらっている。むろん統括はうちの完かん璧ぺき執しつ事じライムさんだ。

「また、あちらでは食事や飲み物、甘あまいモノなどを用意しております。ご自由にどうぞ」

　遊戯室の隅には大きなテーブルと椅い子す、そしてリクライニングシート、マッサージチェアなどを用意しておいた。テーブルの上には様々な料理やお菓か子しが並んでいる。

　国王たちはそれぞれ気になるゲームへと散らばり、みんなから説明を受けていた。王妃様、王女様たち女じよ性せい陣じんはお菓子の方が興味があるらしく、そちらの方へ集まっている。

「おうりゃ！」

　さっそく獣王陛下が勢いよくボーリングの玉を投げていた。気合に反して思いっきりガターだったが。レムザ王子とアルバ王子も揃ってガターか。レムザ王子は九歳さい、アルバ王子は六歳だとか。あの二人も雪ゆき豹ひようの獣人なんだな。

　エアホッケーではベルファスト国王陛下とオルトリンデ公爵が熱い兄弟対決を繰くり広ひろげている。

　雀卓ではレグルス皇帝陛下とルクス皇太子、リーフリース皇王陛下とリディス皇太子の親子対決か。

　リディス皇太子は十二だっけか。ずいぶんと大人びて見えるが、あの薔薇好き姉さんの弟では大変そうだ。そして帝都のクーデター事件のときも思ったけど、相変わらずルクス皇太子は影かげが薄うすい……。っていうかこの人結けつ婚こんしてたんだな。驚いた。

　雀卓のそばにはラピスさんがいて質問に答えている。役は雀卓の横に表があるから問題ないだろ。

　護衛の人たちも王様たちのゲームを見て楽しんでいるようだった。

　食事のテーブルでは王妃様たちが料理に舌した鼓つづみを打っていた。概おおむね好評のようだ。

　スゥとリリエル皇女、ティア王女はトランプのテーブルでレネを含めた四人でババ抜きをしているようだったが。ティア王女はスゥと同じくらいだから十歳くらいか。

「しかし信じられない光景だな……」

　そばにいたニール副団長がぼそりとつぶやく。それに反応したのは帝てい国こく騎士団長のガスパルさんだ。

「確かに。ほんの少し前までは西方諸国の王が一堂に会するなどあり得ないと思っていた。それが一緒になって遊んでいるのだからな」

　二人とも苦笑しながらビリヤードを楽しむ自分たちの主君を眺める。

　互たがいに王という立場上、勝っても負けてもそれを引きずることはなく、次々と別の遊びをこなしていってるようだ。

「冬夜殿、あれはなんだ？」

　獣王陛下が部屋の壁かべ側がわに置いてあった穴だらけの台を指差した。台に設置されていた小さな柔やわらかいハンマーを手に取って獣王陛下が台の穴を覗のぞき込む。

　そうそう、ミスミドには僕が【ゲート】を使えることを伝えた。怪しいとは思ってたらしいが。結局、ずっと不信感を持たれているよりもと、リーンを通して説明してもらった。まあレグルス帝国にも知られているわけだし、いずれはバレたろう。

　そのことにはさして気にしてない様子の獣王陛下にゲームの説明をする。

「ここから出てくるモグラを叩たたいて点数を競きそうんですよ。あ、力ちから一いつ杯ぱい叩かなくても大丈夫ですからね」

　いわゆるモグラ叩きだ。ゲームが始まると、ものすごい反応で獣王がモグラを叩いていく。さすが戦闘種族……動体視力が半はん端ぱない。しかし甘い！

「うぬっ!?」

　途と中ちゆうから高速モードに入ったモグラが数倍のスピードで出てくる。結果、獣王陛下は九十二点で戦いを終えた。

「くっ、もう一回だ！」

　獣王はムキになってモグラを強く叩き出す。力一杯叩くなと言ったのに。一応、台のフレームとモグラはミスリルで頑がん丈じように作っているから壊こわれたりはしないだろうが。

　食事のテーブルの方へ視線を向けると、王妃様たちがデザートなどを口にしながらおしゃべりに興じていた。

　あちらの方はセシルさんとライムさんに任せて僕ぼくはこちらに気を配ろう。

「公王陛下、これはどうやって遊ぶんですか？」

　ミスミドのレムザ王子とアルバ王子が尋たずねてきたのは、部屋の隅に置かれた大きな四角い立方体だった。六面のうちサイドの四面だけが透とう明めい化かしているが、これはトランポリンである。魔法で六面全すべてで跳はねることができるという代しろ物ものだ。

「中に入って跳ね回まわって遊ぶんだよ。大人二人まで大丈夫だからやってごらん」

　雪豹の兄弟は小さい入り口をくぐって中へ入ると、ポンポンと楽しそうに跳ね回り始める。そのうちバク転や空中ひねりまでし始めた。獣人の身体能力恐るべし……。

「おお、楽しそうだな。ちょっと余にはキツそうだが……」

　笑いながら皇帝陛下が跳ね回る子供たちを眺める。

「身体からだの疲れを癒いやす椅子があちらにありますよ。初めはちょっと痛いかもしれませんが、だんだん気持ちよくなって、疲れが取れます」

「ほう？」

　マッサージチェアに皇帝陛下を案内し、魔法で起動させる。座席の部分に仕し込こまれたローラーと、投げ出した足につけられたポンプがゆっくりとマッサージを始める。初めは少し顔を顰しかめていた皇帝陛下も、五分もすると気持ちよさそうに目を閉じた。

「おお、ふぅー……。これはいいな……これはいい！」

「ひじ掛けのボタンを押おせば止まりますからね」

「ああ、うん……」

　聞いてるのかいないのか、蕩とろけそうになっている皇帝陛下にそう言い残してその場を離れる。

　向こうではミスミド獣王が今度はリーフリース皇王とパターゴルフに興じている。その横ではオルトリンデ公爵とルクス皇太子が卓たつ球きゆうをし、さらに奥ではベルファスト国王とガスパルさんがビリヤードをしていた。おいおい護衛が遊んでいていいのかよ。

「うちの国王陛下が誘って、皇帝陛下が許可なされたのです。いいなあ、ガスパルさん。私も遊びたいですよ」

　そう言って横に来たのはリオンさんだった。だけど国王相手に勝つわけにもいかんのじゃないかね。あれも仕事なのかもしれないなあ。接待ビリヤード？

「非番の日とかあったらご招待しますよ。ああ、オリガさんと結けつ婚こんしたらウチでお祝いしましょうか」

「本当ですか!?　やあ、それは楽しみだなあ！　騎き士し団だんのみんなも喜びますよ！」

　騎士団の人たちも招待するのか。まあ普ふ通つうそうなるか。同どう僚りようだし。まるで結婚披ひ露ろう宴えんの会場だな。ノリは二次会の感じだろうが。

　ひと通り遊んだのか、男だん性せい陣じんが今度は食事の方へと興味を向け始めた。逆に王妃様たちが今度はゲームの方へ向かう。とはいってもトランポリンとかボーリングとかの運動系は避さけて、トランプや麻雀マージヤン、ピンボールなどの類たぐいではあったが。










「さて、ここで護衛の皆みなさんも含めて我わがブリュンヒルドからささやかなプレゼントがございます」

　ゲームもやり尽つくし、会場が落ち着いてきた頃ころに僕は招待客に声をかけた。メイドさんたちが会場のみんな（警備の騎き士し含ふくむ）全員にカードを一枚ずつ配り始める。そこには無む作さく為いに書かれた25の数字。籤くじを回し、出た数字のところを折り曲げていくように告げた。つまり、ビンゴゲームだ。

　部屋の隅にかけてあった布を取り外し、景品を客の前にさらす。

　剣けんや槍やり、斧おのといった武器から、細工の施ほどこされた置物、魔ま石せきを使ったアクセサリー、おもちゃやぬいぐるみまで、いろいろ取り揃えている。武器だってただの武器じゃない。【エンチャント】によって特別な付ふ与よがされたワンオフものだ。まあ、珍めずらしいだけでそんな強力なものではないが。当然、この部屋では安全のため、これらの武器は使用できないようになっている。

「では回させていただきます。……８！　最初は８です。８がカードに書いてある方はそこを折り曲げてください。縦、横、斜ななめ、五つ揃った方から景品をひとつ差し上げます」

　結局、全員分のプレゼントはあるのだ。ただ、早いもの勝ちというだけで。

　何回か回すとリーチ状態になった人か出てくる。

「２……２……」

「14出ろ！　14！」

「51……出てくれ～」

　懇こん願がんする視線を浴びながら、ビンゴマシーンを回す。

「32！　32です！」

「揃った！」

　声をあげたのは帝国騎士団長のガスパルさんだった。受け取ったカードをチェックして問題ないか確かく認にんし、景品の前へ誘ゆう導どうする。

「さあ、どれを選びますか？」

「どれでもいいのですか？」

「はい。ただしひとつだけですよ？」

　悩なやんだあげく、ガスパルさんは槍を選んだ。赤い装そう飾しよくが施された槍である。

「この槍は『火か焔えん槍そう』といいまして、ある言葉を唱えると尖せん端たんから火球が飛び出す槍です」

「なんと……！」

「呪じゆ文もんの言葉はあとで教えますね。ここで撃うたれると困るんで」

　軽い笑いを誘いながら、ガスパルさんに槍を手て渡わたす。ま、どのみちこの部屋では使えないのだが。

　帝国騎士団長は嬉うれしそうに槍を持って元の場所に戻る。皇こう帝てい陛下が槍を渡されて感心したように眺めていた。

　もっともあれは魔ま力りよくを食うので、普通の人だと三発も撃てばヘロヘロになるが。けれど、戦い方次し第だいではトドメの切り札になる。

「さあ、続けますよー。次は……15！　15です！」










　ビンゴゲームはつつがなく進み、みんな景品を手に入れてホクホク顔だった。女性陣にも手に入れたアクセサリーやインテリアを気に入ってもらえたようだ。ぬいぐるみはミスミドのティア王女様のところへ渡った。話しかけると同じ言葉を返す【プログラム】が付与されたぬいぐるみだ。桃もも色いろロボ子の声だというのが残念だが。

「夜も更ふけて参りました。最後に余興として用意したものをご覧になっていただき、お開きとさせてもらいます」

　みんなを連れて、城のバルコニーへと向かう。そこには月のない夜空が広がっていた。ここらはこの城以外何もないので真っ暗なのだ。

　不意にその夜空に大きな音を立てて大輪の花が咲さく。一いつ瞬しゆん、護衛の人たちが身構えたが、僕が手をかざして押しとどめた。

「あれは花火といいます。見て楽しむもので、イーシェンでは夏に打ち上げるそうですよ」

　八重に確認したが、イーシェンに花火はちゃんと存在していた。ただしここまで派手なものではなく、安い千円くらいの打ち上げ花火に近いものであったそうだが。

　夜空に次から次へと花火が広がる。ここだけの話、実は打ち上げてはいない。ステルスで消えたバビロンからロゼッタが花火を投下している。花火は地上に届く前に爆ばく発はつするように【プログラム】済みだ。打ち上げるよりこの方が楽だし。

　バルコニーから連続で広がる大輪の花。それを眺めている皆さんに、ウチのメイドさんたちがシャンパンを配り、それを飲みながらまた夜空の花火を眺める。子供たちもはしゃぎながら花火を見上げていた。

　こうしてブリュンヒルドの親善パーティーは大成功のうちに幕を閉じたのである。

　最後にそれぞれの国へ、今日遊んだものをひとつだけプレゼントすると言ったら、四国ともマッサージチェアを指定してきた。やっぱり王様って疲れるんだなあ……。







第二章　大樹海、大雪山







　親善パーティーも問題なく終わって、ブリュンヒルドは落ち着きを取り戻した。

　いろいろあって遅おそくなってしまったけど、あらためて僕はルーに婚こん約やく指輪を渡わたすことにした。こういうことはきちんとしとかないとな。遅おくれておいて、きちんともないもんだが。

　そんなことは気にもしてないように、ルーは喜んで受け取ってくれた。他ほかのみんなと同じデザインで同じ魔ま法ほう付ふ与よがかかっている。

「これでやっと胸を張って冬とう夜や様さまの婚こん約やく者しやだと言えますわ」

　本当に嬉しそうに指輪を眺めている彼女を見ると、罪悪感が……もっと早く渡せばよかった。

　バルコニーに置かれた椅子に座すわって傍かたわらのルーを覗き見みていると、リーンがポーラを連れてこちらへやってきた。

「フレイズが現れたわ。場所は大樹海の中央あたり。そこに住んでいる部族からミスミドへ救きゆう援えんの知らせが来たの」

　ガタッと僕らは椅子から立ち上がる。一人わけがわからずキョトンとしているルーを残して。

「それでフレイズはどうした？　倒したのか？」

「いいえ、部族の村々を潰しながらまだ居い座すわっているわ。ご丁てい寧ねいに視界に入る人間や亜あ人じんたちを皆みな殺ごろしにしながらね。なんでも大きな蜘蛛くものような形をしているそうよ」

　巨きよ大だいな蜘蛛のフレイズか。だとするとこないだのマンタと同じ中級、あるいは上級の可能性があるか。おそらく【アポーツ】は効かないだろう。【グラビティ】で叩き潰せるといいが。

「行こう。倒せるかわからないけど、ほっとくわけにもいかない。それに……」

「あの子に会えるかもしれないものね」

　リーンの言葉に小さく頷うなずく。

　エンデ。僕らがどうしようもなく苦戦したマンタ型フレイズを難なく倒してしまった謎なぞの少年。彼かれの残した「フレイズの王」という言葉が引っかかっている。一体どういう意味なのか……。

「とにかくバビロンで大樹海へ向かおう」

　僕らはフレイズを討うつべく、それぞれ準備を始めた。










「古代文明を滅亡させた水すい晶しようの魔ま物ものですか……」

　バビロンでの移動中、ルーにこれまでの経けい緯いをざっと話す。そもそもフレイズとはなんなのか。

　空間を破は壊かいして現れるところから、なにか特別な方法で異空間に封ふう印いんされているのかもしれない。その封印が破れつつあり、五千年前に閉じ込めたフレイズたちがそのほころびから現れ始めた……と、こういうことなんだろうか。

　エンデの言葉を信じるなら、フレイズの目的は「フレイズの王」を探すこと。だけどフレイズがやっていることは一方的な殺さつ戮りくだ。それになんの意味があるのか。

　そもそも五千年前に何があったのか。フレイズとはどこから来たのか。なにひとつわからない。だけどエンデはたぶん全てを知っている。この前は聞き損そこなったが、今度会ったなら……。

「マスター、目的地上空でス」

　シェスカに呼びかけられて、モノリスに映る地上に視線を向ける。大樹海の樹き々ぎを切り倒たおしながら、蜘蛛のように八本の細い足を伸のばした怪かい物ぶつが、大樹海に住む部族の人々を串くし刺ざしにしていた。

「大きいな。前のマンタと同じくらいはある」

「でも前のと違ちがって空を飛ばないだけでもありがたいでござるよ」

　確かに。前は飛んでる上に砂さ漠ばく地帯だったから、戦うだけで大変だった。今回は隠かくれる場所もあるし、有利な気もする。倒された巨きよ木ぼくの下した敷じきにならないようにしないといけないだろうが。

「とにかく急ごう。早くしないとあの村が全ぜん滅めつしてしまう」

　地上に転移したとき、部族の女性たちが弓を射かけたり、魔ま法ほうを発動させたりしてフレイズに抵てい抗こうしていた。

　フレイズに魔法は効かない。魔力ごと魔法が吸収されてしまう。周囲の魔力を吸収するだけで魔法は防げない「吸魔の腕うで輪わ」や、魔法を打ち消すデモンズロードの「魔法無効化」とはまた違った、魔法自体をも魔力に変へん換かんできる厄やつ介かいな能力。

　褐かつ色しよくの肌はだをした女たちが湾わん刀とうを持って立ち向かっていくが、次々とフレイズの伸ばした鋭えい利りな腕うでに切きり伏ふせられていく。

「イツ！　ミヨマナ、タコヂカシガリノ！」

　若い部族の少女が何やら命令を下してるようだが、全く聞き取れない。共通語じゃないのか？　神様の翻ほん訳やく付ふ与よも万ばん能のうじゃないらしい。

　どうやら彼女がリーダーらしく、少女の指示なのか、弓矢隊が少しずつ後退していく。他の非戦闘員を逃にがす時間を稼かせいでいるようだ。

　その少女に狙ねらいを定め、蜘蛛フレイズの足が槍のように伸びる。

「【アクセルブースト】！」

【ストレージ】からミスリルの大剣を取り出だしつつ樹海を駆かけ抜ぬけ、少女に迫せまる腕わん槍そうを弾はじく。いきなり現れた僕に驚おどろいている少女を抱だき上あげて、そのまま後方へと大きくジャンプし、フレイズと距きよ離りを取った。

　少女を下ろし、あらためて大剣を構える。

「ここは任せて早く避ひ難なん……って、言葉通じないかー」

　あっちに逃げろ、と僕は森の奥おくを指差す。しかし少女は目を釣つり上げて僕に迫ってきた。

「エモウ、オルテトトコイチメラコ!?　サナトアネコ、ボコ！」

「いや、だからわからんって言ってるだろうに」

　少女を見ながら、この部族の女たちはとても勇ましいんだなと認にん識しきする。目の前の少女も片手に斧を持ち、身体からだ中じゆうを赤い塗と料りようでペイントしていた。

　褐色の肌は健康的ではあるのだが、その身体を包つつむ衣装はちょっといただけない。上半身は胸むね覆おおい一枚、下半身は下帯だけなのだ。サンダルのような靴くつを履はき、手には手てつ甲こうのようなものをしているが、ほぼ半はん裸らに近い。だいぶ都会とはかけ離はなれた生活をしている部族らしい。

　そしてこの少女、僕と同じくらいの歳としだと思うのだが、その、かなりのものを持っている。胸覆いからはち切れんばかりに存在を誇こ張ちようするそれに、ついつい目がいきそうになってしまって思わず目を逸そらす。

「エモウメナグリヲド！　オアチナクヲホカコノア！　ケレソルリゼ！」

　何かまくし立てているが、さっぱりわからない。チラ見してたのがバレたのだろうか。

　とりあえず大剣を構え、蜘蛛フレイズへと斬きりかかる。狙うは足一本。振ふり下おろすタイミングで【グラビティ】を発動。超ちよう重じゆう兵へい器きと化した大剣が細い足を粉ふん砕さいする。

「どうやら【グラビティ】でいけそうだな」

　しかし粉砕された足はたちどころに再生される。さっきの部族が食くらわせた魔法を吸収していたんだな。やはりこいつらを倒すには核かくを砕くだくしかない。

　核は体の中心線に三つ、等とう間かん隔かくでならんでいる。オレンジ色に光っているのはマンタのときと同じだ。

「リンゼ！　リーン！　こいつに氷を落としてくれ！」

　僕の言葉に反応した二人が水魔法【アイスロック】を唱え、大きな氷ひよう塊かいを蜘蛛の頭上へと落とす。フレイズは一瞬、氷塊の重さにその体が沈しずんだが、ギギギ、とそれを跳ね除のけようとしていた。しかし、そうはいかない。

　飛び上がり、僕はフレイズに落とされた氷塊の上に立つ。【グラビティ】を発動し、氷塊の重さを何十倍にも変化させた。

　ギ、ギ、ギ、ギ、ギ、と体が軋きしむ音と共に、パキッ、パキッと氷塊の方に亀き裂れつが入り始める。どうやら自重に魔法の氷の方が耐たえられないようだ。なんて頑丈さだよ。

　やがて氷の方が砕け散ちり、重さから解放されたフレイズが跳ね上がった。そのタイミングで【グラビティ】を発動させた大剣を、勢いよくそいつの頭上に振り下ろす。

「砕けろ」

　地面にめり込むような一いち撃げきを蜘蛛フレイズの体に叩きつける。

　ガキャアァアァン！　と大だい音おん響きようを立てながら砕け散る蜘蛛フレイズ。ガラガラと粉砕された破は片へんの中から、転がり出した核をブリュンヒルドで三つとも打うち砕く。

「ふー……」

　なんとかなったな。以前と比べものにならないほど楽に倒せた。【グラビティ】様々だ。フレイズ本体には直接使えないのが難だけど。あーあ、ミスリルの大剣が歪ゆがんじゃったよ。

「エモウ……ノナメネド……？」

　さっきの褐色少女が呆あきれたようにつぶやく。相変わらずなに言ってるかわからんが、驚いているのだけは表情からわかる。

　辺りを窺うかがうと、傷付き倒れた者が多数見られた。これはマズいな。

「ターゲットロック。半径五百メートル以内の怪け我が人にん。【キュアヒール】発動」

『了りよう解かい。ターゲット捕ほ捉そくしましタ。【キュアヒール】発動しまス』

　スマホから音声が流れ、倒れている怪我人の頭上に現れた魔ま法ほう陣じんから柔らかな光が降り注ぐ。光を受けた怪我人の傷口がたちまち塞ふさがり、治ち癒ゆされていった。

　それを見ていた少女が倒れていた仲間に駆け寄よっていく。

「けっこうあっさりと片付いたわね」

　砕けたフレイズの残ざん骸がいから飛び降りた僕のところへリーンがやって来た。全くだ。以前苦戦したのが嘘うそみたいだ。

　リーンは散らばっているフレイズのかけらを左右の手に拾い、軽く叩き合あわせた。かけらは容易たやすく砕けてしまう。

　なにをしてるんだ？

「ガラス並みの強度しかないわね。この破片で武器が作れないかと思ったのだけれど」

　ふむ。確かにあの硬かたさの武器があればエルゼや八や重えたちにもフレイズの討とう伐ばつが可能になるかもしれない。けれど死んでしまうとここまで硬こう度どが下がるのでは、素材の価値はないよな。ガラス細工の代わりにはなるか？

「そもそもなんであんなに硬いんだろうな、こいつらは。防ぼう御ぎよ魔法でも使ってるんじゃ……」

「……それよ！　魔力による硬こう化か魔法！　この体に魔力を増ぞう幅ふくし、蓄ちく積せき、放出する特性があるとすれば……！」

　リーンはもう一度かけらを両手に持ち、今度はその破片に魔力を流しながらそれらを強く打ち合わせた。ガキィィン、と澄すんだ高い音が出たが、そのかけらが砕けることはなかった。

「やっぱりだわ。この材質は魔石に似た特性を持っている。しかもはるかに魔力伝導率がいい。術式転てん換かんがほぼ百％だわ。魔力によっての結合がここまでの強度を保てるなんて信じられない」

「よくわからん。かいつまんで話してくれ」

　リーンが難しいことを言ってるが、結局どういうことだよ。

「つまり魔力を流せば流すほど、この破片はそれを吸収して途と轍てつもない硬度を生み出せるってことよ。しかも魔力を蓄積できるから、たとえ欠けても自己再生する。蓄たくわえた魔力が枯こ渇かつするまでね」

　なんと。てことは、これで鎧よろいとかを作れば魔力が尽きない限り、再生する超ちよう硬こう度どな鎧ができてしまうわけか。

　逆に武器を作れば魔力が尽きない限り、破壊されない武器ができる。

　問題はかなりの重さがあるということだが、【グラビティ】を【エンチャント】できる僕には関係ない。

　………………宝の山じゃないッスか。

「ターゲットロック。フレイズの残骸、破片も含ふくむ。【ストレージ】発動」

『了解。捕捉しましタ。【ストレージ】発動しまス』

　フレイズの残骸が散らばっている地面に魔法陣が広がり、水に沈むようにそれらが消えた。回収完かん了りよう。

　ちえっ、そんな価値があるとわかっていれば、遺い跡せきのやつや砂漠のやつも回収しといたのに。惜おしいことをした。







　　　　　◇　◇　◇







「エア、エモウ」

　振り向むくとさっきの褐色少女が立っていた。なんだろう。

「マヲノネクゴワノエサツキルトネホエモウノネコ？」

「だからわかんないんだってば」

　どうやって意思の疎そ通つうをしたらいいのか困こん惑わくしていた僕にリーンが口を挟はさむ。

「『みんなの怪我けがを治してくれたのはお前なのか？』って言ってるわ」

「言葉わかるの？」

　リーンの通訳に思わず目を見張る。なんとなく言葉に法則があるようには感じられるのだが。

「何年生きてると思ってるのよ。彼かの女じよたちラウリ族が使う言葉は、ミスミドでもわかる人間はけっこういる方よ」

　そういやミスミドに助けを求めて来たって言ってたっけ。言葉がわからないわけはないか。

　リーンが褐色の少女に話しかける。

「あなた名前、えっと……オノト、ノモウホ？」

「パム」

　どうやら彼女はパムというらしい。

　言葉がわからないと不便だな。リーンと会話ができるとわかっていろいろ話しかけているが、なにを言っているのかさっぱりわからない。パムのこちらをチラチラと窺う視線が気になるが、なんなのだろうか。

「結局エンデは現れなかったな……」

　フレイズがいればやってくると思っていたが、そうでもないらしい。彼にとってフレイズを倒すことはさして重要なことではないのだろうか。

「しかしずいぶんと派手に壊し回ったもんだな」

　あらためて周りを見回してみると、壊された家の残骸などがあちらこちらに散らばっている。

　この村はどうやら木の上に家を建てる、ツリーハウスのような造りをしているらしかった。木から木へとロープで作られた吊つり橋ばしが渡されている。

　鬱うつ蒼そうと茂しげったジャングルの中で、フレイズが暴れたところだけが切り倒され、太陽の光が差し込んでいた。

「どうやら何人か亡なくなった方が出たみたいですわ」

　悲痛な面おも持もちで泣なき叫さけぶ女性たちを見るルー。遺体にすがりつき、嗚お咽えつを漏もらすその姿を見てると、もっと早く僕らが到とう着ちやくしていたら……と思わずにいられなかった。

「さすがに人を生き返らせる魔法はないもんな……」

　ぼそりとつぶやいた言葉に、隣となりにいたリンゼが小さな声で答えた。

「ないわけじゃ、ないんですけど……」

「え!?」

　死んだ人間を生き返らせる魔法があるのか？　いや、一回死んでる僕が言うのもなんだけど。

「光属性の最上級魔法で、蘇そ生せいの魔法は存在します。ただ、条件が厳しいんですよ」

　条件？　生き返らせるのになにか必要な要素があるってことか？　ゲームみたいに神父さんが「ご寄付を」ってわけじゃないだろうけど。それにあの神様は受け取らないと思うぞ。

「まず死んでから一時間以内であること。遺体が生命機能に支障がない身体であること。これに加え、莫ばく大だいな魔力と生命力が必要だと言われています」

「生命力？」

「簡単に言えば命そのもの、です。つまり、魔法をかけた相手が生き返るのと同時に、術者が死ぬ可能性がある、ということ、です」

　……なんてハイリスクな。確かにそれじゃあ自分の命を懸かけても甦よみがえらせる覚かく悟ごがなけりゃ使えないな……。

　だけど、人を生き返らせるってのはそれぐらいじゃないといけないのかもしれない。僕だって生き返る代だい償しようとして自分の世界とお別れしてきた。それほど大変なことなんだとあらためて思う。

「それにしても……」

　さっきから気になっていたのだが、この部族って女の人が多いな。っていうか、男が全然いないぞ？　フレイズにみんな殺されてしまったのか？

　そんなことを疑問に思っていたら、いつの間にか戻もどって来てたリーンが解説してくれた。

「ラウリ族ってのは女性のみの戦せん闘とう民族よ。そもそも男はいないわ。さっきのパムって子が族長の孫らしいわよ」

　おいおい、アマゾネスですか。まさかこんなところで出会うとは。

　なんでも子どもを作れる歳になったら、他の部族から男をかっさらってきて「つがい」にするんだそうだ。

　そして子供が生まれ、男だったら父親と一いつ緒しよに村から追い出し、女だったら村の子として戦いを教え、育てるんだそうだ。この場合も、結局父親は追い出される。百年ほど前までは父親は殺していたというから恐おそろしい。

　リーンの話に男としてゾッとしていると、こちらをじ――――っと見つめる視線を感じた。パムだ。

「なに？」

　訝いぶかしげにパムを見ていると突とつ然ぜん僕ぼくの方へ駆け出してきて、そのままの勢いで飛びついてきた。

「な……!?」

　いきなりのことで面食らったがパムは思ったよりも軽く、なんとか受け止めることができた。ふにょん、とした感かん触しよくが伝わってきて、思わず顔が緩ゆるみそうになる。が、次の瞬しゆん間かん、首筋に激痛が走った。

「いだぁ―――――――ッ!!!?」

　噛かみつかれた！　思いっきり噛みつかれた！　なんなのこの子!?　猿さるにでも育てられたの!?

　あまりの痛さにパムを引ひき剥はがそうとすると、それより先に彼女の方から引き下がった。

「痛いった！　なっ、なにを……!?」

　噛みつかれた首筋に手を当てると血が滲にじんでいた。なにすんだ!?

　パムは僕を見て不敵に笑うと、そのまま踵きびすを返して走っていった。なんなの!?

　それを見ていた周りの部族の人たちが、ざわざわと落ち着きなく騒さわぎ出す。

「大だい丈じよう夫ぶですか、冬夜さん？」

　リンゼが回復魔法で首の傷を治してくれた。あー、痛かった。

「気に入られたみたいね」

「どこが!?」

　リーンがわからん発言をする。どこをどうしたら気に入られた感じになるのか。普通、あの行動は嫌きらわれてる反応だろ。野の良ら犬いぬとか野生動物だと。

　他の人にも噛まれたらたまらない。さっさと撤てつ退たいしよう。なんかさっきから他の人たちの目つきがおかしいんだよ。なんで？

【ゲート】を開き、空中のバビロンへと戻る。シェスカとロゼッタを拾って、そのままブリュンヒルドの城へ戻った。
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《あーマスター、お帰りなさぁい》

　階段の踊おどり場ばにかけられた額がく縁ぶちの中から、リプルが上半身だけを出して僕らに手を振る。この光景にも慣れたなあ。

「ただいまリプル。なんか変わったことはなかった？」

《えっとぅ、お客様が来てますよぉ》

　客？　はて？　いったい誰だれだろう？
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「あれ？　椿つばきさん？」

「お久しぶりでございます」

　みんなは風ふ呂ろに入りたいと言うので別れて、一人で謁えつ見けんの間に来た。

　するとそこには赤い絨じゆう毯たんの上に跪ひざまずき、こちらを見上げるイーシェンのくノ一、椿さんがいたのである。

　白い上着に黒のマフラーと、黒のキュロット姿。長旅をしてきたことを示すようにいろいろと擦すり切れていた。長い黒くろ髪かみもそのままストレートに流している。

「こんなところまでどうしたんですか？　なにかの任務で？」

　武たけ田だ四天王、高こう坂さか政まさ信のぶ配下の武田忍しのびである彼女のことだ。そう考えるのが普通なのだが、イーシェンからここまでかなりの距離がある。

「いえ、私はもはや武田忍びではございませぬ。こちらでお仕えさせていただきたく思い、推参仕つかまつりました」

「え？」

　椿さんの話によると、武田領が新領主になってしばらくしてから高坂さんに言われたんだそうだ。「このままでは武田の未来は危あやうい。今のうちに一族の者を連れて他家に仕えよ」と。初めのうちは拒こばんでいた椿さんだったが、やがて強ごう引いんに解かい雇こされたとか。

「それっていつのこと？」

「三ヶ月ほど前です。そのあと、すぐに私は旅に出ましたので……」

　そうか……。高坂さんはその時点でもう先を見み据すえていたんだ。すごいな。

　馬ば場ばさんに聞いた最近の武田事情を話すと、椿さんは納なつ得とくしたように頷いた。

「それで高坂様は私を追い出したのですね……」

「しかし、なんで僕ぼくのとこに？　徳とく川がわとか織お田だとかあったでしょうに」

「徳川も織田も結局は一領主に過ぎませぬ。その点、冬夜さん……冬夜様はあの力に加えて、ベルファストの次期国王になるかもしれないお方。比べるまでもないことかと思いまして。ただ、すでに国王となっているとは思いませんでしたが」

　なんでもベルファストへ向かう船旅の途と中ちゆう、この国の噂うわさを聞いたんだそうだ。詳くわしく聞くとそれが僕のことだとわかったので、急きゆう遽きよガウの大河を遡さかのぼり、こちらの方へ向かったのだという。

「まあ、こっちもいろいろあってね。で、どうする？　ベルファストみたいに大きな国じゃないし、できたばっかりの国だけど」

「はい。冬夜様がよろしければお仕えしたいと存じます」

　向こうに不満がなければこちらは一向に構わない。仲間が増えるのは心強いしな。それにひょっとしたら、武田の四天王もウチに来てくれるかもしれないし。

「では一族の者を城内に入れていただきたく……」

「……ちょっと待った。一族の者？」

「はい。武田忍びの一族全員でこちらへ参りましたので」

　なんですと!?　……そういやさっき椿さんは何て言ってた？「一族の者を連れて他家に仕えよ」って言われたって……そういうこと!?

「あの……ちなみに一族って何人ほど……」

「子供も合わせると全員で六十七人ほどになります」

「ろっ……！」

　多いな！　ってか、よくそんな人数で旅に出たな！　もし僕が死んでたり見つからなかったりしたらどうするつもりだったのか。

　しかし椿さん一人だと思ってたからな……。どうしよう？

「うーん……どうするかな……。いや、この国に住んでもらうのは構わないんだけど。たださ、椿さんみたいに全員を城で雇やとうわけにもいかないだろうし」

「それなら心配いりません。忍びの一族は大たい概がいが副業持ちでございます。食っていけるだけの術はありますので」

　……ならいいけど。そういや何かの本で、忍にん者じやってのは他国に潜せん入にゆうするため、いろんな職業を隠れ蓑みのに持っていたとか読んだ気がする。こっちの世界でもそんな感じなんだろうか。

　確かに森もあるし川もあるから、獣けものや魚は獲とれると思う。食べ物に関してはさほど心配してないが、それ以外もいろんな物が必要になるだろう。

　商人が必要かな……。この国を訪おとずれて商売をしてくれるような。ミスミドのオルバさんや、リフレットのザナックさんに相談してみようか。

「一気に国民が増えましたな」

「そうだねえ」

　傍らに控ひかえるライムさんの言葉に苦く笑しようしながら答える。ともかくうちの三さん騎き士しを呼んで、椿さんの一族の人たちを城内に入れてあげるように命じる。とりあえずは使ってない兵舎の方を宿として貸しておこう。

　一応、レインさんにおかしな行動をする輩やからがいないか、目を光らせておくように頼たのんでおく。彼女の場合だと目を光らせるというよりは、その自じ慢まんのウサ耳で聞き耳を立てる、かな。

「マスター、お手紙が届いていまス」

「ん？」

　シェスカが一通の手紙を手に、椿さんたちがいなくなった謁見の間にやって来た。知り合いや同盟国に渡してある「ゲートミラー」を使えば手紙ですぐに連れん絡らくが可能なんだけど、どこからだろう。

　手紙を受け取り、中身をざっと読む。ありゃ、なんてタイミングだよ。

「どなたからの手紙ですか？」

　ライムさんが尋たずねてきた。手紙を渡し、読むように勧すすめる。

「これは……」

「どうやらまた何人か増えそうだよ」

　差出人は高坂政信。馬場の爺じいさんにこの間渡した「ゲートミラー」からだな。

　残念ながら武田家は当主が領民をないがしろにし、他領地への過度な干かん渉しよう、何度も世間を騒がせた罪でお取とり潰つぶし。領地は取り上げられ、織田と徳川にイーシェンの帝みかどからあらためて拝領されるそうだ。

　短かったなー……。ただでさえ完かん助すけの事件で目をつけられているんだから大人しくしていりゃいいのに。執しつ行こう猶ゆう予よ中ちゆうにまたやらかした、反省が全く見られないって見るよ、そりゃ。

　あれかな、偉い大だいな父親を超こえようと暴走したのかな。それとも本当にバカ殿とのだったのか。なんにしろ武田克かつ頼よりは都へ送られてそののち流る罪ざいだとか。

　で、四天王協議の結果、ブリュンヒルドに仕えたいとなったそうだ。

　有能な人材はありがたいけどね。高坂さんにさっきのことを相談してみようか。武田四天王のうち、まだ高坂さんだけは会ったことないんだよな。

　どれ、迎むかえに行ってくるか。僕はイーシェンへと【ゲート】を開いた。
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「まずは街かい道どうの整備からですな。人の訪れなくして町の発展はあり得ません」

　ブリュンヒルドの地図を見ながら高坂さんはそう口を開いた。

　高坂さんは馬場の爺さんよりは若かったが、それでも六十は超えているだろう。白しら髪が交じりの総そう髪はつで、一見穏おだやかそうにも見えるがやはり武田家を盛り立ててきたその眼光は鋭するどい。

　手紙をもらったあと、馬場の爺さんたち武田四天王を迎えに行ったのだが、ここでちょっと予定外のことが起きた。

　行き場を失った何人かの武田兵士もウチに来たいと言い出したのだ。おそらく四天王を慕したう部下たちなのだろう。まあ五十名にも満たない数だが、正直ウチですぐさま雇うわけにもいかない。さすがにそこまでの収入はないのだ。

『工こう房ぼう』の量産機能を使えば雇うお金はなんとかなるかもしれないが、それに頼たより過ぎるのもどうかと思う。一応秘密にしてるし、『工房』が壊こわれたりでもしたらそれで一巻の終わりだからな。

「街道なら僕が土魔法を使えばすぐにできるけど……」

「ベルファストからレグルスへの街道だけは早さつ急きゆうに必要ですからお願いいたします。しかし、それ以外は冬夜様……陛下はあまり手を出してはなりませぬ。なんでもかんでも陛下がしてしまえば、人はそれに頼りきりになってしまいます。どうしても彼らの手に余るときにだけ、助けてあげる程度で良いのですよ」

　そんなもんなのかな。まあ、人は堕だ落らくする生き物だ。できたばかりの国でそれはさすがにまずい。

「次に国の東部を農業地として開かい拓たくします。川から水路を引き、水田をいくつか作ってみましょう。こちらの土に合うといいのですが。あとは商人になにを売り、国の収入とするかですが……」

　正確に言うと国民がなにかを作るなりして商人などから得たお金を、何割か税金として徴ちよう収しゆうする、ということだけど。

　正直、税金とかいらない気もするんだが。自分と家族の食い扶ぶ持ちくらい自分で稼ぐし。高坂さん曰いわく、僕は良くてもそれでは国が回らないのだそうで。なので、そちらは任せることにした。税金はなるべく安くしてあげてくれ、と言ってはおいたが。

「この国ならではの特産品があればいいのですが。もともとベルファストとレグルスの土地ゆえに、そういったものもない。あとは何か技術を売る、とかですが……」

「とりあえず自転車の製造技術は教えるよ。しばらくはそれで稼げるとは思う。そのうち他国でも真似まねされ始めるだろうけど」

　自転車自体は珍めずらしいし便利だけど、たくさんの荷物を運ぶなら馬車の方がいいし、速さなら馬の方が速い。でも需じゆ要ようはあるから、それなりに技術を学べば商売になるとは思う。ただ、僕が作るものと同じレベルで作るのは結構難しいと思うが。

「とにかくできることからやっていこう。高坂さんには農耕地の方を任せるから好きにやってみて。ダメだったらそのとき考えよう」

　高坂さんと別れて訓練場に行くと、またウチの三さん騎き士しが馬場の爺さんたちにいいようにあしらわれてた。

　まだウチには騎士団というものは存在しないので、馬場の爺さんや山やま県がたのおっさんには戦闘教官みたいなことをしてもらっている。

「おう、小こ僧ぞう。高坂との話は終わったのか？」

「いい加減、小僧ってのはやめてくれないですかね。馬場の爺さんも一応家臣になったわけだし」

「堅かてぇこと言うな。一応公私のケジメはつけるからよ。ちゃんとした場なら『陛下』って呼んでやるよ」

　がははと笑いながら肩かたを叩たたいてくる。これだ。何を言ってもムダな気がする。

「俺おれと違って馬場殿には言うだけムダだぜ、大将」

「てめえも呼び捨てから大将に変わっただけだろうが、山県」

「いいじゃねえか、大将。偉えらそうだぜ？」

　殿とか、若とか他ほかにもあるだろ。まったく。どうもこの二人は苦手だ。はあ、もういいや。

「ところでそろそろ昼だから、食しよく糧りようを調達しにいこうと思うんだけど。訓練も兼かねてレインさんたち三人にも付き合ってもらえないかな？」

「狩かりか？　そりゃいいが、こいつらこんな有様だぜ？」

　山県のおっさんが指し示す先には、地面に伸びている三人がいた。ニコラさんだけは男子の意地なのか、震ふるえる足で立っている。狐きつね耳みみがへたっているけど。

「【光よ来たれ、健すこやかなる息い吹ぶき、リフレッシュ】」

　僕が呪じゆ文もんを唱えると、柔やわらかな光の粒つぶが三人に降り注ぐ。しばらくすると三人ともむくりと身体を起こし、ぴょんぴょんと飛とび跳はねたり、剣けんを振り回まわしたりして、身体を動かし始めた。

「疲つかれが取れてます……」

「うわあ、陛下の魔法!?　すごい！」

「くっ、ふがいない。申し訳ありません、陛下」

　疲ひ労ろう回復魔法【リフレッシュ】だ。怪我とかは治らないけど、体力とか肉体的な疲れが回復する。これを使えば疲れ知しらずの体力を生み出せる。でも無理してることには変わりないので、多用はしない方がいい気がするな。

「相変わらずとんでもねえなあ、うちの大将は……」

　山県のおっさんがそんな風にぼやく。まあ、褒ほめられたとでも思っておこう。

「さて、昼ご飯だけど、なに食べたい？　一応、候補として猪いのししと鳥と……あ、あと蟹かに……」

「「「「「蟹！」」」」」

　全員一いつ致ちッスか。まあいいけど。じゃあブラッディクラブだな。城にいる全員分だと二匹ひきも狩ればいいか。一匹がダンプカーくらいあるからね。

「あ、狩ってもらうブラッディクラブって、冒ぼう険けん者しやギルドだと赤ランクだから気をつけてね」

「「「え!?」」」

　三人とも目が点になる。まあ、そうか。赤ランクだと一流冒険者のレベルだからなあ。

「大だい丈じよう夫ぶ、山県のおっさんや馬場の爺さんも手伝ってくれるから」

「俺らもか!?」

　そりゃそうです。実力を見せてもらいましょう。










　結局、荒こう野やにいたブラッディクラブのうち、一匹は【グラビティ】を使って僕が倒した。一分とかからなかったんじゃないかな。

　残りの一匹は五人に任せて高みの見物……とはいかなかった。時折、回復魔ま法ほうや軽い攻こう撃げき魔法でフォローしつつ、五人の戦いを見させてもらったけど。

　みんなが三十分ぶっ続けで戦い、やっとブラッディクラブは沈ちん黙もくした。全員戦士タイプで魔法使いがいないとやはり手こずるらしい。硬いからなあ、あの甲こう羅ら。相性悪すぎたか。

「おつかれー」

「……大将が……どんだけ化け物か、わかったぜ……」

　山県のおっさんがどんよりとした目をこちらに向ける。失礼な。

　元・武田組の二人はなんとか立っているが、それでも息が荒あらい。レインさんたち三騎士は完全にグロッキーだ。

　さっきと同じく【リフレッシュ】をかけてやる。

　なんだかんだで赤ランクの魔ま物ものを倒たおしてしまうんだから、やはりこの二人の実力は本物だ。他の三人はサポートに回るので精せい一いつ杯ぱいだったもんな。

【ストレージ】にブラッディクラブを収納し、城へ戻る。そのまま兵舎の方へ向かい、みんなに蟹を差し入れした。

　そういや、調味料は足りるのかな。一応塩や味み噌そとかはあるみたいだから大丈夫だと思うけど。そういうのも含めて、早いとこ行商人に来てもらえるようにしないとな。

　蟹の解体とかは馬場の爺さんたちに任せて、僕はベルファストからレグルスへの街道を作ることにする。

　もともとここは危険地帯だったために、大きく南へと迂う回かいして街道が延びていた。それをこの国を横切るように、新たな街道を作るのだ。

　ベルファスト・レグルス間を旅する人たちには時間が短縮されるから悪い話ではないはずだし。元の街道はそのまま残すから、うちの国に寄りたくない人たちはそっちを進めばいい。

「国境に関所を設けておかないといけないのかな。変な奴やつ等らがやってくるのはごめんだからなあ」

　ベルファストとレグルスの方の街道も少しいじることになるが、両国から許可はもらってるから大丈夫だ。ま、今ある街道につなげるだけだけどさ。

【ゲート】でまずレグルス側の街道に出る。

「ここからベルファスト側まで一気につなげるか。変にくねくね蛇だ行こうするよりまっすぐ突つっ切きった方がいいよな」

　まずは土つち魔ま法ほう。ベルファスト側までまっすぐ地面を平らにならす。これだけで充じゆう分ぶん道として通用するのだが、雨が降ふっても馬車などが走りやすいように、石いし畳だたみにしとこう。段差の少ない滑なめらかなやつを。

　あとはベルファスト・レグルス両国側に簡易的な関所の小屋を建てる。後日ちゃんとしたのに作り直してもらおう。そして道みち標しるべを立てておく。「ここよりブリュンヒルド公国」っと。

　しかし、これだけでは素す通どおりされて終わりだな。街道の途中から城は見えるけど、果たして「あそこに行ってみよう」となるだろうか。

　まあ、城で商売するわけではないので、椿さんの一族にでも街道に何か店を出だしてもらうか。休きゆう憩けいできる飲食関係とかがいいかな。旅人から情報を得る拠きよ点てんとできればなお良い。

　それはそれとして、やはり城までの道も必要だな。同じように城門前まで石畳の道を作っていく。

　城の前まで来るといい匂においがしてきた。カニ鍋なべかな。お腹なか減った。

　午後からは自転車の製造を教えることになった。

　といっても教えるのは僕ではなくロゼッタだが。だって僕より詳しいしさ……。魔法の力を使わず一から作るなら、彼女に任せた方がいい。伊達だてに『工房』の管理者ではない。普ふ通つうに技術者としても一流なのだ。

　製作サイドはロゼッタに任せて、僕は自転車の乗り方を教える方にまわった。乗れなきゃ売るのもままならないからな。

　子供たちが遊びと勘かん違ちがいしたのか（無理もないが）乗せて乗せてとせがんできたので、子供用のを何台か作ってあげた。

　驚おどろいたことに、大人も子供もあっという間に自転車を乗りこなしてしまった。バランス感覚が半はん端ぱないのだ。武田忍び恐るべし……。







　　　　　◇　◇　◇







「へえ、それなりに形になってきたねえ」

「そうでしょう、そうでしょう」

　街道沿いにいくつか建てられた店を見て僕が感心していると、隣にいた内ない藤とうのおっさんがうんうんと嬉うれしそうに頷うなずく。

　ここの現場指揮はこの人、元・武田四天王のひとり、内藤正まさ豊とよ、内藤のおっさんが全部仕切った。昼ひる行あん灯どんみたいなナリしてやるじゃないか。見た目はくたびれたサラリーマンみたいなのに。

　まだ喫きつ茶さ店てんと自転車屋、武器屋、防具屋、道具屋しかないけど、ちょっとした商店街に見えないこともない。

　街道から外れた場所には国民の皆みなさんの家が建てられ始めている。そういや、店とか家とかてっきりイーシェン風に造られるのかと思ったが、そんなことはなかった。ベルファストや西方諸国と同じようなレンガ造りの家だ。

「あまり異文化を強調すると警けい戒かい心しんを持たれてしまいますからね」

　とは内藤のおっさんの弁。

　ちらほらと旅人も寄るようになってきてるし、まずまずのスタートじゃないかな。武器屋とかにはこっちでは珍しい刀なんかも置いてあるし（手しゆ裏り剣けんまで置いてあった）、喫茶店ではイーシェンの料理に加え、ロールケーキやアイスクリーム、プリンやフライドポテトなんかも食べられる。

　ちょっとした金持ちは自転車を買っていったりするし、なかなか繁はん盛じようしてるんじゃないかな。

　このぶんならなんとかやっていけそうだ。ま、今はあんまり国民がいないから、そんなに稼かせげなくてもなんとかなるけど。

　そんなことを考えていると、元武田兵の一人が自転車に乗って僕らのところへやってきた。

「陛下、関所に陛下の知り合いだという商人が来ているのですが」

「商人？　その人の名前は？」

「服ふく飾しよく商人のザナックと名乗っております」

　ザナックさんか。リフレットからここまでよく来たなあ。

「わかった。行こう」

　僕は【ゲート】を開き、自転車の兵士と一緒にベルファスト側の関所へ出た。

　そこには見慣れない装そう飾しよく過多の馬車があり、その横にこれまた見慣れない服を着たザナックさんが立っていた。

「やあ、久しぶりですね。おっと、王様にこんな口を叩いてはまずかったかな」

「かまいませんよ。ようこそブリュンヒルド公国へ」

　この人は僕がこの世界に来て初めて親切にしてもらった人だ。王様になったってそれは変わらないからな。ザナックさんと握あく手しゆして、話を切り出す。

「それで、どういった用件でこの国に？　帝てい国こくへなにか仕事でもあるんですか？」

「それもあります。しかし第一の目的はこの国で商売を始めるためですよ。ここにうちの支店を作らせていただきたいのです。『ファッションキングザナック・ブリュンヒルド支店』をね」

　ははあ。なるほど。ずいぶんと思い切ったなあ。まだ人が集まるかもわからないのに。

「いやいや。あなたが作った国です。集まらないはずがない。であれば先行して、いい場所を押おさえておいて損はありません」

　そういう考えか。今の段階で服飾店が繁盛するとは思えないが、まったくないのも困るしな。今は建築や農作業ラッシュで服も汚よごれるし、傷いたむのも早いだろうから正直助かる。

【ゲート】を抜ぬけて街道の中心部へ戻り、内藤のおっさんにザナックさんを紹しよう介かいする。土地割りや建築費、それにかかる人材派は遣けん、その他ほか諸もろ々もろを二人に相談してもらった。ここらへんは僕は門外漢なので任せておく。

　それにしても支店か。やり手だな、ザナックさんも。リフレットからここまで手を広げるとは。まあ、僕という伝つ手てがあったからだろうけど。

　リフレットと言えば、ドランさんやミカさんは元気かなあ……おや？

　ちょっとまてよ。今気付いたけどこの国ってまだ宿屋がないな。てっきりここは通過地点だとばかり思ってたけど、旅人や行商人が宿しゆく泊はくする施し設せつは必要なんじゃないか？

　んー……宿屋か。できればこちらも食しよく事じ処どころとかと一緒になってたり、情報が得られたりする場所にしたいな。それにはプロの手がいるな……。ダメもとで頼んでみるか。










「と、いうわけで、『銀ぎん月げつ』の支店をウチの国に出してもらえないかと思いまして」

「……そりゃまたいきなりだな、おい」

　ドランさんが腕うで組ぐみしながらため息をついた。ごもっとも。自分でもいきなりすぎるとは自覚している。

「宿屋は僕らの方で建てます。ドランさんたちには経営の方を任せたいんですよ。まあ、雇われ店長みたいな形ですね」

「それって支店って言うのか……？」

　ドランさんが首をひねる。まあ細かいことは言いっこなしだ。

「で、その支店の方にミカを呼びたいってのか？」

「いいじゃない、あたし行きたい！　面白おもしろそうだし！」

『銀月』の食堂で、僕の対面に座すわるドランさんに横からミカさんが口を挟はさんだ。どうやらミカさんは乗り気らしい。

「んー……でもよう、ミカがいなくなるとウチも厳しくなるしなあ」

「あーら、そうかしら。タニアさんに手伝ってもらえばいいじゃない。今でも充分手助けしてもらってるんだし」

「ばっ、お前、あの人はだな……！」

　ドランさんが急に慌あわて出す。タニアさんってあれか。確か街の北側に住んでる未亡人だよな。何度か挨あい拶さつされたことがあるけど。なに？　ドランさんとそんな仲なの？

「あたしがいない方が逆に何かといいんじゃないのー？　ま、それはそれとして一国の国王様がこうして直々に頼みに来てるんだから、断る手はないわよ？」

「っ……！　あー、わかったよ！　行って来い！　あとで泣きついてくんなよ！」

　ヤケ気味のドランさんの承しよう諾だくにミカさんがやった！　と小さくガッツポーズをとった。

　そうなるとあっちの宿にも銭湯をつけたいところだけど、それにはちょっと問題がある。あれってベルファストの秘湯から持って来てるんだよね。さすがに他国のものをいただくのは外聞が悪い。

　ブリュンヒルドには水路があるから、なんとかそれをお湯にすればいいか。温泉の効能はないけど、大浴場としては充分だろ。【リフレッシュ】や【リカバリー】を溶とけ込こませることはできるし。

　とりあえずミカさんを連れてブリュンヒルドの内藤のおっさんのところへ戻る。

「おや、ミカさんじゃないですか。ひょっとして『銀月』もここへ？」

　内藤のおっさんと話し込んでいたザナックさんが、こちらを見て笑いかけてきた。

「国営で宿屋を作ることにしたんで、店長に引き抜いてきました」

「おや、それは羨うらやましい。店員の制服を作るなら何なに卒とぞわが店で」

「商売上手ねえ」

　ザナックさんの話を冗じよう談だんだと思ったのかミカさんが笑う。多分冗談じゃないと思うぞ……。あれは商売人の目だった。

　内藤のおっさんにミカさんとも話して宿屋の場所決めを考えてもらう。一応国営なので、大きめにとってもらうか。風呂を作るスペースも必要だし。あとで部屋を用意するから城へ来てくれるように伝えて、ミカさんたちと別れた。

　城へ向かう街道を散歩がてら歩いていると、向こうから小さい自転車に乗った子供の兄妹きようだいが走って来る。

「あ、へいかー！　こんにちわー！」

「こんにちわー！　へいかー！」

「はい、こんにちは」

　挨拶をしながら、そのまま子供たちは僕の横を駆かけ抜けていく。元気だなー。自転車を気に入ってもらえて何よりだ。無む邪じや気きなあの子らも忍びの一族とは信じられないけど。

　子供たちの後ろ姿を見送ってまた歩きだそうとすると、前から今度は見知った少女が手に何かを持って駆けてきた。

「冬夜様！」

「あれ、ルー。どうしたの？」

　小走りに駆けてきたルーは息を弾はずませて、手に持ったものを僕に差し出した。二段の重箱と水すい筒とう、か？

「お弁当ですわ。お昼にお帰りにならなかったので……」

「ああ……そういや、まだだった」

　弁当を受け取って街道から外れ、木こ蔭かげの下に【ストレージ】から椅い子すとテーブルを出した。

　受け取った弁当を広げると、ご飯に肉野菜炒いため、きんぴらごぼうに肉じゃが、卵焼きに煮に魚ざかなと、バラエティに富んだおかずが並んでいた。いささか形が崩くずれてはいたが。

「あれ？　これってクレアさんの作ったのじゃないのかな？」

「あ、はい。そのう……私わたくしが作りました。クレアさんが冬夜様はイーシェンの料理が好きだと言ってましたので、椿さんにも教えていただいて……初めてでしたので幾いく分ぶんか不ぶ恰かつ好こうですけれど……」

「へえ」

　初めてでこれだけ作れれば充分じゃないかな。箸はしを使って肉じゃがを食べてみる。うん、普通に美味うまい。

「美味おいしいよ。初めてとは思えない」

「そうですか！　よかったですわ！」

　嬉しさをはち切れんばかりに表すルー。オーバーだなあ。けっこう感情表現が豊かだよな、この子。そんなとこも可愛かわいいと思うけど。ユミナもルーも普ふ段だんはやっぱりお姫ひめ様さまって感じで凛りんとしてるから、こういう部分が見えると年相応な感じがして、微笑ほほえましく思う。

「……どうかしましたか？」

「ん、いや。可愛いなと思って」

「ふえっ!?」

　いかん、本音が出た。みるみる間に顔を真っ赤にしたルーをあまり見ないようにして、弁当を食べ進める。なんとなく照れくさい。しかし美味いな。この肉じゃがとか、かなり好みの味だ。

「あ、あの、冬夜様、は、お嫌いな食べ物とか、ございますか？」

「いや？　特にないけど。ああ、ものすごく辛からいものとかはダメだけど」

　エルゼの激げき辛からチキンはひどかった……。アレを平気で食べられる者は本人以外いまい。

「では好きなものは？」

「うーん、やっぱり和食……イーシェンの食べ物かな。ご飯に合うものならなんでも好きだけど……あ、この肉じゃがはすごく好きな味だよ。最高」

「あ、ありがとうございましゅ……」

　料理を褒めると、おさまっていた顔がまた赤くなった。忙いそがしいな。

「昔からお料理には興味があったのですが、城ではさせてもらえなかったので……冬夜様と出会ってから毎日が楽しくて仕方ありませんわ」

　そりゃなあ、お姫様だし。料理なんかさせるわけないよな。

　にしてももったいないよな、こんな才能を放っておくなんて。

　弁当を食べ終わって、椅子とテーブルを【ストレージ】に片付けると、連れ立って城への帰り道を歩き始めた。

　横を歩くルーがちらちらとこちらを見ながら、手を伸ばしては引っ込め、手を伸ばしては引っ込めを繰くり返かえしているので、僕から手を伸ばしてその小さな手を握にぎった。

　彼かの女じよは驚きながらもぎゅっと握り返してくれる。

「えへへ」

　照れくさそうに笑うルーと手をつないで城へと帰る。はたから見たら兄妹にしか見えないんだろうなあ。まあ、急ぐこともない。そのうち恋こい人びととか、夫ふう婦ふのように見えるときが来るだろう。
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　僕らはこの国でずっと暮らしていくんだから。







　　　　　◇　◇　◇







　ザナックさんの服飾店や、『銀月』ブリュンヒルド支店も建築が始まり、いよいよもってここらも商店街のようになってきた。まだまだ物資は足りないけれど、そこらへんは僕らがなんとかカバーしている。

　幸い、国民が少ないので食糧事情はさほど心配ない。森に入れば山菜や木の実、山やま芋いもなどが採れるし、猪や兎うさぎなどの獣もいる。川にも魚がたくさんいるし、ベルファストとレグルスの両陛下が言った通り、確かにここは肥ひ沃よくな土地らしい。まあ、だからこそ魔ま獣じゆうが蔓延はびこっていたのだろうけど。

　まあ、国作りは概おおむね順調だと言える。そんなとき、椿つばきさんがある情報を持ってきた。

「帝国の北、極ごつ寒かんの凍とう土どが広がるエルフラウ王国に陛下のおっしゃる転てん送そう陣じんらしきものがあると耳にしました」

　なんと。エルフラウからこちらへやってきた旅たび商しよう人にんから得た情報らしい。なんでも氷の中に閉ざされた洞どう窟くつに、誰だれも入ることのできない不思議な円えん筒とう型の物体があるとか。なるほど、砂さ漠ばくの遺い跡せきと同じか。形は違ちがうみたいだが。

　あの博士も統一しといてくれれば、検けん索さく魔ま法ほうで探しやすかったのに。「転送陣」とかの検索ワードで探せたのにな。毎回外側の形が変わったのでは遺跡としか認にん識しきしようがない。本当に嫌いやがらせなんじゃないかと邪じや推すいしたくなる。

　まあまだその洞窟の中のモノが転送陣だと決まったわけじゃないけど。

　しかし、よくわかったなあ。さすが忍者。情報収集はお手の物ってことかね。

「コれでマスターの愛あい玩がん人形がまた増エるわけでスね」

「……お前みたいなのがまた増えるかと思うと、それだけが憂ゆう鬱うつだよ」

　しれっとつぶやくシェスカに苦々しい感情をこめて切り返す。

　思うんだがやっぱりこいつらの性格って、博士の人格を切り取って作られてる気がするなあ。モノ作りの姿勢とかはロゼッタとかに強く出てる気がするし。エロジョークはシェスカにな。

　とりあえずマップを表示し、椿さんが話を聞いた場所を教えてもらう。……遠いな。北も北、最果てに近いじゃないか。寒いんだろうなあ。

「ロゼッタとシェスカはバビロンで先行してくれ。寒かったら『庭園』の家に入っておけよ？」

「ご心配なく。バビロンでは適温に保たれる障しよう壁へきが展開しておりますので、暑さ寒さもへっちゃらでありまス」

　そういや砂漠に行ったときもあんまり暑くなかった。広こう範はん囲いでのエアコン機能か。便利だな。

　よく考えたら庭園の植物たちには必要な機能なのかもしれない。暑さ寒さに弱い種もいるかもしれないし。

　シェスカとロゼッタを送り出したあと、転送陣が見つかったことをリーンに告げたら飛び上がって喜んだ。正直教えなくてもよかったんだが、教えないとあとが怖こわいからな。

　極寒地帯に行くということで、みんな準備をしに部屋へ戻もどった。僕ぼくはこのコートがあるから問題ない。なにせ、耐たい寒かん、耐たい熱ねつ、耐たい刃じん、耐撃、耐たい魔まの効果付ふ与よがあるからね。砂漠でもそれほど暑くなかったし、大だい丈じよう夫ぶだろ。

　今回琥こ珀はくは連れていくが、珊さん瑚ごと黒こく曜ようは留守番していると申し出た。

『私らは寒さに弱いのよう。動けないことはないけど、ちょっと遠えん慮りよしたいわねぇ』

　なるほど。蛇へびと亀かめだからわからんでもないな。不便だねえ。人間はそこまで苦手じゃないからよかったよ。










　……甘あまかった。極寒地帯を舐なめてました。なんじゃこの寒さは。このコートの耐寒機能効果出てんのか!?

　エルフラウの地に降り立った僕は、降り積もった雪の中であまりの寒さに震えていた。マイナス何度だよ、これ。なのに他のみんなは平然とした顔をして辺りを見回している。どういうこと!?

「な、なんで君ら平気な顔してるワケ？　さ、寒くないの？」

「温暖魔法を使ってるからね。あなた以外は普通に常温状態よ」

　リーンがそんなネタばらしをしてきた。なにそれずるい。僕だけ仲間外れかよ！

「防寒はバッチリって、あなた言ってたじゃないの」

　言ってましたけど！　ごめんなさい、過信してました！　だから僕にもその魔法プリーズ！

「【熱よ来たれ、温ぬくもりの防ぼう壁へき、ウォーミング】」

　リーンの魔法の光が僕の身体からだを包つつんでいく。おお、寒さが和やわらいだ。

　試ためしに降り積もっている雪を手に取ってみたが、あんまり冷たくない。雪が急激に溶けることもなかった。どうやらこの魔法は体温を上げる魔法ではなく、寒さから身を守るバリアみたいな役割をしているのかもしれない。

　寒さが落ち着いたところで辺りを見回してみる。針葉樹林で覆おおわれた山腹に大きな氷穴が広がっていた。氷で覆われた洞窟がどこまでも地下に続いている。この中に例の遺跡とやらがあるらしい。

　洞窟に足を踏ふみ入いれる。【ウォーミング】が効いているのに、ゾクリとした寒気が背中を突き抜けた気がした。【ライト】の魔法で中を照らし、少しずつ進んでいく。

「滑すべるから気をつけて。足元に注意してゆっくりと……」

　みんなに注意喚かん起きしようと振ふり向むいた瞬しゆん間かん、氷に足をとられて転倒した。痛いったあ。いつも敵にスリップをかけている呪のろいだろうか。

「なにやってんのよ、冬夜」

「大丈夫でござるか、冬夜殿」

　エルゼと八重の差さし伸べた手を取って立ち上がる。絶対に滑らない靴くつとかあればなあ。スリップの逆の魔法があれば氷でも滑らないですむのかな？

　そんな状態なのにポーラが軽い足取りで氷穴を跳ねながら下っていく。当然足を滑らせ、面白いように転がり落ちていった。なにやってんだ、あいつは。

　それを見た僕らは洞窟をさらに注意して下っていく。何回か滑りそうになったが、なんとか転ばずに下層まで辿たどり着ついた。

「……高いですね」

　リンゼが上を見上げてつぶやく。氷穴の中は高く広い洞窟になっていて、何本もの氷ひよう柱ちゆうが天てん井じようと地面を繋つないでいた。洞窟の奥の方は暗く、なにがあるのかわからない。

【ライト】を先行させ、琥珀が先導する。琥珀なら臭においや音でなにかいても気付くだろうしな。

『主あるじ。前方になにかあります。例の遺跡と思われますが、これはちと面めん倒どうなことになっているようで……』

　ん？　遺跡があったのか。琥珀は夜目もきくからな。もう見えているんだろう。でも面倒なことってどういうことだ？

　足元に気をつけて歩を進め、琥珀の言っていた意味がわかった。黒光りする円筒型の大きな物体が、途と轍てつもなく分厚い氷で覆われている。なんだこりゃ、永久氷ひよう壁へきか？

　洞窟に現れた氷の壁かべ。その中に透すけて黒い円えん筒とう状じようの遺跡が見える。

「カチンコチンだな……。砕くだけるのか、これ……？」

　ブリュンヒルドの弾だん丸がんを氷の根元に撃うち込んでみたが、容易たやすく弾はじかれた。あかん。これはフレイズ並みに硬かたいぞ。

「リーン……これ、魔法で溶かせないかな」

「うーん、やってみるけど……」

　リーンの手の先から火か炎えん放射器のように炎ほのおが吹ふき出したが、氷が溶けることはなかった。どういうことだ？

「やっぱりダメね。この氷は普通の氷じゃない。魔ま氷ひようよ」

「まひょう？」

「天然の魔素が蓄ちく積せきされてできた氷。半端な力じゃ砕けないし、魔法の炎でも簡単には溶けないわ」

　うぬう。【グラビティ】で潰つぶせるかなと思ったけど、それでは中の遺跡まで潰しそうだし、【ゲート】で氷だけ転移させようにも、他のところとくっついてしまってるしなあ。

　やはり溶かすのが一番か？　いや、高熱で溶かしすぎるとこの洞窟自体が崩ほう落らくしかねないよな。となると、どうするか。

「うーん、なにかいい方法はないかなあ」

　氷壁に手を触ふれてみる。ひんやりと冷たい。だが、これでも【ウォーミング】の効果で和らいでいるのだろう、本当なら肌はだが凍こおりつく冷たさだと思われる。

「すぐそこにあるのにな」

「トンネルでも掘ほれればあっさりと辿り着くんですけどね……」

「トンネル……？　あ！」

　ユミナのつぶやきが、僕の頭に閃ひらめくものを与あたえた。掌てのひらに魔力を込める。そうかそうか、その手があったか。

「【モデリング】」

　ぐにょん、と氷が歪ゆがみ、僕の正面の壁が凹へこむ。代わりにその周りが飛び出して、まるでトンネルのようになった。

　溶けない、砕けない。なら変形させてしまえばいい。取り除くことが目的ではないのだから。イーシェンで馬場の爺じいさんたちを牢ろう屋やから出したときと同じ要領だ。

　僕はどんどんと魔氷を変形させて進んでいく。やがて正面の円筒状の物体が氷の中から姿を現した。

「さて、これがバビロンへの転送陣なのかどうか……」

「大きいですわねえ」

　ルーの言う通り、円筒状の遺跡の大きさは直径六、七メートル、高さ三メートルといったところか。ツナ缶かんみたいな形をしているな。

【モデリング】で氷を変形させながら周囲をぐるっと回ってみたが、どこにも入り口がない。扉とびらのようなモノもないし、砂漠のときのような、触れるとすり抜けるようなところもない。

　んんー？　どういうことだ？

　ふと形からツナ缶を思い出して、その缶が開くところが浮うかんだ。上、か？

　氷を階段状に変形させて、滑り落おちないように注意しながら上っていく。みんなには下で待ってもらうことにした。

　遺跡の上には何もなかったが、ただ一点、中央に直径一メートルほどのくぼみがあった。ひょっとしてこれか？　恐おそる恐る足を伸ばしてみると、すり抜けた。やはりここが入り口らしい。全属性持ちしか通さない、あの不思議な壁だ。

「入り口を見つけた。これから入ってみる。みんなは少し待機していてくれ。何かあったら琥珀に連れん絡らくするから」

　下にいるみんなにそう告げてから、覚かく悟ごを決めてくぼみの上に身を躍おどらせる。するっと天井を突き抜け、内部へと着地した。薄うすぼんやりとした明かりと、六つの石柱に転送陣。やっぱりバビロンの遺跡だったか。

　それぞれの石柱に各属性の魔力を流していく。六つの魔力をすべて流すと、転送陣が淡あわい光を放ち始めた。その中央へと立ち、最後の無属性の魔力を流す。眩まばゆい光こう彩さい陸りく離りの光と共に僕は転送された。







　　　　　◇　◇　◇







　目の前に広がるのは、相変わらずのバビロンの風景。美しい木々と抜けるような青空。流れる水路に青々と茂しげる芝しば生ふ。どうやら無事に転送されたらしいな。

　さて、ここが『図書館』か『格納庫』だと嬉しいんだが。ああ、『蔵くら』でもいいぞ、いろんな厄やつ介かいごとを増やしてくれたお礼をこめてお仕置きするから。

　辺りを散策していると木々の間から、ある建物が見えてきた。高さは三階建てくらい。ステンドグラスのような窓がはめ込まれていて、一見教会のようにも見える。当たり前だが、屋根に十じゆう字じ架かなんかはない。

　煉れん瓦が造りのような壁に、赤い屋根。その横には八角形のトンガリ帽ぼう子しのような形をした塔とうが伸びていた。

「バビロンの施設には違いないと思うけど……」

「その通りでスの。ようこそ我わが『錬れん金きん棟とう』へ」

　突とつ然ぜん声をかけられて振り向くと、そこには金色の瞳ひとみに白はく皙せきの肌、サラリとしたピンク色の髪かみをサイドテールにした少女が立っていた。歳としはシェスカよりも上に見える。

　お決まりの黒い上着に胸むな元もとには大きな薄うす紅べに色いろのリボン。白のスカートに黒いタイツと、出会ったときのシェスカたちとさほど変わらない服を着ていた。違うところがひとつだけあるとすれば、リボンの下の膨ふくらみが比べものにならないくらいその存在を主張していることか。……セシルさんクラスだよな、アレ……。

「私はここ『錬金棟』を管理する端たん末まつ、ベルフローラでスの。フローラ、とお呼び下さいでスの」

「ベルフローラ」なら「ベル」でいいと思うんだが……。そういやシェスカもフルネームはフランシェスカだったな。あれか？　古代文明時代は名前の後ろを呼ぶような習慣があったのだろうか。

　それにしても『錬金棟』か。またもや狙ねらいとは違ったわけだ。

「ここへやって来たといウことは、貴方あなたは博士と同じ全属性持ちでスの。ですが、『錬金棟』の使用許可は『適合者』にしか与えることはできませン」

「知ってる。ちなみに『庭園』と『工こう房ぼう』の管理人には認めてもらっているよ」

「『庭園』と『工房』……シェスカとロゼッタでスの？　まあまあ、四九〇七年ぶりでスの。お懐なつかしい」

　両手を胸の前で打ち合わせ、喜びの表情を浮かべるフローラ。揺ゆれた。今ちょっと揺れた。

　視線がチラチラとそちらに向いてしまうのは、何かの魔法を使われているからに違いない。そうだ。そうに決まってるさ。かなり強力な魔法だね！

「二人が認めたのなら『適合者』の資格は充分お有りだと思いまスの。でも一応、私も判断させてもらいまスの」

　判断？　そういやシェスカもロゼッタも……って、この流れはマズい！

　しかし時すでに遅おそく、そう思ったときには僕の両手をフローラががっしりと掴つかんで、自分の双そう球きゆうに押し当あてていた。




　むにょん。




　柔やわらかい感かん触しよくが掌に伝わる。それでいて弾だん力りよくがあり、張りがあるってのはどういうことなのか。いきなりのフローラの行動に反射的に指に力が入ってしまう。不ふ可か抗こう力りよく、不可抗力なんです！　揉もんだようになったのもたまたまなんです！

「あん、でスの……」

　艶つやっぽい声を出したフローラを見て、我に返った僕はバッと手を離はなした。なんてことをするんだ、この子は！

「な、な、なあっ!?」

　いかん、言葉になってない。落ち着け、落ち着くんだ自分！

「うふふ。合格でスの。ここで野や獣じゆう化かするような方なら資格ナシとしましたの」

　なんだその判断！　こいつらのやってることって逆セクハラですよね!?　訴うつたえないけどさあ！

　そのままフローラは胸元のリボンをしゅるしゅると外し、上着のボタンを外し始めた。ちょ、なにしてんの!?

「次は生肌で触さわってもらいまスの。それでも野獣化しなければ……」







[image: ]







　ぶるぶるん、ゆさり、とブラウスの中から飛び出してきたソレに、一いつ瞬しゆん目を疑った。生っ!?

　思わず視線を逸そらす。なんで……なんでノーブラなんだよ!?

「ちょ、しまって！　わかったから！　野獣化しないから！」

「そうでスの？　せっかくですし、好きに揉んでいただいテも……」

「けっこうですから！　間に合ってますから！」

　何をもって間に合ってるのかわからんが。口からでまかせというか、動どう揺ようしてるんですよ！

　ちくしょう、あの博士の笑い声が聞こえる！　タイムマシンがあったら絶対シバきに行ったるぞ！

「……挟めまスのよ？」

「いいからしまえよう！」

　半分逆ギレして怒ど鳴なり返す。やっぱりこいつもあの変態博士の性格を切り取った分身だ。まともじゃない。

「貴方を適合者として相応ふさわしいと認め、これより機体ナンバー21、個体名『ベルフローラ』は、貴方に譲じよう渡とされまスの。末長くよろしくお願いいたしまスの、マスター」

　胸元をきちんと戻してにこやかに微笑むフローラ。

　はあ……やっぱり厄介なのがまた増えた。そんなことを考えていると不意に顔を掴まれ、強ごう引いんに唇くちびるを奪うばわれた。しまった！　コレがあった！

「うぐう！」

　シェスカたちの時と同じように、にゅるりと舌が侵しん入にゆうしてくる。うあ、拒こばめない！　なんでこいつらこんなに力が強いんだよ！　ひとしきり僕の口こう腔くう内ないを蹂じゆう躙りんしたあと、フローラの唇が離れた。

「登録完かん了りよう。マスターの遺伝子を記き憶おくしましたでスの。これより『錬金棟』の所有者はマスターに移い譲じようされまスの」

　僕はフローラの声をぐったりしながら聞いていた。これさ……男女逆だったらとんでもないことだよ……？










「『錬金棟』は異なる物質や魔ま法ほうを掛かけ合あわせて、新たなモノを生み出す施設でスの。主に薬品や食品、合成素材などが作れまスの」

　錬金棟へ向かうフローラの説明を聞きながら、要は【エンチャント】の親分みたいなものかと考える。以前、『銀月』の温泉に【リカバリー】を付与したが、あのようなものだろうか。

「ちなみにどんなものが作れるんだ？」

「傷を治すポーションなんかが手ごろでスの。また、実を多くつける品種と疫えき病びように強い品種などを掛け合わせて、両方の特性を備えた植物なんかも作れまスのよ？」

　ほほう？　それは使えそうだ。ブリュンヒルドの農業革命になるかもしれない。

「医い療りよう施し設せつとしての機能も備えてまスので、腕うで一本、足一本くらいなら再生することもできまスの」

　バイオテクノロジーというか、生物関係の魔法施設なのかな。そういや酒とか醤しよう油ゆ、納なつ豆とう、味み噌そ、ヨーグルトなんかの発はつ酵こうとかもいわばバイオテクノロジーと同じなんだっけか。品種改良とかいうと、遺伝子組み換かえなんかが頭に浮かぶけど。

　まさかクローンとか、ホムンクルスなんかも作れるとか……。

　待てよ、そもそも目の前にいるフローラだっていわゆる人造人間だよな。ひょっとしてこいつらの生み出だされた過程って……。

　いかん、あまり考えないようにしよう。

「例えばリンゴとミカンを掛け合わせて別の果物を作ったりできるのか？」

「できまスの。リンゴ味のミカンもできまスし、その逆もできまスの。二つの味を合わせたものも作れまスのよ」

　すごいな、もう遺伝子とか関係ないんだな。ひょっとしてニンニクと米の苗なえを掛け合わせたらガーリックライスの米ができるとか？　使い方次し第だいではとんでもない施設だな……。錬れん金きん術じゆつというよりは合成魔法だ。まったく科学的じゃない。

「ほとんど魔法で調整しまスが、種子からになりまスので、育てるのはやはり人の手を使いまスの。あと、味も育て方によって違うようになりまスのよ？」

　まあ、そうか。生まれてくるのはまだこの世にない品種だ。きちんと育つかは実際に育ててみないとわからないだろう。こりゃ実験農場が必要になるかもしれないな。

　フローラの説明を聞きながら、錬金棟の中へと足を踏み入れる。大小様々なガラスでできた円えん筒とう形けいの器うつわが壁にズラリと並び、反対側には小さい引き出しのようなものがこちらもズラリと並んでいた。

　コントロールパネルのようなものが中央にあり、その先にはさらに何本かの大きな円筒形のガラスケースがあった。これってあれだ、ＳＦ映画とかに出てくる冷れい凍とうカプセルに似てる。治ち療りようカプセルだろうか。

「こちらの棚たなには様々な薬品が取とり揃そろえてありまスの。博士が作った薬も何点かありまスのよ」

「へえ。まともな研究もしてたんだな」

「媚び薬やく、催さい淫いん薬やく、興こう奮ふん剤ざい、精せい力りよく剤ざい、滋じ養よう強きよう壮そう薬やく、発情薬、性欲増ぞう強きよう剤ざいとかでスの。副作用無しの安全な製品で……」

「感心した僕が馬ば鹿かだった！」

　どんだけ欲望にまっしぐらなんだよ！　安全ってのは評価すべきところなんだろうけどさ！

「効果はものすごいんでスのよ？　それはもう天にも昇のぼる心地ここちとか。私は試したことがありませんけれど。マスターがよろシければ私と、」

「いろんな意味で命が惜おしいから断る！」

　冗談じゃない。本当に安全なのか、それ。疑わしくなってきた。まあ使わないからいいけど。……使わない、と思う。

「博士が作った普ふ通つうの薬はないのか？」

「ないでスの」

　キッパリ言いやがった。ダメだこの施し設せつ。欲望の渦うず巻まく万ばん魔ま殿でんじゃんかよ。果たしてここに僕の大事なお嫁よめさんたちを連れてきていいものだろうか……。

『錬金棟』を出て、風に当たりながらそんなことを考えた。まあ、呼ぶしかないけどさ……。










「『錬金棟』……ブリュンヒルド公国としては活用できそうな施設よね……」

　ため息をつきながらリーンがそうつぶやく。そんな露ろ骨こつに落らく胆たんせんでも。

　みんなを呼び寄せてから、バビロンへ合流すべく『錬金棟』はブリュンヒルドへと向かっている。

「あの……私、何かしまシたの？」

「ああ、気にすんな」

　困ったような顔をしてフローラがこちらを窺うかがう。『図書館』が見つかるまで毎回落ち込まれてもこっちも困るんだがな。沈しずむリーンを横に、フローラへとみんなの視線が集まる。

「で、あなたが『錬金棟』の管理人さんですか……」

「フローラとお呼び下さいでスの」

「おっき……！」

　ユミナとルーの二人は挨拶をするフローラ本人より、揺れているその二つの水すい蜜みつ桃とうに釘くぎ付づけだった。

「くっ……なんて存在感なの……？」

「勝てない。さすがに……これは勝てない……」

　双ふた子ご姉妹も何やら慄おののいている。平然としているのは八重とリーンだけだ。八重はフローラに近いモノを持ってるし、リーンは達観している感じがする。

　そんなに気にするものなのかな……。いや、男ならそれに目がいくのはわからんでもないけどさ。自分的には大きかろうと小さかろうとあんまり関係ないと思うんだが。確かに目は引いてしまうと思うけど。

「冬夜様も大きい方がお好みで……？」

　ルーが泣きそうな顔でこちらを見てくる。いやいやいや、フローラのが大きいのは僕の好みと関係ないから！　そりゃあつい目は向けてしまうけど、基本、気にしない派です。

「だ、大丈夫でござるよ、ルー殿どのもユミナ殿もまだまだこれから。拙せつ者しやもお二人と同じ頃ころにこう、どーんと」

　八重のフォローに希望を見み出いだし、キラキラした瞳になるユミナとルーに対し、絶望したようにどんよりとした目になるエルゼ・リンゼ姉妹。

「……揉んであげたら？」

「ばっ……！　そんなことできるわけないだろ！」

　リーンのボソッとつぶやいた言葉に過か剰じように反応してしまう。なに言ってんのかな、この妖よう精せいさんは!?

　ふと周りを見ると、聞こえていたのかフローラ以外のみんなが顔を赤くして視線を泳がせていた。それを見ていたフローラがニンマリと嫌な笑えみを浮かべる。え？

「私はさっきマスターに揉んでいただいたでスの」

　余計なことを！　言わんでもいいだろ、それはー！

　リーン以外のみんなが、バッと顔をこちらに向ける。それに追い打ちをかけるように、フローラはさらに口を開く。実に楽しそうな笑顔で。

「キスもされまシたの」

　うああ！　確信犯だこの野や郎ろう！　この状じよう況きようを楽しんでやがる！　だいたいされたのはこっちの方だっての！　フローラの浮かべた微笑みに変態博士の面おも影かげが見えた。

「冬夜さん、ちょっとお話があります」

　笑顔を向けてくるユミナだが、目が笑ってない。他ほかのみんなも似たり寄ったりだ。だから誤解です！　僕は無実だ！

　それからかなりの間正座させられ、五人からいろいろと説教をされた。理り不ふ尽じんだ。だからバビロンを探すのは嫌だったんだよ……。

　げんなりしている僕の肩かたを、ポンポンと励はげますように叩たたいてくれるポーラの優やさしさが心に沁しみた……。







　　　　　◇　◇　◇







『錬金棟』をブリュンヒルド上空で『庭園』と『工房』にドッキングさせた。もうここまできたらちょっとした城並みの広さだな。建物がほとんどないけど。

　シェスカはメイド服、ロゼッタは作業着とそれぞれ好きな服に着き替がえていたが、フローラの選んだ服はナース服だった。なんでそのチョイスなんだよ。いや、『錬金棟』は医い療りよう関連にも関かかわってくるから無関係じゃないのかもしれないけど。

　だけど丈たけの短い淡いピンクのナース服に白いストッキング、ガーターベルトというのはやり過ぎな気がする。まるでコスプレナースだ。おまけに胸だけがパッツンパッツンで強調され過ぎてやしないか？　正直、目のやり場に困る。

　医療知識と技術もある程度持ちあわせているというので、とりあえず医務室のようなところを城の中に用意させた。僕がいれば魔法で治せるけど、いざという時のためにね。

『錬金棟』でとりあえず作ったのは新種の稲いねだ。イーシェンから持ってきた稲の苗に改良を施ほどこし、疫病に強く、実が多くつくようにしてみた。それを国の東部に作った実験水田に植えてとりあえず育てている。うまく育つといいが。

　街かい道どうの街並みも少しずつだが充じゆう実じつしつつある。内ない藤とうのおっさんが頑がん張ばってくれているからな。なかなかいい感じだ。

『銀月』のブリュンヒルド支店も無事オープンして、旅人には憩いこいの宿に、国民には疲つかれを癒いやす銭湯として、かなりの盛せい況きようぶりだ。ミカさんも多くの従業員（ほとんどが元・武田忍しのびだったが）を抱かかえて、商売にかかりきりといった感じである。

「なかなか順調にブリュンヒルドは発展してきておるようだな、っと……」

　タン。

「まあ、冬夜殿の作る国だ。心配はしておらんかったが……」

　タン。

「おっと獣じゆう王おう陛下、それポン。んーと」

　タン。

「ふっふっふ。鳴いて飛び出る当たり牌はいっと。皇王、当たりだ。タンヤオ・ピンフ・イーペーコーの三九〇〇」

　あ、リーフリース皇王陛下がレグルス皇こう帝てい陛下に振り込こんだ。っていうかこの人たちなにやってるの？

　ブリュンヒルド城の遊技場。麻マー雀ジヤン卓たくを囲んで西方諸国の王が勢ぞろいしていた。僕は違うぞ。雀卓を囲んではいない。

「あの、それで今日はなんの集まりで……？」

「ん？　いや別に。みんなで麻雀をしたかっただけだが」

　ベルファスト国王陛下がさらりと答える。エー、そんな理由？

　わざわざ【ゲート】で迎むかえに行ってみれば……。もうちょっと危機管理というものをだね。

　ジャラジャラと牌を卓の中央へと落とし、全自動で次の牌が卓上にせり上がってくる。ちゃっちゃっちゃっ、と手て際ぎわ良よく牌を取っていき、次の勝負になだれ込む流れだ。手慣れた感じになってきたな……。

「ま、ちょっとした情報交こう換かんくらいはしてるがの」

　笑いながら皇帝陛下が牌を捨てる。仲が良いのは結構だけど、なんか心配になってくるな。国政怠なまけて麻雀やってるんなら問題あるぞ。

「情報交換というと？」

「そうだな、最近だとやはりラミッシュ教国か」

　牌を揃えながらベルファスト国王陛下がつぶやく。ラミッシュ教国？　レグルスの南東にある国だっけ。ミスミドにも近いんだよな。間にあるガウの大河を渡れば辿り着く。さらに河を下ればベルファストまでも行けたはずだ。

「そのラミッシュ教国がなにか？」

「教国の首都イスラでな、吸きゆう血けつ鬼きが出るんだそうだ」

「吸血鬼？」

　そりゃまた胡う散さん臭くさい話だ。いや、待てよ。僕が知らないだけで、「吸血鬼」って種族はこの世界に普通にいるのか？　ちら、と獣王陛下を見やる。獣人がいるくらいだしなあ。

「噂うわさでは夜な夜な犠ぎ牲せい者しやが出ているそうでな。全身の血を抜ぬかれたのか干ひからびた遺体が見つかるらしい」

　おっかないな。猟りよう奇き殺人事件かよ。

「それで吸血鬼……ヴァンパイア族の仕し業わざじゃないかと噂になっているわけだ」

　僕に語りながら皇王が牌を切る。ヴァンパイア族。どうやら吸血鬼ってのは単なる名めい称しようではなく、ちゃんとした種族らしいな。確かミスミドにも水すい棲せい族ぞくって人魚のような種族がいるらしいし、いろんな種族がいるんだなあ、この世界。

「事件が起きたのがラミッシュってのが面倒だな。あそこは光の神・ラルスの信しん仰こう国こくだ。闇やみに属する者への敵てき愾がい心しんはとんでもないからな。なんでも属性に闇やみ魔ま法ほうの適性があっただけでも、白い目で見られるってくらいだ」

　獣王が苦い顔をして牌を切る。何だそりゃ。それはもう信仰を通とおり越こして狂きよう信しん的てきな感じがするな。

「光の神・ラルスって何です？」

「ん？　ああ、冬夜殿は知らんのか。ラミッシュ建国にまつわる話でな、千年ほど前、ラミッシュの地は魔ま獣じゆうや死し霊りよう、魔物の暮らす地だったらしい。そこを訪おとずれた光の神官が光の神・ラルスを呼び出し、その地を浄じよう化かしたという。そしてその地に光の神を崇あがめ、教えを広める国、ラミッシュ教国が建国された……という話だ」

　ベルファスト国王が説明してくれたが、僕は首をひねる。光の神ねえ。一応、僕の知り合いには二人神様がいますけども。恋れん愛あい神しんは違うとして、世界神であるあの神様のことだろうか。あまりイメージがないんだが。

　それに神様はあまり地上に関わってはいけないみたいだったし。あの神様は管理する世界がたくさんあるみたいだから、いちいち口を挟はさんでこないような気もするけど。

　電話で聞いてみてもいいんだが、どうでもいいっちゃどうでもいいしな。それぐらいで電話するのはさすがに気が引ける。神様だし。

「あの国は付き合いづらくてな。なんでも教義ありき、だからの。全すべて『光と正義の名の下に』では、堅かた苦くるしいだけだわい。特にあの教皇は苦手でのう」

「ああ、ワシも苦手だ。あの教皇様は説教くさくていけねえ。キツイんだよなあ、あの婆ばあさん。悪気はねえんだろうけど」

　苦く笑しようしながら皇帝と獣王が顔を見合わせる。教皇？

「すいません、教皇ってのは？」

「ラミッシュ教国ってのは王家が世せ襲しゆう制せいの国じゃなくてな、高位司祭の中から最高位の教皇が選ばれるんだ。任期は死ぬか自ら退位するまで。で、現在ラミッシュの最高位にいる教皇こそが、エリアス・オルトラ。女教皇だ。確かこの間、即そく位い二十周年だったと思うから六十は超えてるがな……っと」

　タンッと、卓上にリーフリース皇王が牌を捨てる。

「皇王、それロン。ピンフ、ドラ二。三九〇〇」

「またか!?」

　リーフリース皇王陛下がレグルス皇帝陛下にまた振り込んだ。それを見て獣王陛下が天を仰あおぐ。

「あー、チンイツまでもう少しだったのに……さっきから安い手で上がってばかりだな、皇帝陛下？」

「これも勝ち方のひとつよ。一回に大きく勝たんでも、結果勝っていれば良いのさ」

　獣王のぼやきに皇帝が返す。まあ、それも麻雀の醍だい醐ご味みのひとつだけどさ。打ち方でなんとなくその人の考え方ってのがわかるのも醍醐味だな。牌を卓上中央に落としながらベルファスト国王が口を開く。

「もともとヴァンパイア族自体が魔族と言われる部類の少数の一族だ。存在自体は珍めずらしくないが、ラミッシュでそんなことをすればどうなるかぐらいわかっていると思う。どうもきな臭くさい。なんか噛かみ合ってないような不自然さを感じる」

　確かに自殺行こう為いというか。だけどまだ解決してないってことは、まんまと逃にげられているってわけで。うーん、確かに変な事件だけど……。

「ま、こっちに飛び火しなけりゃ別に構わないんだけどな。ヴァンパイアだって一族全員が罪を犯おかしたわけじゃない。ヴァンパイアってだけで虐しいたげるなら、ワシはヴァンパイアの味方をするぞ」

　獣王陛下が腕を組んでむふーっと息を吐はいた。獣人が差別されている地域もまだ多いらしいからな……。種族や生まれで差別や非難されるのは納なつ得とくがいかない。闇の者であるというだけで邪じや悪あくと決めつけるのは、偏かたよった正義だと思う。

　ラミッシュ教国ねぇ……。

　あんまり関わり合いになりたいとは思わないかな。神は信じているし、僕ぼくほど感謝している人間はいないと思うけど、宗教には関心がないんでね。

　結局、麻雀はリーフリース皇王が一人負けして、レグルス皇帝がトップで上がった。四人の王様はまた来月の再戦を約束して、それぞれの国へと帰っていった。

　え、来月もやるの？　これ。







第三章　神様が見てる







「あー、また負けたー！」

「へーか、つぎ俺おれ！　俺の番！」

　街道の隅すみで子供たちの笑い声が上がる。

　対戦相手の子が飛ばされた鉄製の小さなコマを拾い上げた。子供たちの遊び道具として作ってやったベーゴマである。

　遊び方を教えてやると、子供たちはあっという間に回し方を修得した。桶おけに布を張った戦場で、熱い戦いを繰くり広ひろげている。

　当然というか僕が一番強く、いつからか僕を倒たおすことが子供たちの遊びの目標になってしまった。ちなみに未いまだ無敗である。ふはは、じいちゃんに教え込まれた腕を舐なめるなよ。

「今日はここまで。ほら、みんなにひとつずつベーゴマをあげるから、今日はこれでおしまいだ」

「ほんとに!?」

「やったー！」

「俺、大きくなったらへーかの家来になるよ！」

　ベーゴマひとつで家臣になってくれるとは、なんて安上がりな。

　嬉うれしそうに去っていく子供たちを見送っていると、そこに見知った人が立っているのが見えた。

　見た目は白い髭ひげを生やした恰かつ幅ぷくのいい、にこやかな紳しん士し。しかし頭からはぴょこんと狐きつね耳みみが伸のび、太くて長い尻尾しつぽが揺れていた。

「オルバさんじゃないですか。いつこっちへ？」

「お久しぶりです、冬とう夜や殿どの。いえ、ブリュンヒルド公王陛下」

　ミスミドの交易商人、オルバさんだ。オリガさんやアルマの父親で、ウチの騎き士し、ニコラさんの伯父おじにあたる。

「いや、まさか公王陛下自らが子供たちとこんな道みち端ばたで遊んでいるとは。思わず立ち止まって拝見させていただきましたよ。しかし……」

　笑いつつもオルバさんは桶に布を張った遊ゆう戯ぎ台だいから、ベーゴマをひとつ手に取る。

「これはまた見たこともない遊び道具です。しかも造りは単純。どうですかな、これを我が商会で売り出してもかまいませんか？」

「いいですよ。別に僕が考えたものでもないし、秘密の製造技法なんてないですし。あ、できれば子供のお小こ遣づかいでも買えるような値段にしていただけると」

「ううむ。それだとひとつ買ったきりその後は売れないかもしれませんな。となると……」

　さすがに商人。損得勘かん定じようをしはじめたか。安い値段で数が売れなければ儲もうけには繋つながらない。作るだけのメリットがなければ意味がない。

　普通なら壊こわれたりすれば新しいものを買ったりするが、モノはベーゴマである。そうそう壊れたりはしない。そうだな、なら……。

「コレクション……収集する面白おもしろさ、そんな特性をつければいいんじゃないですか？　例えばいろんな色があるとか、それぞれの家か紋もんとか紋もん章しよう、ドラゴンや騎き士し団だんなどの印が彫ほられてるものがあるとか。いろんな種類を作れば集めたくなりません？」

「ッ、なるほど！　それなら一人で何個も欲ほしくなりますな！　揃えたくなる……そこにつけ込む、いや、それはいい手だ！」

　つけ込むとか。なんか人聞き悪いなあ。コレクター性を出すと際限なくなるんだけどな。ま、遊びがメインの子供たちは一個あれば充じゆう分ぶんだし、コレクションするのは大人だろうから、お金はあるだろ。

「この国は素す晴ばらしいですな。商売の種が溢あふれている。しかもまだその価値に気付いている商人があまりいないというのが、また素晴らしい！」

　うお、商人の目になってる。なんでもオルバさんのところの『ストランド商会』がウチに支店を出したいんだそうだ。その許可と、支店の下見に今回は訪れたらしい。

　ストランド商会は交易商なので、これからはいろんな国の物が手に入りやすくなるし、こちらからの輸出もお願いできる。許可しといて損はない。

　内ない藤とうのおっさんと甥おいっ子このニコラさんを呼んで、支店を出す場所の区割りと、細かい打ち合わせをしてもらう。ニコラさんは一応警護という形だが、伯父おじさんといろいろ話もあるだろうとの配はい慮りよだ。

　ベーゴマのことは自由にしてもらって構わないことにした。一応、売り上げの一割は国に納めてくれるそうだし。

　のちにこのとき僕が作ったプロトタイプのベーゴマが、貴族の間でとんでもない高値で取り引きされるとは思ってもみなかったが。
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「んーと、魔ま力りよくで硬こう度どを保ったままにできるのか。万が一、壊れてもその魔力を使って再生するようにして、と。これに外部の魔力を取り込めるように【プログラム】すれば……」

　最近、手に入れたフレイズの結けつ晶しようで武器を製作している。

　言ってみればこれは魔力を硬度に変えるアイテムだ。魔力を注そそぎ込めば注ぎ込むほどその硬かたさが上がる。おまけに刃は状じようにしたときの切断力まで魔力量で変化する。フレイズの腕わん刃じんの斬きれ味はこういうことだったわけだ。

　かなりの量、僕の魔力を注ぎ込んで水すい晶しようの硬度を上げていく。この魔力を使って硬度や切断力を上げ、再生能力などのフレイズの能力を再現するわけだ。

「ということで作ってみました。これが第一号の刀ね。名前は『透とう花か』」

「とうか……」

　鞘さやから八や重えが無む色しよく透とう明めいな刃を抜く。ガラスや水晶、氷のような透すき通った刀身だ。『工房』の外の光を受けてキラキラと光彩陸離の輝かがやきを放つ。

「一応、外部の魔力、主に大気とかから自動で吸収するようにも作ってあるから、魔力が枯こ渇かつすることはほぼ無いと思うけど。もし、斬れ味が悪くなったと思ったら魔力を注げば元に戻もどるはずだから」

　試ためし切ぎりに用意した鉄の塊かたまりに軽く刃を乗せただけで、自重によってまるで紙のように簡単に裂さいていく。恐おそろしいほどの切れ味である。

「これならあのフレイズをも斬り裂けよう。冬夜殿、ありがとうでござる」

「透花」を同じくフレイズの欠片かけらで作った水晶の鞘（表面に塗と料りようを混ぜて不ふ透とう明めいにしてある）に納め、嬉しそうに僕に微笑ほほえむ八重。そう言われると作った甲か斐いがあるってもんだな。

　そんなにこにこ顔の八重の向こうに唇を尖とがらせた顔が四つ。

「……みんなのもあるから、その顔をやめなさい」

　まず、ルーに双そう剣けん使つかいとして小剣シヨートソードを二つ。基本的には八重の「透花」と同じだ。

　ユミナとリンゼには直接的な武器ではないのだけれど、フレイズの欠片でできた水晶の弾だん丸がんを渡す。発射され、着ちやく弾だんした瞬しゆん間かんに【エクスプロージョン】による後方への爆ばく発はつでフレイズに楔くさびのように弾丸を打ち込めるようにした。

【エクスプロージョン】自体は効果がなくても、弾丸の推すい進しん剤ざいとして使う分には問題ない。しっかりと打ち込めるように先せん端たんが鋭するどくしてあり、さらに魔力でそれが増している。参考にしたのは、鉄の杭くいを炸さく薬やくなどで勢いよく打ち込む架か空くうの兵器、パイルバンカーってやつだ。

　あとはエルゼのガントレットなんだが、これこそ硬さが活いかされる武器である。

　力をいかに一点集中するかと考えてみると、拳こぶしの前にアタッチメントとして凶きよう悪あくな円えん錐すい形けいの突とつ起きをつけたものになった。一点に力を加えられるように、先端が鋭く尖った角が左右にひとつずつ。あれで殴なぐられたらどんなものでも破は壊かいできそうな気がするな……。

　普ふ段だんは手の甲こうのほうへスライドできるようになっており、拳の前面に持ってくることによって、粉ふん砕さいモードになるような仕組みになっている。

「一応、戦せん闘とう以外では危険だから、その状態にしないでおいて……」

　ゴガァンッ！

　言ってるそばから『工房』の敷しき地ちに置かれた庭石を砕くだきやがった。ああ、もう！　試したいのはわかるけど、ロゼッタが見たら泣くぞ、これ。

「すごいわね。普段より遥はるかに砕きやすいわ」

「そりゃそう作ったから……あーあ」

　砕けた庭石を見て、ロゼッタになんて言い訳するか考えていると、向こうの方で木が倒たおれる音が連続で聞こえてきた。

「なかなかの切れ味」

「すごいですわ！　こんなに太い木が大根みたいに切れますわ！」

　八重とルーが嬉しそうに刀と双剣を携たずさえてはしゃぐが、倒れた二つの大木を見て、もう言い訳は通用しないと悟さとった。

　大人しく叱しかられるかー……。ロゼッタ、ごめん。おかしいな、なんでこんなことになるかね？

　ユミナとリンゼも水すい晶しよう弾だんを銃じゆうに装そう填てんし始めたので、さすがにそれは止めた。これ以上被ひ害がいを広げるわけにはいかん。なんでか僕のお嫁さんたちは武ぶ闘とう派はが多いんですよ。まったく。

　武器の性能をとりあえず試した僕らが城へ戻ると、慌あわてた様子でラピスさんが駆かけ寄よってきた。なにかあったのかな？

「旦だん那なさ、いえ、陛下。他国より使者の方がいらしています。すぐさま正装に着替えて高こう坂さか様のところへ」

　え？　他国からの使者？　なんだろう、初めてだな、そういうの。一体どこの国からの使いだろう……？

　我わがブリュンヒルド公国も次第に国としての体てい裁さいを整えつつある。と、なると、次にくるのは外交というわけだが、あいにくとこれに関しては用意がなかった。

　ブリュンヒルド公国は東をレグルス、西をベルファストに囲まれている。言ってみれば、この二国と仲良くさえしていれば直接的な侵しん略りやくはないからである。

　だからといって、他の国と仲良くしなくてもいいというわけではない。それぞれお国の事情というものがあるし、遠回りに嫌いやがらせをされるのも皆かい無むではない。

　ただ、今まではこんなできたばかりのちっぽけな国を相手になんかしなかったというだけなのだ。西方同盟の国々は僕のことをよくわかっているので、国同士の交流があるが、全く付き合いのない国から使者が来たとなれば、正直、ちょっと慌てる。

「お初にお目にかかります、ブリュンヒルド公国公王陛下。ラミッシュ教国教皇、エリアス・オルトラの使いで参りました、ネスト・レナードと申します」

「同じくフィリス・ルギットでございます」

「ん」

　僕は謁えつ見けんの間に置かれた玉座に座すわって、短く答える。横には元・武たけ田だ四天王の高坂さんが控ひかえ、僕の方をちらりと見ていた。

　わかってますって。あまり喋しやべらないで、対応は高坂さんに任せておけばいいんでしょ？

　なにぶん、相手の意図がわからない。余計なことを言うよりか、黙だまっていた方が得策とのことである。雄ゆう弁べんは銀、沈ちん黙もくは金、ってやつかな。それにどうも僕は威い厳げんってやつが無いそうなので、舐められないようにとの配慮もあるそうだ。

「ご丁てい寧ねいな挨あい拶さつ、痛み入ります。して、ラミッシュ教国からわざわざいかなるご用件でしょうか？」

　横にいた高坂さんが口を開く。謁見の間で僕の前にかしずくネストとやらは、袖そでに金の糸で刺し繍しゆうをした派手めな白いローブを纏まとい、金色の短い髪かみをしたおっさんだ。見るからに神官とか司祭だな。歳としは四十歳を超えたくらいか。……髪がなんか変な感じがするが。

　隣となりに同じくかしずくフィリスは薄うす紫むらさきの髪をボブカットにした静かな雰ふん囲い気きの女の子だ。年ねん齢れいは僕と同じくらいか。ネストと同じような白いローブを着ている。こちらは刺繍もなく地味めだったが。

　二人ともラミッシュ教国の司祭の地位にある人たちらしい。光の神……ラルスだったっけ？　そのラルス教だかの司祭ともなれば、向こうじゃそれなりの権力者だそうだけど。

　その司祭、ネストが口を開く。

「我が教国の教皇、エリアス・オルトラはブリュンヒルド公国と深く誼よしみを結びたく思っております。ついてはこの地にて我がラルス教を広く布教するため、どうかラルス教を国教と認めていただきたく。されば姉し妹まい国こくとして我がラミッシュは公国への援えん助じよを惜しみません」

　……は？

　国教っていうとあれか？　国家が認めて、法律による保護がされるっていう。

「公王陛下にも洗礼を受けていただき、この地に教会の建設をお願いしたいのです。光の神・ラルス様の教えが広まれば、この地はさらに豊かに発展を遂とげることでしょう」

　さも素晴らしい提案のように語るネストのおっさんだが、僕の気持ちは冷める一方だった。なに言ってんの、この人？　なんで僕がそんなわけのわからん宗教の洗礼を受けなきゃならんのだ。

「我らが神、ラルス様の教えは邪悪を滅めつし、光と正義の名の下に……」

「いらない」

「…………は？」

　僕の言葉に熱弁を振るっていたネストの口がピタリと止まる。

「いらない……とは？」

「だから、宗教。うちの国には必要ないから」

　長々と話してくれたが、つまりは宗教の勧かん誘ゆうだろ？　正直、胡散臭いんだよね。光の神だっけ？　本当にいるのかよ、そいつ。

「我が神の教えを必要無いとおっしゃる？　陛下は神を信じないと？」

「バカ言っちゃいけない。僕ほど神様を信じてる人間はいないよ。毎日感謝してる」

　睨にらみつけるネストに言い返す。君らの神様とは違ちがうけどな。

　その言葉に反応してか、ネストのおっさんに続いて控えていたフィリスが口を挟む。こちらは怒おこっているという感じじゃなさそうだな。不思議そうな顔をしている。

「ならば何故なぜです？　神を信じてると言いながら、その教えを広めようとはしない。矛む盾じゆんしていませんか？」

「いないね。そもそも君らの言う神様ってのは光の神・ラルスだけなのか？　光と言うなら闇の神は？　他の神様はいないのか？」

　フィリスの質問に質問で返す。それに対して胸を張り、ネストのおっさんが答える。

「海の神、山の神、大地の神、様々な神がおられましょう。しかし、その神々の頂点に立つ至高の神こそが、光の神・ラルス様なのです。闇の神でさえ敵かなわぬ正義の絶対神であらせられます」

「の、わりにはなんの力もないようだけど」

「なんですと!?」

　もうネストは睨みつけるだけではなく、声を荒あららげて立ち上がり、怒いかりを隠かくそうともしない。まあ、怒るわなあ。

「陛下は我が神を無能だとおっしゃるか!?」

「正義の絶対神なんだろ？　なのにこの世に犯罪者や悪人がいるのは何故なんだ？」

「そ、それは……そのために我々がいるのです！　悪を裁き滅することを神になりかわり、その役目を我々は担になっているのです！　神の手となり足となり……」

「それは君たちの力だろ。神の力じゃない。そこ間ま違ちがえるなよ」

　顔を真っ赤にしてネストのおっさんは肩を震ふるわせている。言い過ぎたか？　でもそう思わない？

「では陛下の信じる神は何を我々にもたらしてくれると言うのです！」

「なにも。忙いそがしい人だからな。自分のことは自分でなんとかしなさいってことじゃないの。よほどのことがないと介かい入にゆうしないらしいし。言っとくけど、君たちの教えを否定してるわけじゃないからね。君らが信じてるならそれでいいんじゃないの」

　みんなの心の中にそれぞれの神様がいる。信じるか信じないかはあなた次し第だいってヤツだ。それでいいんじゃないの。ただ、それを国家絡がらみで利用すんなってことでさ。

　ネストのおっさんが憎にく々にくしい眼まな差ざしでこちらを睨み、口を開く。

「……どうやら陛下は悪あしき神に魅み入いられているようだ。浄化の洗礼が必要なようですな」

「あ？」

　今なんて言った？

「琥こ珀はく。そいつ押おさえつけろ」

『御ぎよ意い』

「うわあっ!?」

　ネストは僕が呼び出だした琥珀に後ろから襲おそわれ、背中を前足で押さえ込まれた。本来の姿である白びやつ虎こモードだ。

　押さえつけられたネストの前まで歩いていき、しゃがみ込んで琥珀に怯おびえるおっさんと目を合わす。

「あんたが何の神を信じようと勝手だ。いるかいないかわからない神に祈いのったり願ったり、好きにするといいさ。だが、僕の神様を邪じや神しん扱あつかいするのは許さない。あの人のことをなにも知らない奴やつが勝手なことを言うな」

　ネストを睨みつけ、床ゆかに【ゲート】を開いて彼かれを落とす。城外の川の中へと。

　ネストのおっさんが消えたあとには金髪だけが残されていた。やっぱりヅラかよ。

　ふと横を見ると、残されたフィリスは驚おどろきのあまり声も出ないようだった。

　あ。

　まずい。やり過ぎた。仮にも他国の使者。追い返すにしたって他に方法があったろうに。神様のことを悪く言われたんで、つい腹が立った。あの人の好よさそうな爺じいさんが邪神のわけがあるか。

　とはいえ、やはりやり過ぎたかな……。振ふり向むくと高坂さんが額を押さえて長いため息をついていた。あー……やっぱりまずかった？　なるべく喋るなって言ってたもんなあ。

「あの……ネスト司祭は……」

「あー……城の外へ転移させた。大だい丈じよう夫ぶ、怪我けがとかはさせてないから」

　ずぶ濡ぬれにはなってると思うがな。風邪かぜぐらいはひくかもしれない。知ったこっちゃないが。

「申し訳ありません。この度たびの無礼、どうかお許し下さい。そもそも今回の謁見はネスト司祭の強い要望で進められたもので、教皇様はあまり乗り気ではなかったのです」

　フィリスが頭を下げる。そうなの？

「この国の国教をラルス教に定めることができれば、これ以上の功績はありません。おそらくそれをネスト司祭は狙ねらっていたのでしょう」

　なんだよ、結局出世狙いか。司祭とかいっても、俗ぞく物ぶつ根こん性じようは抜けないんだなあ。

「ともかく、うちの国は国教を決めるつもりはない。教皇にはそう伝えておいてくれ」

「はい、それはもう。ただ、あの……先ほどの話ですが……ひょっとして陛下は神に会われたことがあるのですか？」

　おや？　さっきの会話でなんか気づかれること言ったっけ？　うーん、なんて答えたらいいもんか。

「すみません。変なことを言って……。私……神が本当にいるのか、わからなくなってしまって……」

　小さく呟つぶやきながら俯うつむくフィリス。そんなこと言ったらいかんのじゃないか？　一応、司祭様なんだし。

「ずっと疑問に思っていました。正義の名の下に悪を裁く。それは素晴らしいことだと思う反面、ただ魔ま族ぞくや闇の者だというだけで悪と決めつける……それは正しいのでしょうか？　一度過あやまちを犯した者はもう許されることはないのでしょうか？　そんな疑問が次々と湧わいてきて……」

　わからんでもないが、自分の信じる神を疑ってる段階で、もう司祭としてまずいんじゃないのか、この子？

　そのとき、懐ふところのスマホがマナーモードで振しん動どうし、着信を告げた。

　え？　このタイミングで？　着信を見なくても誰だれがかけてきたのかわかる。僕に電話をかけてくる人は一人しかいないからだ。

　スマホを取り出し電話に出る。

「もしもし？」

『おー、久しぶり。ワシじゃよ、ワシ』

　ワシワシ詐さ欺ぎか。ちゃんと名乗ろうよ、神様。しかし、狙ったようにかけてきたな。

「ひょっとして見てました？」

『たまたまのう。いや、君が啖たん呵かを切るところは見ていて気持ち良かった。ワシのために怒ってくれてありがとうよ』

　うあー、見られてた。なんか恥はずかしいじゃんか。羞しゆう恥ちに悶もだえる僕を見ながら、おそるおそるフィリスが声をかけてくる。

「あの……誰と話を？」

「神様」

「え!?」

　驚くフィリスを見ながら、ふと、隣となりに立つ琥珀の様子がおかしいのに気がついた。まったく微び動どうだにしない。あれ？　どうした？　振り向くと高坂さんも動きを止めている。なんだこれ!?

『ああ、ちょっとそっちの時間を止めたぞ。他ほかの者に見られると面めん倒どうじゃし』

「時間を止めた!?　え、っていうか見られるとってまさか……！」

『そこのお嬢じようさんの疑問に答えてあげようと思っての。今からそっちに行く。会わんと信用せんじゃろうし。じゃ』

「ちょっ……！」

　切れた。え、マジで？　スマホを耳から離はなすとフィリスと目が合った。

「今から来るって……」

「来るって……誰がです？」

「だから……神様」

　愕がく然ぜんとしてる僕らの頭上から、まばゆいばかりの輝きに包まれて神様が降臨なさった。神こう々ごうしいまでの（神様だから当たり前だが）オーラが身を包つつみ、見ただけでその神気がわかる。ゆっくりと神様は降りてきて、そのまま地上へと降り立った。

「やあ、神様じゃよ」

「軽ッ!?」

　もうちょっと厳おごそかなセリフとか無かったんかい！　にこにこと笑う神様に思わずツッコミを入れてしまった。







　　　　　◇　◇　◇







　目の前に立つにこやかな老人を見て、フィリスはただ震えるだけだった。やがて立っていられなくなったのか、膝ひざを突つき、頭を垂れる。

「どうした？　気分が悪いかね？」

「神様、神様」

　わかっていないようなので僕が声を掛かける。

「その威い圧あつ感かんっていうか、神気？　を抑おさえてもらえませんかね。僕でさえちょっと直視しにくいんですけど」

「え？　ああ、そうか。地上じゃったな、ここは。すまん、ついうっかり。こっちだと意識せんと力が漏もれてしまうのう」

　すうっと、神様を纏っていた金色のオーラが消えた。と同時に、先ほどまでのピリピリとした威圧感も消える。さすが神様なだけはあるなあ。

「これで大だい丈じよう夫ぶじゃろ。娘むすめさん、どうかな？」
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「は、はい……」

　フィリスにはそれでも顔を上げるのが精せい一いつ杯ぱいのようだ。無理もない。こんなの見せられたら、この人を本物の神と認めるしかないだろう。フィリスの言う「神は存在するのか？」という疑問に答えが出たと思う。神はいます。

「ここで話すのもなんじゃな。どこか手ごろな部屋はないかね？」

「え？　あー、だったら応接室の方に行きましょうか」

【ゲート】を開いて応接室へと繋ぐ。立つのがしんどそうなフィリスに肩かたを貸して、二人にはソファに座ってもらった。

　お茶を用意してもらおうと思ったが、給湯室に行ったらセシルさんとレネが笑い合いながら止まってた。仕方なく自分でポットにお茶を注ぎ、カップを三つ、それといくつかのお茶ちや菓が子しを持って応接室へ戻る。

　二人は対面したままの状態だった。神様の方は室内をキョロキョロと見回していたが、フィリスの方は未だカチンコチンに固まったまま、目を泳がせている。

　カップにお茶を注ぎ、お茶菓子を並べる。神様がカップに口をつけ、一口飲み終えるタイミングで僕が切り出した。

「ひとつ質問なんですけど」

「ほいほい、なんじゃね？」

　カップをテーブルに置き、神様が僕の方に顔を向ける。

「光の神・ラルスってのはいるんですか？」

「おらんよ。正直、聞いたこともない。中級神はもとより、下級神でもそんな名の者はおらんな」

　うわ、バッサリだ。僕の隣のフィリスがショックを受けたような顔をしている。そりゃそうか。自分の信じていた神が存在しないと断言されたのだから。

「じゃあ光の神ってのはいるんですか？」

「それもおらんな。まあ、強しいて言うならワシじゃな。世界神じゃから。でも闇の神でもあるし、風や火の神でもあるぞ。だいたいひと括くくりに『～の神』なんてのは基本下級神じゃし」

　ってことは恋愛神も下級神なのか。その割にはけっこう世界神である神様に馴なれ馴れしかったけど。神様の世界じゃそういうもんなのだろうか。

「で、では、千年前、光の神官・ラミレス様が呼び出したという光の神・ラルス様とはいったい……」

　光の神官・ラミレス？　ああ、ラミッシュ教国を建国したっていう人か。その人が光の神の力を借りてその土地を浄じよう化かしたんだっけ。

「呼び出した、のう。人間に神を呼び出せる者など滅めつ多たにおらんのじゃが。まあ、気まぐれで降臨する神もおるからなんとも言えんが」

　あんたが言うなや。完全に気まぐれでご降臨なさってますぜ。

「話からするに、それは神ではないと思うがの。精せい霊れいあたりではないかな。光の精霊なら呼び出せんこともないじゃろうし」

「曖あい昧まいですね。なんか過去に遡さかのぼって見てくるとかできません？」

「できんこともないが……大変じゃよ？　主にワシが。君の元いたところの言葉で言えば、今録画しながら流れてるテレビを一時停止するのは簡単でも、一年前の深夜番組に流れていたＣＭをインデックス無しで過去のＤＶＤの山から探せるかい？」

　わかりづらい例えだな！　なんとなくわかるけれども！　とんでもなく面倒だというのはわかった。

「ならば……我々の教義とはいったい……」

　神様に完全否定され、落ち込こむフィリス。信じていたものが崩くずれてしまったわけだから、無理もないが……。

「君たちは神がいないとダメかね？　自分たちの信念で、意志で、責任で、動くことはできんかね？　神を心の拠より所どころにするのはかまわん。親や兄弟、恋こい人びとや主君、それらを信じるように信じてくれていい。だが、頼たよりにしてはいけない。神は何もしない。君たちを救うのは君たちなのだ。君たちの力が奇き跡せきを呼び、世界を動かすのだ。ワシたちはそれを見守るのみさ」

　そういう神様もけっこう干かん渉しようしていると思うんだが。言うほど徹てつ底ていしてないよね。

　だが、黙っておく。言わぬが花、というやつだ。隣でフィリスがなんかポロポロと泣いてるし。ツッコめる雰囲気じゃあないっスよ。

「まあ、とはいうが、結局のところ放置状態だったのは否いなめんかな。冬夜君を送りこまなきゃ、あと一万年くらいは覗のぞきもしなかったかもしれんし」

　うあー！　台無しだよ！　なにが「ワシたちはそれを見守るのみさ」だよ！　見守ってねえじゃん！　放置じゃん！　他に管理する異世界がたくさんあるのかもしれないけどさ！

「いいんですか、それで……？」

「うーん、酷ひどい言い方になるが、この世界が滅ほろんでも、それはこの世界の人間たちの責任。基本、神々はなにもせんよ。いや、もちろん神の干渉によって起こった滅めつ亡ぼうの危機なら責任は取るがの。邪神降臨とか」

　そんなの降臨して欲しくないけど。けっこうアバウトなんだなァ。ルールがちょこちょこ矛盾してるというか。神は大ざっぱだ。

「ま、基本はこの世界のことはこの世界の人間になんとかしてもらいたいってことじゃ。人々を苦しめる大魔王とかが現れて世界征せい服ふくとかを始めても、大魔王がその世界の者である限り、ワシらは手を出さん。せいぜい大魔王を倒す武器とかを与あたえるくらいかの。人々が苦しむ世界はやはり嫌だからのう」

　なるほど。直接的な干渉じゃなければ、そういうのも有りなのか。でもさ、それって充分、手ぇ出してるよね。世界が滅びようと神は干渉しない、と言いつつ、大魔王を絶対倒せるスーパー武器とか与えてたら。なんだろうな、その中ちゆう途と半はん端ぱな過保護さは。

「いつまでも親を頼っていても仕方ないじゃろ。この世界の人間たちはもう子供ではない。自分たちで考え、自分たちで歩くことができる。なら、苦難も試練も自らで切り開かんとな。神は見守っておるよ。たまにな」

　たまにな、は余計です。まあ、四六時中見張られているのもなんだけど。

「私はこれからどうしたらいいのでしょう……。光の神・ラルス様は存在しない。その教義は人によって作られたまやかしだった。我々の行いはすべて無意味だったのでしょうか？」

「無意味ではないさ。それによって救われた者がいるのなら。これからは『神のために』していたことを、『人々のために』してあげればいいだけのことじゃよ。教義なんぞに縛しばられずにな」

「…………はい」

　すぐに考えを変えるのは無理かもしれないな。一応、ずっと信じてきた人生の基準みたいなものなんだろうし。少しずつその縛りから解放されていけばいいけど。

「さて、それじゃあお暇いとまするかの。あまり時間を止めておくのもまずいじゃろうし」

　時間が動き出したとき、僕ぼくらがいないと変なことになりかねないので、みんなで一いつ旦たん謁えつ見けんの間に戻った。

　相変わらず琥珀や高坂さんらは固まっている。こんな状じよう況きようじゃなかったら、なにかイタズラのひとつでもしたいところだが、やめておこう。

「ではの。強く生きなさい、お嬢さん。元気でな」

　にこやかに微笑むと神様は光の粒つぶになって消えていった。

　一拍ぱくほどして琥珀たちが動き出した。不思議そうな顔をしてこちらを見ている。止まる前とわずかに場所が違うから、一いつ瞬しゆんにして動いたようにでも見えたのかな。

「……まるで夢のようです。先ほどまでのことは、本当にあったことなのか……」

「現実だよ。君は神様に会った。君が信じないでどうする」

「……そうですね」

　彼かの女じよの静かな微笑みに、僕は先ほどまでとは違う意志の光を感じた。自分の中で整理できたのかな。

　それからひと通りの謝罪を述べて彼女は謁見の間を去って行った。

　こうして僕の初外交は終わったのである。が、そのあと高坂さんにこっぴどく説教をされた。いやまあ、外交としては最悪の部類に入るものだったのは認めるけど。

　ちょっと心配だったので、椿つばきさんに配下の忍しのびの者をラミッシュまで派は遣けんしてもらった。念話連れん絡らく用ように召しよう喚かん獣じゆうの小鳥を預けておいたので、なにかあったら連絡するように言い聞かせて。

　数日後、ラミッシュ教国司祭、フィリス・ルギットはその地位を剥はく奪だつされ、背信の罪により、処しよ刑けいが言いい渡わたされたことを僕は知った。
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　こんな馬ば鹿かな話ってあるか。なんでフィリスが処刑されなきゃならない。あの子はやっと自分の考えで行動できるようになったってのに。

《それで処刑の日は？》

《は。三日後の早朝に執しつ行こうされるとのことです。処刑をとどまるように働きかけている一派もいるようで、即そく処しよ刑けいとはいかなかったようです》

　使い魔の小鳥を預けている椿さん配下の者から念話を受け取る。フィリスの味方もいくらかはいるってことか。即処刑とかじゃなかっただけ良かった。

《ありがとう。続けて探さぐりを入れて、なにか動きがあったら連絡を》

《は》

　念話を切る。さて、どうするべきか。むろん見捨てることなんかできない。フィリスがあんなことになったのには、僕にも責任があるしな。

「ったく、これだからあの手の人たちってのは厄やつ介かいよね。なんでもかんでも自分たちが正しいって思い込んでいるんだから」

　バルコニーのテーブルに肘ひじをついて、怒りを隠そうともしないエルゼ。一応みんなにはフィリスのことを話しておいた。神様に会ったくだりは省略したけど。僕の説得によって信しん仰こうを変えたというか、考え直し、見つめ直したみたいに言っておいたが。

「それで、どうするんです？」

「正面切って行ってくるさ。処刑をやめてくれってね」

　リンゼの質問に端的に答える。こっちだって一応一国の王様だ。無視はできないだろう。教皇とやらに話をつけてやる。元・司祭の一人ぐらい助けても問題ないと思う。

「それでもやめてくれなかったらどうする気でござる？」

「んー、牢ろう屋やをぶち壊こわしてフィリスをさらってくる？」

「国際問題になりますよ？」

　確かにユミナの言うとおりかもしれないが、最終手段としてはアリかとも思う。実際、あんな国に頼らないでもなんとかウチはやっていけそうだし。

　神様に聞くまでは、光の神・ラルスとやらが実在するかもしれない、そう思って少しは引いていたけど、そんな神はいないとわかれば話は別だ。あっちの態度次第だが、遠えん慮りよすることはない。国交断絶、大いにけっこう。無理して付き合うことはない。

　そばに控えていた高坂さんに目を向ける。

「だいたいあの国に嫌きらわれて、なにか問題ある？」

「まあ、今のところは何も。信者を送り込まれて嫌がらせをされるかもしれませんが」

　それはそれで嫌だな。っていうか光と正義を標ひよう榜ぼうしている神の信者が、そんな陰いん険けんなことしていいのか。

「正義のためならどんなことでも許される。そんな考えなのかもしれませんわね。全く便利な言葉ですこと」

　呆あきれたようにルーがつぶやく。そういや誰かが言ってたな。世の中には正義の味方が溢あふれているから戦争が終わらないんだって。

「とにかく捨て置くわけにもいかないからな。ちょっと行って来る」

「では私たちも……」

「いや、今回は僕一人で行く。ぞろぞろ行くとあっちが何をしてくるかわかったもんじゃないからな」

　一応、琥珀だけは連れて行くことにした。王様としては危機管理が薄うすいとか言われそうだけど、正直なにが起こるかわからないし、一人の方が身を守りやすいからさ。

　さて、向こうはどう出てくるかね。










「なんだと？　お前がブリュンヒルド公王だ？　馬鹿の相手をしてる暇ひまはないんだ、とっとと帰れ！」

　バビロンを使ってやってきたラミッシュ教国の首都、イスラの大だい神しん殿でんの前で、僕は門もん前ぜん払ばらいを食くらった。

　まあ、無理もないか。なんの証しよう拠こもないしなあ。いきなり自分は王様だ、なんて言い出す奴がいたら、頭がおかしいと思われても仕方がないよな。

「とにかく教皇とか偉えらい人を呼んできてくれないか。話があるんだ」

「貴様！　教皇様を呼び捨てにするか！」

「んなこと言われても僕は信者じゃないし、この国の国民でもないぞ？」

　穏おだやかに話したつもりだったのだが、門の前にいた騎き士しが怒り出し、剣を抜ぬいた。おいおい、いきなりか？

　斬きりつけてきた剣けんを躱かわし、そのまま手刀で得え物ものを叩たたき落おとす。ガラァンッと剣が落ちた音で神しん殿でん奥おくにいた騎士たちもぞろぞろとやって来る。

「どうした!?」

「侵しん入にゆう者しやだ！　教皇様を侮ぶ辱じよくし、ブリュンヒルド公王を騙かたる不届き者だ！」

「なんだと！」

　あっという間に取り囲まれる。にぃ、しぃ、ろぅ、やぁ……二十人近くいるぞ。一人を相手になんて数だ。正義の神の信者にしては卑ひ怯きようくさくないか？

　ああ、でも正義の味方とかって集団で一人の怪かい人じんを襲ったりするな。セオリーなのかね？

「もう一度言うぞ。ブリュンヒルド公王がラミッシュ教皇に面会を求めている。案内してくれないか？」

「まだ言うか！」

　剣を振りかぶり、襲いかかってきた騎士に躊ちゆう躇ちよなく麻ま痺ひ弾だんを撃うち込む。そのままばったりと倒たおれた騎士を見て、一いつ瞬しゆん他ほかの騎士たちが怯ひるんだが、それでも雄お叫たけびを上げて僕に立ち向かってきた。

　右手にミスリル、左手に黒こく竜りゆうの角でできた剣けん銃じゆうブリュンヒルドを二丁引ひき抜いて、襲いかかる騎士たちを撃ち抜いていく。

　一分もかからずに全員を鎮ちん静せい化かさせてやった。人の話を聞けよ。

『面倒な連中ですな』

「まったくだ」

　僕の後ろからちょこちょことついてくる琥珀の言うことに思わず頷うなずいてしまう。しかしどうするかな。このまま不法侵しん入にゆうするのも……あ。

　倒れている騎士の一人に【リカバリー】をかけて、麻ま痺ひを解いてやる。

「ここにネスト・なんたらっていう司祭がいるだろ。その人を呼んできてくれ。嫌がったら頭の秘密をバラすぞって言えばいい」

　あのハゲ司祭なら僕のことを知ってるからな。少なくてもそれなりの扱あつかいはしてくれるだろう。

　その騎士は怯えながらも、神殿の奥へと消えて行った。しばらくすると、真っ白い全ぜん身しん鎧よろいに身を包んだ聖騎士とでも言うような奴らをぞろぞろと引き連れて、ネスト司祭が現れた。あ、ヅラが新しくなってる。

「これは……ブリュンヒルド公王陛下!?　なぜこんなところに!?　いや、それよりこの状況はなんのつもりですか!?」

「教皇に話があって来た。この人たちはいきなり襲ってきたから撃げき退たいしただけ。人の話を聞かなすぎ」

　転がっている騎士たちを指差してネスト司祭に説明する。

「わかってるんですか？　貴方あなたは他国の兵士を打うち倒し、無理やり神殿内へ侵入しようとしたんですよ？　国際問題だ！」

「他国の王様にいきなり剣を向けて襲いかかるのは国際問題じゃないのか？　そっちこそわかってるか？」

　睨みつけるネストに同じような視線を返す。面倒くさ。こいつ絶対僕のこと嫌いだよな。まあ、好かれようとも思わないけど。いいから早く案内しろよ。

「何をしている」

　神殿の奥から煌きらびやかなローブを着た壮そう年ねんの男が現れた。髪をオールバックに撫なでつけ、チョビヒゲを生やしている。どっかの独裁者みたいだな。こっちは背が高そうだけど。

「ゼオン枢すう機き卿きよう……」

　ネスト司祭が振り返かえりつぶやく。枢機卿？　って確か教皇の次に何人かいる、偉い位の人だっけ？

「この者はなんだ、ネスト司祭。神聖なるこの神殿で騒さわぎを起こすとはまったく不ふ愉ゆ快かいな」

　ちっ、と舌打ちしながらその枢機卿はネスト司祭に視線を向ける。おやおや、ずいぶんな態度だな。

「こ、この者、いや、この方はブリュンヒルド公王陛下であらせられます。教皇猊げい下かにご面会を求めておられます」

「なんだと……！」

　目を見開いて僕の方へ視線を向けたあと、じろじろと値ね踏ぶみするように観察している。なんだかなあ。普ふ段だん着ぎじゃなくてもっとそれっぽい格好で来るべきだったか。今度ザナックさんに仕立ててもらおう。世の中、見た目で判断する奴らが多すぎる。

「ブリュンヒルド公王陛下であらせられるか？」

「そうです」

「一国の王が、直接わが教皇猊下になんのご用でございましょう。よろしければ私がお伺うかがいいたしますが」

「それは直接教皇猊下にお話しさせていただきたく。ご案内を頼たのめますか？」

　枢機卿と目を合わせ、互たがいに笑っちゃいるが、腹の探り合あいだ。どうにもこいつは信用ならない。ここでフィリスの処刑を中止してくれと頼んでも、果たしてその言葉が教皇まで届くかどうか怪あやしいもんだ。

「……こちらへ」

　枢機卿に促うながされて神殿内へと入る。周りをガッチリと聖騎士たちに固められて、案内された部屋で待たされた。その間も聖騎士たちの睨みつけるような視線を受けながら、黙だまって椅い子すに座すわっていた。完全にアウェイだな。

　まさかここで襲しゆう撃げきされるってこともないだろうが、警けい戒かいしとくに越こしたことはない。

　しばらくすると、枢機卿が部屋に迎むかえにきた。

「教皇猊下がお会いになります。どうぞこちらへ」

　再び枢機卿に連れられて、神殿の回かい廊ろうを進む。無む駄だにデカイ神殿だな。やがて長い階段を上って、金の縁ふち取どりで彩いろどられた豪ごう奢しやな扉とびらを開くと、大きな広間に出た。

　壁かべの左にはゼオン枢機卿と同じようなローブを着た者と司祭のローブを着た者が何人か並び、右側には聖騎士たちがずらりと並んでいる。正面の一段高くなったところに、大きな長い帽ぼう子しをかぶり、純白のローブに身を包んだ目つきの鋭するどい老女が座っていた。この人が女教皇、エリアス・オルトラか。

「ようこそわが神殿へ、ブリュンヒルド公王陛下。突とつ然ぜんの訪問で少々驚きましたが、教皇として歓かん迎げいいたします」

「初めまして教皇猊下。このような来訪になったことをお許し下さい」

　そう言って頭を下げる。こっちに非はないが、ここの騎士たちを叩きのめしたのは事実だしな。

「……いろいろと申し上げたいことはございますが、まずはお話をお伺いいたしましょう。なにゆえ我わが神殿に？」

「こちらの司祭、フィリス・ルギットの処刑を中止していただきたい」

　その名を口にすると広間がざわざわとざわめき出した。教皇はそれを横目で見たあと、僕の方をじろりと睨む。

「これはおかしなことを。他国の罪人への処しよ罰ばつに干渉しようとは。とても一国の王の行動とは思えませんね」

「……罪人ですか。いったいなんの罪だというんです？」

「主神であるラルス様をまやかしの神だと標榜。それは司祭に許されぬ背信。重ねて人々を襲ったヴァンパイアである嫌けん疑ぎもかけられています。闇やみの者の邪じや悪あくな魂たましいは浄化されなければいけません」

　は？　フィリスがヴァンパイア？　どういうことだ？　ヴァンパイアなのにそれを隠して司祭になったってことなのか？

《主あるじ、惑まどわされてはなりません。あの娘は確かに人間でした。それぐらい匂においでわかります》

　琥珀からの念話が送られてくる。さすが琥珀。しかし、なんだかきな臭くさいな。まるで都合のいいように話が作られているみたいだ。

「変な話ですね。彼女がヴァンパイアだとしたら今までそれを見み抜ぬけなかったわけですか？　神の力とやらで」

「……ラルス様は決して悪をお許しになりません。必ず天てん罰ばつが下ります。今回のように」

　何が天罰だよ。都合のいい口くち封ふうじじゃないのか？　ひょっとして、ラルスなんて神がいないことをこの婆ばあさんは知ってるんじゃないのかと疑ってしまう。

「その割にはずいぶん被ひ害がい者しやが出たそうじゃないですか。もっと早く天罰を下していれば、その人たちは被害にあわずにすんだのでは？」

「被害者もなにかしらの罪を重ねていたのでしょう。信心深い者ならば必ず助かったはずです」

　話にならないな。後付けの理由ばかりでなにも証拠がないじゃないか。

「……ではどうしてもフィリスの処刑をやめる気はないと？」

「悪は裁かれなければなりません。そして魂は浄化される。それこそがその者にとっての救いなのです」

　……はあ。なんかもうバカらしくなってきた。神を信じないのは悪。都合のいいことは神のおかげ。都合の悪いことは不信心のせい。これで人ひとりの命を法的に奪うばおうというのだから、呆れてなにも言えない。

「バカらしい。あんたたちの方こそ救いようがないな」

「な……！」

　僕の言葉に周りが凍こおり付つく。教皇でさえも目を丸くしていた。もう猫ねこを被かぶるのはやめだ。話が通じない以上、こちらはこちらで好きにやらせてもらう。

「断言する。光の神・ラルスなどいない。すべて作られたまやかしの神で、フィリスはそれに気付いたに過ぎない。あんたたちがどんな神を信じようと勝手だが、信じない者を悪と決めつけるのはやめろ。自分たちだけが特別だと思うな」

「貴様！　我らの神を愚ぐ弄ろうするか！」

　右手に並んだ聖騎士たちが一いつ斉せいに剣の柄つかに手を伸のばす。

「それは悪かった。じゃあここにそのラルスを連れてこい。土下座して謝あやまってやるよ」

　連れてこられるならな。

「僕はお前たちの神を否定する。神の名において正義を騙り、罪無き少女を殺そうとするその教えを否定する。もう一度言う。お前たちの神はいない」
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　そもそもここの宗教はおかしいのだ。千年も前から存在しているくせに、ほぼ自国のみでしか広まっていない。僕らの世界と違ちがって魔ま法ほうなんてものがあるから、いわゆるあからさまな「神の奇跡」なんてものはないにしても、その普ふ及きゆう率りつの低さはどうなんだ？

　もし僕が元の世界で治ち癒ゆ魔法を使えたら、あっという間に新興宗教の教祖様だ。イカサマと言う奴やつもいるかもしれないが、怪我を治したことは事実なのだから、少なくとも本人には信じてもらえる。ところがこちらでは感謝はされるが、「神の奇跡」とはとってくれない。それは魔法。こっちでは当たり前のことだから。

　宗教、とは言っているが、それが当然のように周りで固められていたら、受け入れざるを得ない国なんじゃないだろうか。神を信じる信じないではなく、マインドコントロールのような支配。

　事実、この国と同盟を結んでいる国は一国もない。この国、というかこの土地にだけになにかあるのだろうか。

　例えばベルファストでは、神という存在より、精霊などの方が人々の信仰の対象として上だったりする。神は見たことがないが、精霊を見たという人はたまにいるらしい。僕の知ってる神様によると、精霊は神の眷けん属ぞくの眷属のようなものであるらしいが。

　まあ、僕の世界の宗教や常識と照らし合わせて考えるだけ無駄か。この世界が地球のように丸いかさえも疑わしいってのに。

　僕らの世界の宗教とは明らかに違う、なんか歪ゆがんだものを感じる。人を救うためにとか、心の安らぎのためにとか、そういったものがあまり感じられない。敵対するものを許さない、ということは感じられるんだが。

　この国に来てそれがよくわかった。絶対この国にはなにか裏がある。










「そう思ったからわざと捕つかまったのさ」

『はあ……』

　地下の鉄てつ格ごう子しの中で、微び妙みような目をしている琥こ珀はくに説明する。ホントだぞ。まさかあそこで大暴れしても、こっちが一方的に悪者じゃんか。やるなら確実な証拠を掴つかんでからだ。まあ、勢いでやってしまったのは否めないが。

『で、これからどうなさるおつもりで？』

「……どうしたらいいと思う？」

　琥珀がますます微妙な目つきになった。わかってるよ、冗じよう談だんだよ。

「とりあえずフィリスの安全確保かな。それから情報収集。まずはここから出ないとね」
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　薄うす暗ぐらい地ち下か牢ろうは六畳じようほどの広さだ。石壁と石いし畳だたみ、頑がん丈じような鉄格子。仮にも他国の王様をこの扱いは酷くないかい？　いくら自分のとこの神様を否定されたからってさあ。それともブリュンヒルド公王の名を騙る狼ろう藉ぜき者もの、になってるんだろうか。

　ありえるなー、それなら処刑してしまってもあとでなんとでもできるだろうし。ウチの国からなんか言われても、そんな人はこなかった、とでも言われておしまいだろうな。

　ちっ、さっさと脱だつ出しゆつしよ。

「【ミラージュ】」

　僕と琥珀の幻まぼろしを生み出だし、牢屋の隅すみに配置する。居なくなって騒ぎになるのも面倒だからね。

【ゲート】を使おうと思ったが、転移阻そ害がいの結界が張られている。あのハゲ司祭が入いれ知ぢ恵えしたんだろう。まあ、出て行く方法は他にもあるけどな。

「おっと、その前に姿を消さないと」

　光魔法【インビジブル】を使い、琥珀と共に透とう明めいになる。これで僕と琥珀はお互いに見えるが、他の者には見えないはずだ。

【モデリング】で鉄格子を歪ませて牢屋を出る。このままだとまずいから、きちんと鉄格子は直しておく。

　細い階段を上り、上の階に出ると左右に扉が並んだ石造りの通路に出た。奥にはさらに上に上る階段が見える。ここはまだ地下だな。あの先に牢屋番がいるのだろう。

　並んだ扉には番号が振ふってあり、僕の上がってきた扉には「４」と書いてあった。

「マップ検けん索さく。フィリス・ルギット」

『了りよう解かい。――検索終了』

　スマホから映し出された神殿の地図によると、ここから右手奥、「８」番の扉の地下牢か。

　すぐさまマップを消す。スマホ自体は魔法で消えているが、空中に映し出された映像はそのままだからな。見られるとまずい。

「８」番の扉を開けて、薄暗い地下へと続く階段をさらに下りていく。

　階段はすぐに終わり、突つき当あたりの牢屋の中にうなだれたフィリスがいた。良かった、無事だったか。拷ごう問もんとか受けたりもしてないようだ。

　あれ？　一人じゃないのか？　誰だれかもう一人、床ゆかに横になっているな。

「フィリス……フィリス……」

　あまり大声はあげられないので、囁ささやくようにして声をかける。何回か呼びかけたところで、フィリスがゆっくりと顔を上げた。

「声が……誰？　誰ですか……？」

　辺りをキョロキョロと見回し始めるフィリス。あ、そうか、姿を消していたんだっけ。

【インビジブル】を解き、姿を現す。

「ブリュンヒルド公王陛下……！」

　驚おどろくフィリスを置いて、鉄格子を【モデリング】で歪ませる。ひょいと身体からだを横にして中へ入った。うん？　僕がいた牢屋より少し大きいな。差別しやがって。

「なぜここに……!?」

「君を助けに来た。なんか僕のせいで処刑されるって聞いたからね」

「いいえ！　陛下のせいなどでは！　私が……！」

「しーっ、声が大きいっ」

　慌あわてて口を両手でふさぐフィリス。

　………………ふう、大だい丈じよう夫ぶか。どうやら聞こえてなかったか、ひとりごとだとでも思ったのかな。牢屋番がやってくる気配はない。

「ところでそこで寝ねてる人、誰？　女の人か？」

「この人……いえ、この方は……この国の教皇猊下、エリアス・オルトラ様でございます……」

「え!?」

　思わず上げてしまった大声に、今度は僕が自分の口をふさぐ。

　エリアス・オルトラ!?　教皇って……!?　え、さっきの広間で会ったキツイ目つきの婆さん!?　……じゃ、ないよな。まったく別人だし。眠ねむっている顔をもう一度覗くが、こっちの人の方が柔やわらかな表情をしてる。さっきの婆さんと同じくらいの年ねん齢れいだけれども。

「この人がエリアス・オルトラなのか？　僕、さっき教皇って人に会ったんだけど」

「……それは別の人です。同じくらいの年齢で、目が鋭い方ですか？」

「うん、そんな感じだった」

「その方はおそらくキュレイ枢機卿です。ゼオン枢機卿の姉上です」

　あの感じの悪いチョビヒゲの姉ちゃんかよ。あれ、ちょっとまてよ。偽にせ者ものの教皇を仕立てあげて、僕に謁えつ見けんさせたっていうのか？　ってことは、あそこにいた奴ら全員がグルか？　どうなってるんだ、これは。

「ごめん、話が見えない。ちゃんと説明してもらえるか？」

　フィリスが言うには、あのあと帰国してから事の仔し細さいを教皇たちに伝えた。自らの神を否定し、教義に異を唱える彼かの女じよに枢機卿たちは怒いかり心頭。即そつ刻こく彼女に死し刑けいを宣告した。しかしそれを取り成したのが教皇であり、反対したのが一部の司祭たちだったという。

　教皇が神を否定した自分の擁よう護ごに回るとは思ってもおらず、驚いたフィリスであったが、そのままここに連れてこられたそうだ。

　そして何日か過ぎたころ、今度は衰すい弱じやくした教皇猊下がここに連れてこられたのだという。

「しかし、なんだってまた教皇を牢屋なんかに……」

「……それは、この国の秘密を守るため、です……」

　教皇猊下が目を開き、僕の方を見た。起きていたのか。教皇の眼めは右眼が青く、左眼は薄い翠みどり色いろをしていた。オッドアイ。まさかユミナと同じ魔ま眼がん持ちか？

「ブリュンヒルド、公王陛下、ですね……。エリアス・オルトラでございます……」

　教皇猊下が力無く身を起こしてそう名乗る。が、だいぶしんどそうだ。まずは回復させないとな。

【リカバリー】と【リフレッシュ】をかけて、体調を回復させる。そして【キュアヒール】っと。

　なんで教皇自身が自分でしなかったんだろうと思ったが、別に光の神を信仰してるからって、光魔法の使い手とは限らないか。光と闇の属性持ちは少ないって言ってたし。

　ファンタジーゲームとかだと、回復魔法を使う僧そう侶りよとかって、神の力を借りて回復させる、みたいなのが定番だけどな。そんなんだったらもっと信仰が広まってたかもしれないなあ。神を信じなきゃ魔法を使えないんだから。

「……ありがとうございます。すっかり良くなりました」

「それは良かった。で、なぜあなたはここに連れてこられたのですか？　国の秘密とか言ってましたが」

「…………」

　しばらく沈ちん黙もくを保っていた教皇だったが、意を決したように顔を上げた。

「これは我が教国の建国にまつわる秘密ですが……もうあなたたちには隠かくしていてもなんの意味もないでしょう。フィリスが言った通り、光の神・ラルスという神は存在しません」

　驚いた。教皇その人が主神を否定するとは。横にいたフィリスでさえも驚いている。

「このことはすべての枢機卿が知っています。私も司祭から枢機卿になった時に、前教皇から教えられました」

　ってことは、わかっていた上で、さも神がいるように信者に振るまっていたということなのか？

　いや、でもおかしいぞ。僕らは実際に神様に会っているからアレだが、神がいるかいないかは確かめようが無いだろ。なぜ光の神・ラルスがいないと断言できる？

「もともとこの地は魔ま獣じゆうや魔物、邪じや霊れいなどの住まう地でした。そこに現れたのが光の神官と呼ばれたラミレス様です。しかし、ラミレス様は神官などではなかったのです」

「神官じゃ、ない……？」

　ラミレスってラミッシュを建国した奴だよな？　どういうことだ？

「ラミレス様は神官などではなく、実は召しよう喚かん術じゆつ師しでした。闇属性の魔法使いだったのです」

「な……！」

「ラミレス様がこの地を浄じよう化かすべく呼び出したのが光の神・ラルス様と言われていますが、真実は違います。彼かれが召喚術によって呼び出したのは闇の精せい霊れいでした。その闇の精霊の力をもってこの地の魔物や魔獣を討とう伐ばつしたあと、ラミレス様はひとつの計画を思いつき、実行に移しました」

　やはり神様の言った通り、呼び出したのは精霊だったのか。しかも光じゃなく闇。どっちにしても精霊を呼び出すくらいなんだから、かなりの実力者だったんだろうな、そのラミレスってのは。しかし計画？

「ラミレス様は闇の精霊が持つ力、精神に干かん渉しようする力を利用して、この地に王国を築くことを考えました。そこで作られたのがラルス教です。闇の精霊はこの地に住む者の精神に干渉し、ラミレス様の考えに同調していくように仕向けました。大半の人々はラミレス様の教えを疑うこと無く受け入れ、ラミッシュ教国という国が生まれたのです」

　おいおいなんだそりゃ？　それって洗脳じゃないのか？　いや、直接的な洗脳とは違うのかもしれないけど、自分の考えに同調させるって……催さい眠みん状態にするってこと？

「そんなにも闇の精霊の精神干渉は強いものだったんですか？」

「ラミレス様の考えを受け入れやすくするというものですが、魔ま力りよく抵てい抗こうが優すぐれたものには効果は薄かったようです。そのため、光の神・ラルスという存在が生み出されました。精神干渉と神。この二つを操あやつることでラミレス様は人々の心を掌しよう握あくしたのです」

　とんでもない奴だな、そのラミレスって奴は。確かにこれは外に漏もらすことが許されない秘密だ。教国の存在自体が崩ほう壊かいしかねない。光の神を信仰する教団が、実は闇の精霊による力で興おこされたなど。

「……教国の秘密はわかりました。だけどなぜ教皇猊下はここに閉じ込こめられたんです？」

「私がフィリスをかばったので、秘密を漏らそうとしているのでは、と疑ったのでしょう。キュレイ枢機卿とゼオン枢機卿の姉し弟ていはもともと教皇の地位を狙ねらっていましたから、渡わたりに船とばかりに私を弾だん劾がいしてきました。やがて変な薬を飲まされ、気がつけばこの有様です。私に教皇を譲じよう位いさせるために、殺しはしなかったようですが」

　なるほど。さっき訪おとずれたときには、僕がなんの話でこの国に来たかわからない上に、教皇もいないもんだから、一ひと芝しば居いうって様子を見たのかな。フィリスの件もあり、警けい戒かいされていたんだろう。だけど随ずい分ぶんと杜ず撰さんな対処だな。

「しかしなんで教皇猊下はフィリスをかばったんです？　教皇の立場からすれば、神の存在を揺ゆるがしかねない発言をした彼女を助ける必要性などないのでは？」

　そうなのだ。教皇の立場としたら、フィリスの存在は邪じや魔までしかないはずなのに。

「……私は神を信じ、司祭となりました。さらに神のために働けると信じて、やがて枢機卿となった時、真実を知らされたのです。神などいないという事実を。それからの私はただ教国のために働いて来ました。大きな秘密を知ってしまった私には、もう引き返すことはできなかったのです」

　まあ、わからんでもない。教国を捨てようものなら絶対に消されるな。死人に口無し。教国の秘密を知ったからには一いち蓮れん托たく生しようってわけだ。

「そしてふと気付けば私は教皇の地位に立っていました。虚むなしい地位でしたが、それでも放ほうり出すことはできませんでした。そして先日、フィリスの話を聞いたのですよ。神が存在するという話を」

　そう言って教皇はフィリスの方へ視線を向ける。微笑ほほえみながら嬉うれしそうに声を弾はずませて、僕ぼくに語りかけてきた。

「その時の私の気持ちがわかりますか？　光の神・ラルスは存在しなかった。けれど、神は確かに存在し、神に会ったという少女がいる。その彼女が聞いたという神の言葉を、もっと聞いてみたいと思っても不思議はないでしょう？」

「いや、フィリスが嘘うそをついているとは考えなかったんですか？」

　僕がそう問いかけると教皇は自分の左眼を指差した。薄うす翠みどり色いろをした瞳ひとみの色が濃こくなる。

「私は人の嘘が見抜ける魔眼を持っているのですよ。これが教皇に選ばれた理由のひとつでもありますが……。フィリスが嘘をついていないことはすぐにわかりました。神が本当にいるということを知って、とても嬉しかった。そして彼女が羨うらやましかったのです。私も神にお会いしてみたかった……」

　しんみりとつぶやく教皇猊下。あ、なんかこの後の展開が読めたよ、僕は。今フラグが立ったのがはっきりとわかりました！

　横の琥珀を見る。ほらな！　止まってるよ！

「呼んだかの？」

　まばゆい光の粒つぶをまとわせて、薄暗い地下牢に神様降臨。

　だから、この神様はノリが軽過ぎる！
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「ずっと見てたんですか？」

「少し気になっての。そしたら娘むすめさんは捕まえられとるし、余計なことをしたかと罪悪感がな。直接助けるわけにもいかんし」

　まあ、気持ちはわかるかな。神様が変に焚たき付けたせいで、こんなことになってると言えなくもないし。

　ふとフィリスと教皇を見ると、フィリスの方は頭を下げて平へい伏ふく、教皇の方は驚きに目を見開いていた。

「あの……公王陛下、この方は？」

「神様ですよ」

「かみっ……!?」

　教皇の視線が目まぐるしく、僕と神様、交こう互ごに向けられる。あれ？　驚いてはいるが、あまり信じてないような？　あ、いま僕に魔眼使ったな。嘘じゃないってわかったようだけど、戸と惑まどっているみたい。

「そうだ、神様。あのビカーッてヤツ、やって下さいよ」

「え？　こないだはやるなと言ったじゃろ？」

「その方がわかりやすいでしょ」

　神様がふむ、と呟つぶやくと、たちまちビカーッと神気が放たれ始めた。うおう、くるなあ。

　これが神の威い厳げんか。後光とかいうやつなのか、オーラが半はん端ぱない。この人は神だと、理由なく納なつ得とくさせる光だ。

　教皇猊下もたちまちに隣となりのフィリスと同じように床にひれ伏ふしてしまう。

「もう、いいかの？」

「はい、けっこうです」

　光の圧力が消える。しかしアレだな。なんでこの人たちに比べて僕は抵てい抗こう力りよくがあるのかな。これも神様がやってくれた底上げのおかげかね？

「どうした？」

「いや、なんで僕はその光を見てもこんな風にならないのかな、と。なんかしました？」

　ひれ伏している二人を眺ながめながら首を捻ひねる。

「……そう言えば変じゃな。神気に当てられたら人間であればだいたいこんな風になるところじゃが。しかしワシは別に何も…………あ！」

「………あ、って何です？」

　今、思いっきり「やべっ」って顔したよね！　しましたよね！　あ、目を逸そらした！　口笛吹ふくな、トボケ方が古い！

「……神様？」

「あー……その～……ちょっと待ってくれ」

　神様が右手を頭上にかざし、何かの力が放たれた。なんだ今の？

「この二人の時間も止めといた。聞かれると面めん倒どうじゃしな」

　そうなのか？　って、二人ともずっと平伏してるからわかりにくいけれども。

「で？　どういうことです？」

「あー……君は元の世界で一度死んだ。そしてそれをワシが生き返らせたわけだが」

「はい」

　なにを今さら。だからこうして元気で暮らしてるわけで。

「本来、死んだ肉体を修復させるとき、身体の損傷部分や霊れい体たいの欠損部分をその世界の構成物質で修復するのが一いつ般ぱん的てきな復活なんじゃが。君が死んだとき慌あわててのう。肉体を神の世界、神域とでも呼ぼうか。あそこに呼び寄せてから復活させてしもうた」

「……つまり、どういうことで？」

「君の身体や霊体を形作っている物質は神域の物質、わかりやすく言えば神の身体に近いってことじゃ」

　はあ!?　なんだそりゃ!?

「でも僕は走れば疲つかれますし、怪我けがだってしますよ？　神様の身体に近いって言われても……」

「そりゃ生まれ変わって一年も経たってないんじゃからそんなもんじゃろ。他ほかに人より変わってるところとか思い当たらないかの？」

　……思い当たる。魔ま力りよく量りようとか、無属性魔法とか。あれって神様の仕し業わざじゃなかったのか……。いや、結局は神様のせいだけど。

「うっかりしてた。はっはっは」

「はっはっは、じゃないですよ……。それで？　なにか弊へい害がいとかあるんですか？」

「別に何もありゃせんよ。丈じよう夫ぶな身体を手に入れた、とでも思ってりゃいい。変な力に目覚めるかもしれんが、そんときは教えてくれ」

　変な力ってなんだよ!?　僕まであんなビカーッとした光を放つようになるんじゃあるまいな……。

　……まあ、いいや。死ぬとか、なんか副作用があるとかじゃなければ。今まで通り暮らしていけるなら問題ない。

　あ、そう言えば。

「神様、フレイズって知ってます？」

「フレイズ？　なんじゃそりゃ？」

　やっぱ知らないか。僕が送られるまでこの世界をほとんど覗のぞいてなかったって言ってたもんな。神様の言う通り、この世界が滅めつ亡ぼうしそうになってたとしても、それはこの世界の人間がなんとかするのが基本なんだろう。

　しかし、神様がノータッチだとすると、五千年前に誰がフレイズを追おい払はらったんだろう……。

　神様が再び右手を上げて力を放った。二人の時間を動かしたんだろう。琥珀はまだ固まったままだ。なんか仲間外れにしてるみたいで不ふ憫びんだな……。

「二人とも顔を上げておくれ。娘さん、こんなことになってしまって悪かったの」

「いっ、いえっ！　どっ、どどどど、どうかお気になさらず！」

「そこの教皇さんも巻き込んだようじゃな。すまんの」

「は、はっ……お、恐おそれ入ります……」

　二人ともやっと顔を上げた。フィリスの方は二回目とあって、緊きん張ちようはしているが、普ふ通つうに見える。対して教皇猊下の方は青と翠の両目からぼろぼろと涙なみだを流していた。まあ、無理もないか。

「話は聞いておったよ。今まで大変じゃったの。秘密を抱かかえたまま生きていくのは辛つらかったろう。もう大だい丈じよう夫ぶじゃよ」

「なんともったいないお言葉……」

「大丈夫って、どうする気なんです？」

　まさか神様本人がまたビカーッてのをやって、「光の神なんていません。これにて教団解散！」とか言うつもりか？　確かにそれが一番手っ取り早い気もするが。

「そこはほれ、冬夜君がどうにかしてくれるじゃろ？」

　丸投げだ！　無責任過ぎない!?　いや、本来なら神様の手を借りちゃいけないんだろうけどさ！

「うーん……枢機卿たちを倒たおせばいいってもんでもないからなあ。本当のことを国民に伝えたら、間ま違ちがいなくパニックだし」

　それ以前に信じてくれない可能性が高いよな。こっちが嘘つき呼ばわりされるのが目に見える。

「まあ、国民にはなんの非もないわけだけど。成り立ちはどうあれ、光の神を信じてるだけだしな。あの『光と正義の名の下に』っていうなんでもかんでも悪を倒せ！　って考えは、ちょっとやり過ぎな気がするけど」

「この国はもうすでに神無しでは存在できません。せめて教義だけでも変えられれば良いのですが……」

　俯うつむきながら教皇が呟く。

　しかし教義を変えるなんて、そんなに簡単じゃないぞ。今までの信しん仰こうを半分捨てるようなものだからな。どうしたもんか……。

　なにか考え方を変えるような出来事があればいいんだろうけど。神様ホンモノが信者の前に現れたら、もう完全に干渉だしなあ。やっぱり僕らでどうにかするしか……。

「ま、それは冬夜君に任せよう。それよりもこの下のやつ。なんとかした方が良いと思うがのう」

　神様が足で地下牢の石畳をタンタンと叩たたく。下？　それを聞いた教皇猊下が顔を強こわ張ばらせる。

「気付いておられましたか……。この国を建国したラミレス様が呼び出した闇の精霊……それがこの神しん殿でんの地下にまだいることを」

「な!?」

　建国したときからって千年もか!?　一応精霊っていっても召しよう喚かん獣じゆうと同じだろ？　この世界で維い持じするにはどこからか魔力がいるんじゃないのか？　いや、そもそもなんで闇の精霊がまだいるんだ!?

「ラミッシュ教国を建国したラミレス様は、少しずつ闇の精霊に逆に支配され、やがて精神を侵しん食しよくされてしまったのです。そして精霊と一体化したラミレス様は、当時の枢すう機き卿きようたちによってこの地に封ふう印いんされました。これは枢機卿たちにとっても都合がよかった。なぜなら精神に干渉する精霊の特性は失わず、この国においては教団の力となり得たからです。生かされず殺されず、今でもラミレス様は教国の礎いしずえとなっているのです」

　教皇は神様の前で懺ざん悔げするかのように、そう語った。

　なんて話だ。それでこの秘密が当時の枢機卿たちからずっと受うけ継つがれてきたってわけか。この教国の不自然さがよくわかった。魔力もこちらの住人の召喚者と融ゆう合ごうしているなら問題ないわけだ。まともな意識があるとは到とう底てい思えないが。

「お前さんやそこの娘さんのように、魔力への抵てい抗こうが強い者には闇の精霊の力も及およばないが、普通の人たちはそうはいかん。今でも知らず知らずのうちに、そのラミレスとやらの意識に引っ張られているのじゃろうな」

「なら、その闇の精霊をなんとかすれば……」

「少なくとも過か剰じような信仰心は消えるじゃろうな。そこからは当人の気持ちや考え方次し第だいじゃが」

　なるほど。まずは根源を絶つか。それでも「正義のためならなにをしてもいいんだ！」という輩やからもいるだろうけどな。

「しかし、急いだ方がいいかもしれんぞ？　封印といってももうすでにガタがきとる。闇の力が漏れ出しとるからな」

「その通りです。そのせいで都のあちこちで人々が生命力を奪われる現象が起きています。表向きはヴァンパイアのせいとなっておりますが……」

　ヴァンパイア事件の真相はそれか。しかし、生命力を奪っているってのはマズくないか？　それって力を蓄たくわえているってことで……。

「とりあえずその闇やみの精霊ってヤツをなんとかして……。教皇猊げい下かの味方になってくれそうな人たちっていますか？」

「何人かの枢機卿は私と同じように変革を望んでいます。ゼオン枢機卿らの一派と比べると少数ですが……」

　それでもいないよりはマシだな。国の成り立ちとかは隠しておく方がいいと思うが、闇の精霊による精神干渉や、フィリスのように神を否定した者をためらいなく処しよ刑けいするような教えは間違っている。

「では、あとは任せても大丈夫かな？　しばらくは見守っておるから頼たのんだぞ、冬夜君。ではな」

「え!?　本当に丸投げ!?　ちょ……！」

　文句を言う間もなく神様は光の粒と共に消えてしまった。逃にげられた！　くそう、面倒なこと押おし付けて！　少しくらい手伝ってくれてもいいじゃん！

　時間が動き出し、琥珀がキョトンとしている。

《主。なんか今、変な感覚があったのですが……》

《気にするな。害はないから》

《はあ……》

　時間が止まる前と動き出した後で、僕らの位置とかポーズとかが変化したことに、琥珀の感覚がついていけなかったんだろう。説明するのも面倒だし、気にしないでもらいたいところだ。

「……夢を見ていたような気持ちです……」

「私もそう思いました、教皇猊下」

　神様に会えた嬉しさからか、興奮した気持ちを落ち着かせるように呟く教皇を見て、フィリスがクスッと笑う。

　そのとき、ザワッとした感覚が僕の背中を突き抜ぬけた。なにか蠢うごめくような、嫌いやな感じ。下から……まさか。

「ちょっとマズいことになってるみたいだぞ、これ。闇の精霊の封印が外れかけている」

「そんな!?」

　フィリスの顔が蒼そう白はくになる。と、地下から低い地鳴りが聞こえてきた。ますますマズい。とにかくここを脱だつ出しゆつしないと！

【モデリング】で歪めた鉄格子を通り抜け、フィリスと教皇を引き連れて階段を上がる。その間も地鳴りは続き、だんだんと大きくなっているようだった。下手すると崩ほう落らくするぞ、この地下牢！

　左右に扉とびらが並ぶ通路に出てから、一応他に囚しゆう人じんはいないか確かく認にんしたが、幸い誰もいなかったため、そのままさらに階段を駆かけ上あがった。

「なんだ貴様!?　どうやって地下牢か、らあっ!?」

　階段を上りきり、ばったりと出会った牢屋番に思わず麻ま痺ひ弾だんを撃うち込んでしまった。しまった。ここに置いておくわけにもいかないし、面倒な！

「琥珀！　元のサイズに戻もどってくれ！」

『御ぎよ意い』

　突とつ然ぜん喋りだし、大きくなった琥珀に教皇が驚いていたが、説明をしている暇ひまはない。琥珀の背に麻痺した牢屋番を乗せて、僕らは地下から脱出した。

　神殿の回かい廊ろうを走り、中庭らしきところへ出ると、すっかり日が暮れていた。月が高い。時間を確認すると深夜十二時を回っていた。

　ここまでは結界が張られてなかったので、【ゲート】を使って街の中心部へと転移する。

　すでに地鳴りは地じ震しんと呼べるようなモノになりつつある。ただごとではないことを察した住民たちで街中は溢あふれかえっていた。どうやらこの国の人たちは地震というものに免めん疫えきがないらしい。

　琥珀の背から牢屋番を下ろしていると、周囲の人たちが教皇猊下に気がついた。さすがに教皇様は有名人らしく、あっという間に街のみんなに取り囲まれてしまう。それでなくてもこの地鳴りだ。不安で仕方がないのだろう。

「教皇様！　いったいなにが起こっているのですか!?」

「落ち着いて下さい。まずは安全のため、ここから離はなれて……」

　教皇が避ひ難なんをするよう説明しかけたとき、ものすごい爆ばく発はつ音おんと共に、丘おかの上の神殿の一部が吹っ飛んだ。立ち込める土つち煙けむりの中からなにかが這はい出してくる。なんだあれは!?

　大おお雑ざつ把ぱに言うなら巨人。だが、あれは人間の形態をしていない。真っ黒い皮ひ膚ふにねじ曲がった二本の角。脇わき腹ばらから生えた無数の小さな腕うでに、背中から伸のびた六本の触しよく手しゆ。下半身は蛸たこのような足が何本も伸び、眼は無く、大きな口だけが横に裂さけていた。

「ゴ、ガ、グ、ガ、ガァァァァァァァァァァァァ!!」

　そいつは地の底から響ひびくような禍まが々まがしい雄お叫たけびを上げた。

　大気が震ふるえる。都中に轟とどろくようなその叫さけびは、人々を恐きよう怖ふのドン底へ叩き込むには充じゆう分ぶんだった。ガタガタと震え出し、その場で倒たおれる者が出ている。精神に干渉するって能力か？　恐怖の感情を増加させられているのかもしれない。

　禍まがツ神。僕の頭にはそんな言葉が浮うかぶ。アレは闇の精霊とかつてラミレスと呼ばれた召喚師の成れの果て。千年を経て蘇よみがえった怪かい物ぶつだ。

　とにかくデカい。真っ黒い蛸のような足をうねらせて闇の精霊が立ち上がる。禍々しいその姿は見るものに恐怖と嫌けん悪お感かんを与あたえるには充分だった。

　背中の触手を一振りすると、隣に立つ神殿の一部があっさりと破は壊かいされた。轟ごう音おんを響かせながら、さらなる土煙が立ち上る。なんて破壊力だ。

「ゴ、ア、グァ」

　開かれた大きな口から意味不明な唸うなり声が漏れ出す。やがてその口から吐はき出すように、真っ黒い液体がボタボタと落ちた。

　それは地面に落ちる前に、無数の蝙蝠こうもりのような羽を生やした人型のなにかに変わる。首が長くて耳も鼻も両目も無いが大きな口を持ち、上半身は筋肉質な人間、下半身は虫のような足をしている。

　それは空中を羽ばたき、都のいたる場所へと散らばっていった。人々の悲鳴があちこちで響き渡る。

「ガ、グ、ルガァァァァァッ!!」

　闇の精霊が天に向けて咆ほう哮こうする。

「化け物だ……！」

「神よ……助けて下さい……どうか……どうか……！」

　周りから祈いのるような声が聞こえてくる。しかし残念ながら彼らの神こそあの魔物なのだ。

　もうすでにラミレスとしての記き憶おくはないのだろう。アレはただ本能のままに悪意や破壊衝しよう動どうを振りまいているに過ぎない。

「千年前は枢機卿たちが力を合わせて封印したそうですが、もう一度それをすることはできませんか？」

「無理だと思います。当時の枢機卿たちの力にはとてもかないません。今の枢機卿は魔ま法ほうも使えない者が大半を占しめていますし……」

　ダメか。まあ、教皇の言葉に納得できる部分もある。当時に比べ、今の枢機卿は魔法の実力がものをいうのではなく、信仰心とか、政治的手しゆ腕わんとか、そういったものを求められるのだろう。こういった状じよう況きようには役に立たないわけだ。

　仕方ない。こうなったら僕がなんとか……。

　そこまで考えたとき、ふっと脳裏に閃ひらめくものがあった。

　これって教国の教義を変えるのに利用できないか、ということに。本物の神様に来てもらうのは無理だが、僕が神様のフリをしてあいつを倒し、「神しん託たくじゃー」とか言って、教皇になにか告げて立ち去れば、あとあと枢機卿に対しても教皇猊下に有利に動かせるのではないか、と。

　しかしこれは言ってみれば詐さ欺ぎだ。みんなを騙だまそうとしているわけだし。いや、本物の神様の意向に沿っているなら詐欺じゃないのか……？　詭き弁べんかね？

　自分で判断することができず、僕は教皇猊下とフィリスを住人が逃げ出だした民家に連れ込み、思い付いたことを話した。

「……正直、国民を騙すのは気が引けます。しかし、今までよりは良い状況になるのも確かだと思います。私は少なくとも、精神干渉されたり、悪というだけで人を赦ゆるすことができなかったりする教えは無くしたい」

　教皇猊下は僕の方を真っ直すぐ見てきっぱりと答えた。その目に迷いはない。

「私は今まで教皇として、いないとわかっている神を崇あがめよと教えてきました。罪悪感に押し潰つぶされそうな気持ちを抑えて、これも国のために必要なことと自分に言い聞かせて。しかしもし教えを変えることができれば、これからは堂々と神について語ることができる。あなたたちが祈りを捧ささげる神は実在し、我々を見守っていてくれると胸を張って教えを説くことができる。そうなれはどんなに素す晴ばらしいことか……」

　……うん、神様の名を都合よく利用してしまうのは気が引けるが、やってみるか。

　国民も他国の王様が倒してしまうより、自分の信じる神が倒した方が嬉しいだろう。ブリュンヒルドとしては教国に恩を売るチャンスなんだが、教皇個人への貸しぐらいで我が慢まんしとこう。……高坂さんに怒おこられそうだなあ。

「で、でも大丈夫なのですか？　あんな巨きよ大だいな魔物に勝てるんですか!?　しかもあれは闇の精霊なんですよ!?」

「んー、なんとかなるんじゃないかな」

　フィリスの心配ももっともだが、僕の直感ではそれほどやっかいな相手ではないように思えた。

　あの精霊の得意とする分野はおそらく、というか絶対、精神干渉系だ。しかしその能力もどうやらピンポイントで発動というよりは、広こう範はん囲いに浅く発動するものっぽい。だからこそラミレスは教国を建国しようと考えたのだろう。

　僕らみたいに魔力への抵抗力が高ければ、向こうの影えい響きようを受けにくいと思う。ずっと身近にいたらじわじわと浸しん食しよくされるのかもしれないけどな。事実、ラミレスはそうなったのだから。

　戦ってみないとわからないけど、なんとかなるんじゃないかね。問題は神様っぽく戦わなきゃならないってことかなー。まあ、外見とかは【ミラージュ】でどうにかなるんだけどさ。

　表に出ると闇の精霊が長い触手を鞭むちのように地面に叩きつけ、街を破壊し続けていた。やはり基本的な攻こう撃げきは物理攻撃らしいな。なら、なんとかなりそうだ。

　おっと、急がないとこの都が壊かい滅めつしてしまう。僕は教皇たちから離れ、裏路地に身を隠した。その間も教皇やフィリスが街のみんなを励はげまし、神に祈りを捧げている。本来ならばとっとと逃げ出して欲ほしいところだが、今回の場合、必要なプロセスだ。その祈りに応こたえて降臨しなきゃならないからな。

【ミラージュ】を使い、姿を変える。「変える」というか、「そう見えるように幻まぼろしを纏まとう」ということだが。一応、金きん髪ぱつ碧へき眼がんでギリシャ神話の神様のような出いで立ちにしてみたが。もちろんイケメンだ。

「どう？」

『確かにそれっぽいですが、何か足りないような』

　琥こ珀はくが首をひねる。いや、本来の神様はもっと地味だぞ。まあ、琥珀は神様を見たことないからな。神獣なのに。

　神様のイメージ……なら、こうか？　僕は全身から光を放つ幻を纏った。頭の上に輪っかとか、十二枚の翼つばさとかも考えたが、あれってどっちかというと「天使」のイメージだよな。神の使いになってしまっては意味がない。

　よしこれで、と思ったとき、ひとつマズいことに気がついた。普通、こういう神様って空を飛んで現れたりするよなあ。歩いてみんなの前に現れるってのもちょっと……。空を飛べる魔法を覚えておくんだった。神様のフリをするのも大変だなあ！　めんどい！

　仕方ない。まずは空中にこの神様の幻げん影えいを映し出そう。まったく……幻影を纏った意味がないな。まあ、どうせ戦うときは僕がやらなきゃいけないんだけど。

　教皇たちのいる上空へ幻の神様を映し出すと、おおおおお！　と街の人たちの歓かん喜きの声が響き渡わたった。光り輝かがやく神の降臨だ。よし、まずは街中で暴れている、あの眷けん属ぞくどもを蹴け散ちらさないとな。

「【闇よ来たれ、我わが求むは輝きの戦いくさ乙女おとめ、ヴァルキリー】」

　光の御み使つかいを呼ぶのに「闇よ来たれ」ってのも変な話だ。

　神様の幻影の周りに幾いくつもの召しよう喚かん陣じんを生み出し、天使の一部隊を呼び出す。以前帝てい国こくの騒そう動どうのあとで契けい約やくしておいた奴やつらだ。あのときは空を飛べる奴がグリフォンしかいなくて大変だったからな。

《闇の精霊が生み出した敵を倒し、街の人たちを守れ》

　念話で命令を伝えると、一いつ斉せいに戦天使たちは都中に飛び散って行った。

　本当のことを言うと、スマホでロックオンしてから光の魔法をぶつけても良かったんだが、それだと一いつ瞬しゆんで終わってしまうからな。住民たちも何が起こったのかわからないままになってしまうし。言い方は悪いけどこれも演出だ。

　人の命がかかってるのに不ふ謹きん慎しんな、とか言われそうだが、どうもあの眷属らは人間を狙って襲おそってはいないような気がする。ただ、無む茶ちや苦く茶ちやに暴れているだけだ。それでも危険なのは変わらないけど。巻き添ぞえで死んでしまうこともあるかもしれないし。

　神の出現に続き、その御使いである天使たちの登場に都の人々は歓喜に沸わき立つ。

　よし、僕も移動するか。【インビジブル】で姿を消し、神様の幻影を凧たこのように連れて屋根の上を駆けていく。

　まったくサマにならないなあ。やっぱり空を飛べる魔法が欲しいところだ。風魔法かな。いや、だったらリーンとかも飛んでるよな。やっぱ無属性魔法かなー。

　神殿の手前までくると闇の精霊の大きさがよくわかる。

　幻影の神様を消し、同じ幻影を身に纏いながら、【ストレージ】から刃は渡わたり二メートルほどの大たい剣けんを取り出す。

　フレイズの破は片へんでできたこの大剣は【グラビティ】で軽量化してあるので片手で扱える。水すい晶しようのようにキラキラと輝きを放つ剣は、それなりに神秘的なイメージを与えるんじゃないだろうか。

　僕の方へ身体からだを向けてこちらを見下ろす闇の精霊。眼めはないが、そう感じられた。背中の触手が僕に向けて飛んでくる。

「よっ、と」

　それを横に避よけつつ大剣を横よこ薙なぎに振ふるう。触手がズパンと切断され、千切れ飛んだ。不気味な黒い霧きり状じようのものが触手の切断面から溢れ出す。うわ、キモッ。

　そう思う間も無く、千切れた触手の先が雲うん散さん霧む消しようし、触手が再生した。そんな能力もあるのか。面倒だな。

　あまり神様（偽にせ）として手こずるわけにもいかない。【スリップ】で転てん倒とうさせようかとも思ったが、ここまで巨大だと街への被ひ害がいが大きい。……いっそ潰すか。

「ターゲットロックオン。対象、闇の精霊。【グラビティ】発動」

『了りよう解かい。捕ほ捉そく終了。【グラビティ】発動しまス』

　次の瞬しゆん間かん、ゴガァァァッ！　と闇の精霊が【グラビティ】の効果に耐たえられず、横に倒れこんでしまった。

　当然、倒れた精せい霊れいの下した敷じきになった街の一部が崩ほう壊かい、壊滅する。うああ、結局【スリップ】させたのと同じ結果じゃないか！　気まずい。一応神様ってことになってるのにぃ。周りの人たちは避難していたはずだから、被ひ害がい者しやはいないと思うけど。

　マズいな。こうなったら派手に決めて「あんな激しい攻撃だったら仕方ないよね」という方向に……無理があるか。

　とにかく圧倒的な力で終わらせるしかない。そう思って【グラビティ】を加重していくが、効果があるのかよくわからない。こいつには表情もないしな。抑おさえ込むことはできているようだが。なら。

「【光よ穿うがて、輝く聖せい槍そう、シャイニングジャベリン】」

　光の槍やりが闇の精霊の身体を貫かん通つうする。今度はその穿たれた穴が再生することはなかった。やはり闇の精霊というだけあって、光の魔法に弱いということなのだろうか。

「ターゲットロックオン。闇の精霊に合わせて【シャイニングジャベリン】を百……いや、二百発展開」

『了解。捕捉終了』

　上空に小さな光の魔ま法ほう陣じんが次々と展開していく。神（パチモン）の一いち撃げき（二百発だけど）を食らうがいい。

「斉射」

『了解。一斉射撃、開始しまス』
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【シャイニングジャベリン】の一斉射撃に地面が大きく振しん動どうする。光の雨のように降り注ぐ槍に闇の精霊の身体は細かく千切れていき、やがて斉射が終わる頃ころにはその形をとどめてはいなかった。

　千切れ飛んだ身体の破片が黒い霧状に広がり、辺りに漂ただよう。これも多分、闇の精霊なんだろう。時間をかけて復活なんぞされたら面倒だ。徹てつ底てい的てきに排はい除じよする。

「【光よ来たれ、輝きの追放、バニッシュ】」

　浄じよう化か魔ま法ほうを広範囲で叩きつける。眩まばゆい閃せん光こうが辺りを包つつみ、散らばっていた黒い霧を溶とかすように消滅させた。

　光が消え、闇の精霊が完全に消滅したあとには、ひとり分の白骨が転がっていた。やがてそれもバラバラに崩くずれ、灰となって風にさらわれていく。

　あれがラミレスだったのかな。千年の時を経て、やっと解放されたのだろう。自業自得とはいえ哀あわれなものである。

　さて、ここからが正念場だ。頑がん張ばってみんなを騙しますかー。







　　　　　◇　◇　◇







　街の方を見やると大歓声が響き渡っていた。夜の闇の中、人々の声がここまで聞こえてくる。

「やった！　やったぞ！」

「光の神・ラルス様万ばん歳ざい！　やはり悪は滅ほろびるのだ！」

「邪じや悪あくな悪あく魔まめ！　我らの神の怒いかりを見たか!!」

　市民たちは熱ねつ狂きように包まれているが、なんだろうな、イラッとする。

　精神干かん渉しようによるものもあるんだろうが、勝手なことばかり言ってるな。その神の怒りとやらを見せてやろうか。

　このままじゃ何も変わらない。考えを変えさせるためには一回説教せんといかん。

「ターゲットロックオン、範囲は都中。半径十メートル以内に人がいないところへランダムに【ライトニングジャベリン】を発動。発動数は三百」

『了解。目標捕ほ捉そく。【ライトニングジャベリン】発動しまス』

　突然、天空より三百もの雷かみなりが都中に落ちる。再び悲鳴や叫び声が巻き起こり、都中がパニックになった。

　スマホを操作し、街中の至るところに僕ぼくの映像を映し出す。遠くの奴にもよく見えるようにな。

『軽々しく正義を語るな。お前たちの歪ゆがんだ正義があの怪物を生み出したことにまだ気付かぬか、愚おろか者め』

　と、いうことにしとこう。【ゲート】を使い、教皇を崩れた神殿の前に立つ僕の目の前に呼び出す。空中のモニターに映し出されたそれを見て、おおおっ、と人々の声が上がった。目配せをして教皇猊下が跪ひざまずき、頭を下げる。

『御おん身みは光の神・ラルス様であらせられますか？』

『否いな。我は光の神ではあるが、ラルスなどではない。ラルスなどという神は存在しない』

　都中がどよめきに包まれる。そりゃそうだ。自らの神が否定されたのだから。

『我はそなたに神託を与えに来た。前へ』

　進み出た教皇の額に手を当て、二人を眩まばゆい光の幻で包む。小芝居も疲れるなあ。むろん、神託なんぞ何もない。

　光が消えたあとに、教皇は頭を地面につけてひれ伏す。やり過ぎじゃないっスか、それ。

　まあいいや。あとは最後の仕上げだ。

『もうひとつ、正義の名の下に神の名を騙かたり、罪を重ねた者に罰ばつを与えねばならぬ』

　教皇の時と同じように【ゲート】を使い、僕が謁えつ見けんした時に揃そろい踏ぶみしていた面子メンツを呼び出した。ゼオン枢機卿をはじめ、その姉である教皇を騙ったキュレイ枢機卿、聖せい騎き士したちが一斉にその場にひれ伏す。

『罪を認めるか』

「わっ、我々は何も罪など犯おかしてはおりませぬ！　神の敬けい虔けんなる僕しもべとして……！」

　ゼオン枢機卿がひれ伏しながらも僕に訴うつたえかける。神様（ニセモノだけど）を前にしてもまだそんなこと言うか。騙せるとか思ってるとしたら、本当に神を舐なめてるんだな。

『愚かな。無実の少女に罪を被かぶせ、処刑しようと画策した挙げ句、教皇であるこの者を地ち下か牢ろうに閉じ込こめたこと、知らぬと思うてか』

「そっ、それはっ……！」

　枢機卿たちが顔面蒼白になる。それを聞いていた国民たちがざわざわと騒さわぎ出した。教国の聖職位たる枢機卿や聖騎士たちがそんなことをしていたという事実に、ショックを隠かくせないようだ。

『それだけではなく、神を騙った数々の罪状をここでひとつひとつ暴あばいてやるか？』

「うぐっ……！」

　枢機卿たちが黙だまり込む。カマをかけてみたらこれだ。神の名を利用していろいろあくどいことをしてきたんだろう。救いようがないな。

　こいつらは自分たちの神がいないと知りながら、都合のいいように私利私欲に利用してきたわけだ。情状酌しやく量りようの余地はない。

『悔くい改めよ』

「うぐうっ！」

　こっそりと【パラライズ】を使い、全員を麻ま痺ひさせた。その場に倒れた枢機卿たちを一いち瞥べつし、教皇に語りかける。

『この者らの処置はそなたに任せる』

「はい」

『光と闇は表裏一体、正義も悪もすべて人間の心が生み出すもの。過ぎたる正義は身を滅ぼすものと心得よ。我はそれを望まぬ』

　人々に向けて言い放つが、うまい言葉が出てこないな。やっぱり僕は詐欺師には向いてないようだ。ボロを出す前に退散するか。

　街中に散らばっていたヴァルキリーたちが僕の周りに集まってくる。

『さらばだ、人の子らよ』

　ヴァルキリーたちが一斉に輝く。みんなの目をくらませたスキに【ゲート】を使って物もの陰かげに隠れた。光が消え失うせたあとに幻で輝く天使の羽を散らばらせておく。演出演出。

　教皇が立ち上がり、声高らかに宣言する。

「神は去られた！　我々はこれから罪を償つぐない、神の意に反していたことを悔い改めなければならない！　神はおっしゃった。自らの力で歩き、苦難も試練も己で切り開くように努力せよ、と。神は我らを見守って下さる！　感謝の祈りを！」

　おおおおおおおおおお！　と人々の歓喜の声が都中に響き渡る。さすがと言うかなんと言うか。本職は違ちがうねえ。これがカリスマってやつなんかなー。

　ともかくなんとかなりそうな感じだな。神殿の陰から教皇の演説に沸く人々を見ていると、マナーモードにしていた懐ふところのスマホが震え、着信を知らせた。

「はい、もしもし。神様ですか？」

『そうです、神様です。はっはっは、君もなかなかの神様ぶりじゃったのう。これでひとまず安心かの』

「まあ、とりあえずは。変な精神干渉はもう消えたろうし、これからは自分たちの考えで神を信仰するかどうか判断できるんじゃないですかね」

　ある意味、「神」という鎖くさりでつながれてた集団意識に楔くさびを打ち込んだとも言える。確実に国力は下がるだろう。けれどこれで理り不ふ尽じんな正義で虐しいたげられる者の数はぐっと減ると思う。

　それでも光の神・ラルスを信仰し続ける者もいるかもしれないけど、それもまあ良し。神を信じるも信じないも自由なのだから。ただ、国教がこうなった以上、自分勝手な正義を振りかざして、他人をどうこうするようなことはできないだろうけど。

『全部任せてしまってすまなかったの。娘むすめさんや教皇さんにも謝あやまっといてくれ』

「気にしないで下さい。それよりも本当にたまにでいいんで、この国も覗のぞいてみて下さいよ」

『わかった。善処するよ』

　神様との通話を終えて【ゲート】を使い、フィリスと琥珀のところへ転移する。

「陛下……ありがとうございました」

　僕の姿を見るなり、フィリスは涙ぐんで頭を下げてきた。特に礼を言われるようなことはしてないんだけどな。もともと僕が騒動のきっかけを作ったようなもんだし。

「神様が君と教皇に謝っておいてくれってさ。これから大変だと思うけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい。神様が見守って下さいますから」

　迷いの無い瞳ひとみでしっかりと頷うなずくフィリス。どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　事後処理というか、僕が【グラビティ】をかけたせいで壊こわしてしまった建物や、破壊された神殿を【モデリング】で直そうとしたら、教皇猊下に止められた。あまり僕がここで力を見せつけるのはよろしくないとのことだ。あの神の正体がバレるかもしれないし、僕はここにいない方がいいか。

　神の新たな教えを説いて聞かせる教皇猊下を眺ながめながら、フィリスに連れん絡らく用ようのゲートミラーを渡しておく。短い別れの挨あい拶さつをして、僕と琥珀はブリュンヒルドへと【ゲート】で帰路についた。










　数日後、ラミッシュ教国に神が降臨なされ、闇の邪じや神しんを打うち倒した、という噂うわさが流れてきた。信仰心の薄うすい他の国では一笑に付したものだったが、それ以降、教国の教義が変わり、信仰の対象も「光の神・ラルス」から「光の神」へと変わった。そして「光と正義の名の下に」という言葉は消えたという。

　ラミッシュ教国を建国したのはラミレスであり、それを助けたのは光の神であることは変わりがなかった。ただ、「正義の神・ラルス」という存在が消されただけだ。

「まさか神様のフリをするなんて……罰が当たるわよ、冬夜」

　エルゼが冗じよう談だんめいて口を開く。みんなにはラミッシュで何があったかちゃんと説明しておいた。もちろん神様のことは伏ふせて話したが。

　教皇に反目していたゼオン枢機卿やキュレイ枢機卿、他の聖騎士たちは、私財を没ぼつ収しゆうされた上、破門、牢ろう獄ごく送りとなった。没収された額はかなりのもので、寄進やお布ふ施せという名目であくどく稼かせいでいたらしい。教皇はそのお金を今回のことで被ひ害がいにあった人たちへの補ほ償しよう金きんとした。

　牢獄送りになった彼かれらは教国建国の秘密を知っているが、おそらく誰だれも信じないだろう。なにせ大勢の前で、神の名を騙る咎とが人にんだと神本人に断罪されているのだから。

　しばらくして再び、ラミッシュから使者がやって来た。司祭から最年少で枢機卿となったフィリスが謁見の間で頭を下げる。

「元気そうだね」

「公王陛下もおかわりなく」

　形だけの挨あい拶さつを済ませると、フィリスが持ってきた書簡に目を通す。かいつまんで言うと、以前言っていた、深く誼よしみを結びたいという旨むねが書いてあった。

　今回は国教にしろだとか、洗礼を受けろだとかの要求はない。単に仲良くしましょうという手紙だ。

　それ自体は悪いことではないので、僕は受け入れることにした。多くの国と国交を結ぶのはこの国の発展のためには必要なことだ。害となる国とは結ぶ必要はないが。

「どうなることかとヒヤヒヤしましたが、結果丸く収まりましたな。これもラミッシュに現れた神の思おぼし召めしなのでしょうか」

　謁見の間からフィリスが去ったあと、隣となりにいた高坂さんが安あん堵どの息を漏もらしながらちらりと僕を見る。

　高坂さんには事の顛てん末まつを話してはいないが、その場に居合わせたということは伝えてあった。僕がラミッシュに行き、神の降臨が起きた。そんな都合の良さになにか思うところがあるらしい。

「神なんているのでしょうかね？」

「さあ。信じる人の心にはいるし、信じない人の心にはいない。そういうことでしょ」

　イギリスの作家、ジェームス・バリーが書いた「ピーターパン」の世界では、「妖よう精せいなんかいない」と子供がつぶやくたびに世界中の妖精がひとりずつ死んでいくという。

　信じるということはその存在を認めることであり、誰にも束そく縛ばくされることのない想おもいではないのかとも思う。

「陛下は神を信じておいでで？」

「そりゃあ信じてるさ」

　どこかであの飄ひよう々ひようとした神様の笑い声が聞こえたような気がした。







第四章　公国の歩み







「空を飛びたいんだけど」

「って言われてもねぇ……」

　バルコニーで紅茶を飲みながらリーンは眉まゆをひそめた。

　先日のラミッシュでのことや、その前の帝国のクーデターのときにも思ったが、空を飛ぶ敵を相手にすることもある。そのとき飛べるのと飛べないのでは雲うん泥でいの差だ。

　グリフォンとかを呼び出してそれに乗って戦うってのもアリだが、やはり自分自身で飛んだ方が何かと便利なはずだ。そこでリーンにそんな魔法はないか聞いてみたのだが。

「風属性で自分を飛ばすってのはできるけど。たぶん自由自在にってわけにはいかないわよ？　もともとは敵を吹き飛ばす魔法だし。飛ぶというよりは飛ばされるって感じだけど」

「うーん、それはなあ……。やっぱり無属性魔法か？」

「でしょうね。あいにく私は知らないけど」

　魔法に長たけた妖精族でも知らない魔法があるのかと聞くと、無属性の魔法を覚えることは不可能なので調べても意味が無いんだそうだ。

　あ、そうか。無属性魔法は個人魔法。他人が知ったところで普ふ通つうは使えないんだっけ。そんな魔法を調べたところでどうしようもないもんな。

　となると無属性魔法の載のっている文ぶん献けんから調べるしかない。分厚い辞典のような面白魔法百科を本屋から買い占めて城の書しよ斎さいに集めた。この本には古今東西の無属性魔法が解説されて載っている。その内容はくだらない魔法から使える便利な魔法まで様々だ。この蟻ありの歩みを一直線にする魔法ってのはどういう時に使うんだ？

「冬とう夜や兄ちゃん……この中から本当に探すの？」

　手が空いていたレネに手伝ってもらおうと思ったのだが、一冊の厚さにうへえ、という顔をした。だよなあ……。

　この手の本のタチの悪いところは、それぞれ出版社というか編集者が違うので、載っている魔法がカブりまくってるというところだ。一度見た魔法を別の本で何回も見るハメになる。【ゲート】なんか有名なんでほとんどの本に載っている。

「まあ、とりあえず探してみよう。午後になったらシェスカとかレインさんとかも手伝ってくれるみたいだから」

　書斎の椅い子すに腰こし掛かけてレネと一ページ一ページ、本をざっと確認していく。一応探すのは「空を飛ぶ魔法」だが、それに類似した魔法や、使えそうな魔法があったらチェックするように頼たのんだ。

　おそらく【フライト】か【フライ】、そのあたりだと思うんだが、魔法名だけ当てずっぼうに唱えても発動しないんだよなあ。どういったわけか。きちんと存在している魔法だと認にん識しきする必要があるのか、僕が理解しないとダメなのか。

　時々思うんだけど、僕のこの能力ってコピー能力じゃないかと思ったりする。存在した魔法を複製して自分のものにしてしまう、そんな感じ。

　しかし無いなあ。面白おもしろい魔法はたまに見つかるんだが。この指定した言葉が話せなくなる【タブー】なんかは面白いと思うんだが、使いどころがわからんな。いや、例えば【ファイアボール】を禁句にしておけば、その呪じゆ文もんを相手は使えなくなるのか？　ひとりにつきひとつの言葉らしいから、そこまでの効果は望めないかもしれないが。

「冬夜兄ちゃん、これは？」

「……いや、これはいいや」

　レネに見せられたページにあったのは【モザイク】。どういう時に使うんだよ……。どうやら目視妨ぼう害がいの魔法らしいが、卑ひ猥わいなイメージしか浮かんでこない。そもそもモザイクってのは模様を表す装そう飾しよく法ほうだろ。なんでそっちの効果なんだよ。

　任意の音を消去する【サイレンス】、逆に音声を拡大する【スピーカー】、不可視の障しよう壁へきを生み出す【シールド】。

　使えそうなものも何個か見つかった。【サイレンス】は音が聞こえなくなるだけで、呪文を防ぐ効果は無いようだが。唱えることができなくなるのではなく、聞こえなくなるだけだから当たり前か。

　しかし、肝かん心じんなものが見つからないな……。

「お」

　ページをめくっていた手を止める。

【レビテーション】。物体を浮ふ遊ゆうさせる魔法。ただし術者の手の届く高さまで、か。二メートルくらいか？　重いものを運ぶ時は使えそうだけど、【ストレージ】があるしなあ。あ、でも【ストレージ】には生き物は入らないから、人とか動物を運ぶ時は役立つか。

「【レビテーション】」

　試ためしに机の上の本にかけてみた。分厚く重そうな本がふわりと宙に浮く。おお、ホントに浮いた。本を空中で動かしてみる。ふむ、自由自在に動くな。確かに僕の手の届く高さよりは上がらないようだ。

　試しにレネに【レビテーション】をかけると、レネの力では空中で自由には動けないようだった。泳ぐような動きをしているが、少ししか進んでいない。でも少しでも進むってことは、何か団扇うちわみたいなものがあればそれなりに進むのか？

　僕が部屋の中を飛ばせてやるとレネは喜んでいたが、これは「飛んで」いるのだろうか？

　二メートルくらいの高さまでしか上がらないし、速さは歩くスピードと同じくらいだしなあ。あ、でも【エンチャント】すればアラビアンナイトみたいな魔法の絨じゆう毯たんを作ることも可能か？

「とりあえずこれはキープだな」

　考え方次し第だいではいろいろ使えそうな魔法だ。

　そのあと午後になってシェスカとレインさんが手伝ってくれた。倍になったスピードで四人で探していると、二時間ほどしてシェスカがそれを見つけた。

「【フライ】。間違いない、これだ。魔ま力りよくによる浮遊と推進。かなりの魔力を食うようだけど、たぶん大だい丈じよう夫ぶだろう」

　これを使えた人は三分ほどだが自由自在に飛ぶことができたらしい。しかし魔力が切れると地面へと真っ逆さまか。まあ、僕の場合【ゲート】で非常時には避ひ難なんできるからなんとかなるんじゃないかな。【ゲート】ひとり分の魔力なら三秒もあれば回復するし。

　まずは試しだ。とにかくやってみよう。

　城の訓練場までいき、魔力を集中する。レネやシェスカ、レインさんの他に、訓練中のニコラさんやエルゼ、山やま県がたのおっさんたちも見物にやってきたが、気にしないようにする。集中、集中。

「【フライ】」

　ふわっと身体が一メートルほど浮く。おおっ。その場でぐるぐると身体の向きを変える。ふむ、思ったように動くな。もうちょっと高く飛んでみるか。そう念じるとギャッと一気に数十メートルも上じよう昇しようしてしまった。とっとっと！

　加減がまだわからないな。触さわったことのないラジコンを操作してる気分だ。しかし高いなあ。どこまで高く上昇できるか試してみたが、途と中ちゆうで寒くなってきたのでやめた。息苦しいし。

　今度はどれだけスピードを出せるか試してみる。しかしこれも途中でやめた。風の抵てい抗こうが半はん端ぱない。目を開けていられないほどだ。

　うーん、どうしたもんか。あ、【シールド】を張ればいいのか。円えん錐すい形けいの障壁を張ってみたらなかなか快適だった。うん、かなりのスピードで飛べるぞ。

　あとは小回りかな。宙返りしてみたり、急停止、急降下、急上昇、ジグザグ飛行、といろいろ試してみる。なんか楽しくなってきた。よーし、次は三回転宙返りだ！










「で、調子に乗ってたら気持ち悪くなって降りてきたわけ？」

「面目ない……」

　僕は木こ蔭かげでエルゼに膝ひざ枕まくらされながら、ぐったりとしていた。だいぶ落ち着いてきたが、いや、ひどい目にあった……。

　そういや僕、あんまり絶ぜつ叫きようマシンとか乗ったことなかったなあ。まさかこんな感覚になるとは……。あれだね、ガウの大河を渡ったときも思ったけど、船に酔よわないからとか関係ないんだね。

　なぜだかこういった酔い系には【リカバリー】が効かないしなあ。前に酒に酔っ払ぱらった馬ば場ばの爺じいさんにかけてみたら、面白いくらい素面しらふに戻もどったのに。まあ、酒と乗り物の酔いは違うものだからな。馬場の爺さんは素面になったあと、また飲み始めてたし。

「それ以外で問題はなかったわけ？」

「一応大丈夫だと思う……あんまり高く飛ぶと寒いかな」

　あ、そういや寒さを防ぐ【ウォーミング】の魔ま法ほうがあったじゃんか……。でも、どのみち空気が薄いし、無理して高く飛ぶ必要はないか。

　いつまでも膝枕してもらうのも悪いので身体を起こす。こういうのもあんまり恥はずかしくなくなってきてるな……。バカップルみたいに見られてないだろうか。

「ねえ、冬夜。その飛行魔法ってのをかけられたら私も飛べる？」

「いや、たぶん無理。操作系の魔法じゃないし。エルゼの【ブースト】をリンゼにはかけられないだろ？　あれと同じだよ」

「そっかー……」

　残念そうにため息をつくエルゼ。なんだ、飛んでみたかったのか？

「僕が抱だき上げれば飛べるけど？」

「や、それは……なんか恥ずかしぃ……」

　もじもじと赤くなって俯うつむくエルゼ。膝枕は平気なのに？　基準がわからん。

「あ、でも【レビテーション】と組み合わせれば飛行はできるかも？　エルゼが自由自在に飛べるってわけじゃないけど」

　試しに【レビテーション】でエルゼを宙に浮かせてみる。突とつ然ぜんのことにエルゼは驚おどろいて暴れていたが、しばらくすると落ち着いたようなので、そのまま上昇させる。やっぱり僕の手が届く高さで止まった。
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「【フライ】」

　ここで僕が飛行魔法を使う。僕が上昇するにつれてエルゼも上昇した。やっぱりか。僕の高さにあわせて上下させることができる。きちんと意識していれば【レビテーション】で浮かせた人を連れて飛べるわけだ。

　そのまま飛んで城のバルコニーに着地した。うん、問題無いだろ。エルゼが安心したように胸を撫なで下ろす。

「ふわふわしてて慣れないと怖こわいわね。やっぱりあたしは飛べなくてもいいわ」

　ありゃ。まあ、落ちたら死ぬかもしれないし、それを自分じゃなく他人が操ってるってのはどうしてもそんな感じになるか。

　とりあえず目的は達成したし、これで空を飛ぶ魔ま物ものとかとも対等に戦える。いつマンタ型みたいに、空を飛ぶタイプのフレイズがまた現れないとも限らないからな。

「もう一回飛んでくる」

「今度は酔わないようにしなさいよ」

　エルゼに見送られて城の上空をひと回りし、街かい道どう沿いに飛んでいく。上から見るとけっこう町並みが広がったのがわかるなあ。感かん慨がい深ぶかいものがある。

　まだ商店街といった感じで町って感じじゃないけど。子どもたちがベーゴマで遊んでいる路地裏へと着地する。

「うわっ!?　なんだへーかかぁ！　びっくりしたあ！」

「空を飛んできたの!?」

「すごーい！」

　子どもたちの尊敬の眼まな差ざしがちょっと気持ちいいな。浮かれるほどじゃないけど。

「ああ!?　この店は客にこんなものを出だしておいてすみませんで済ますのか!?」

　通りに野太い男の声が響き渡る。子供たちがいた路地裏からひょいと通りに顔を向けると、何やら喫きつ茶さ店てんの方で揉もめているらしい。

　大おお柄がらな戦士風の男が二人、喫茶店のテラスでウェイトレスに詰つめ寄よっている。

「飯の中にタバコの吸すい殻がらが入ってるじゃねえか！　こんなもんに金なんか払えるかよ！」

「この落とし前はどうしてくれるんだぁ!?　俺おれたちが気付いたからいいものの、食ってたら腹を壊してたかもしれねえんだぞ!?　わかってんのか、ああ!?」

　ガラの悪い奴らだな。まるでチンピラだ。完全に言いがかりだろ、あれ。

　僕はその店の前まで行くと、ウェイトレスさんに話しかけた。

「どうしたんですか？」

「あ……！　こ、この方たちが食事の中に吸殻が入ってたって……でも、嘘うそです。この店にはタバコを吸う店員はおりません！」

「だ、そうだけど？　あんたらのどっちかが間ま違ちがって落としたんじゃないのか？」

　ウェイトレスさんを後ろに庇かばってそう言ってやると、椅子を蹴け倒たおして戦士風の二人が僕を睨にらみつけてきた。

「あぁ!?　おう、ガキ。随ずい分ぶんと舐なめたこと言ってくれるじゃねえかよ」

「よっぽど痛い目にあいたいようだなァ……！」

　二人が指をボキボキ鳴らしながらこちらへ歩み寄ってくる。ここではちょっと邪じや魔まになるな。

　僕は男たちの腕うでを取ってポイポイッと街道の真ん中に放ほうり投げた。

「ぐえっ!?」

「おぶうっ!?」

【グラビティ】で軽くしたからよく飛ぶな。何が起こったのかわかってない様子の二人が立ち上がり、一人は斧おの、一人は大剣を手にして僕に向かってきた。

「【スリップ】」

「うぎゃっ！」

「ぐへぇっ！」

　二人のチンピラが盛大にすっ転ぶ。そのまま【グラビティ】で重量を加増し、動けなくしてやる。あまりの重さに動けなくなっている二人にしゃがみ込み、声をかけた。

「うぎぎ……！」

「ウチの国でああいうことされると迷めい惑わくなんだよね。一応王様としてはさ、見過ごせないわけで」

「「!?」」

　僕が身分を明かすと二人は目を見開き、心底驚いた顔になる。まったく本当に迷惑な奴やつらだな。さて、どうするか。

　あー、そういやウチの国って牢ろう屋やみたいなの無いなあ。この際だから作っとくか。

【ストレージ】から鉄の塊かたまりを取り出し、三畳じようほどの牢屋を作って【エンチャント】と【プログラム】を施ほどこす。そして装備や持ち物を没収した二人をどかっと放り込んだ。

　牢屋と言っても一面だけが透とう明めい化かされた鉄の箱だ。格こう子しは無い。空気穴はちゃんと小さく天てん井じように空いている。

　さて、罰を受けてもらおうか。扉とびらを閉めた途と端たん、二人が絶叫し、悲鳴を上げ始めた。正確には悲鳴を上げていると思う。耳を塞ふさぎ、悶もだえ続けている。しかし外にまでその声は届かない。【サイレンス】で防いでいるからな。

「あ、あの陛下？　中で何が……」

「ん？　『音』をね、聞かせてるだけだよ」

「音？」

「黒板を爪つめで引っ掻かく音とか、素焼きの皿をフォークで引っ掻く音とか、そんなやつを延々と」

「うわあ……」

　ウェイトレスさんが引いてるが、まあ、気にしないようにしよう。

　そのうちやっと警備係の者が駆かけつけてきた。扉を開ければ音が止まるようにしてあるから、頃合いを見て解放してやるように伝えて、鍵かぎを渡わたしておく。

　まだまだやることがいっぱいあるなあ。あんなのがいるんじゃ国の治安をもっとよくしないと。そろそろ正式に騎き士し団だんでも作るかな。

　そんなことを考えながら僕は城へ向けて飛び立った。
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「というわけでそろそろ騎士団を立ち上げようかと思うんだけど」

　そんなふうに僕が切り出すと、会議室の円えん卓たくに座すわっていたみんなの中から高こう坂さかさんが立ち上がった。

「現在の国益から無理のない範はん囲いで申しますと、まず元・武たけ田だの希望者が三十名。こちらはもともと我々の部下なので、身元もハッキリしております。これを十五名ずつ馬場、山県の配下につけます。それと椿つばきが率いる元・武田忍しのびの隠おん密みつ部隊が十名ほど。そして新規に募ぼ集しゆうする定員は六十名前後。まずはこの計百名ほどでどうかと」

　新規で六十名か。まあ初めはそんなもんでいいだろ。大きい町でもないわけだし。

　会議室には僕と高坂さんの他に、馬場、山県、内ない藤とうの元・武田四天王、忍び頭の椿さん、あとはレインさん、ノルンさん、ニコラさんの三騎士が揃そろっていた。このうち高坂さんと内藤のおっさんは正確には騎士団ではない。でもこういうことを決定するときにはいてもらった方がいいだろうからな。

「応募資格とかはどうするんだ？」

　口を開いた馬場の爺さんの質問に僕が答える。

「そうだな……まず当然ながら犯罪者、お尋たずね者は却きやつ下か。男女問わず。種族も問わず。身分も年ねん齢れいも問わない」

「そんな募集をかけたらわんさと来るんじゃないのか？」

　山県のおっさんの言うことももっともかもしれないが、どこに優すぐれた人材がいるかわからないし、とりあえず多く募集するのは悪くないと思う。

　その玉石混交の中から玉を見つけるのが僕らの仕事だ。

「ところで団長とかはどうするんですか？」

　内藤のおっさんが軽く手を上げて発言する。騎士団の団長か。ちらりと馬場の爺さんと山県のおっさんを見ると、

「ワシらはゴメンだぞ。そんな面めん倒どうなこと。一隊長で充じゆう分ぶんだ」

「俺も。性に合わねえし、若い奴らの方がいいだろ」

　あ、やっぱり。前から言ってたもんなあ。武田で武将やってたんならやってくれてもいいのに。もう懲こりたってことなのかな。と、なると……。

「三人の中から選ぶってことか」

「僕らですか!?」

　レインさんがウサ耳をピンと伸のばして立ち上がる。ノルンさんもニコラさんも目を丸くしていた。ウサギとオオカミとキツネの獣じゆう人じんであるこの三人が今のところ正式なウチの騎士だからな。

「まあ、他にいないし」

「で、でも、僕らには団長なんて無理ですよ！」

　慌あわてふためきながらレインさんが両手を振ふる。横の二人もウンウンと頷うなずいていた。

「んー、まあ百人ぐらいだし、各々で隊を作って有事の際は僕が統率、って形でもいいんだけど。それでも僕が不在の時とかやっぱり必要だと思うんだよ」

「ですが……」

　とにかく団長は必要だ。少人数だとしても、一応騎士団なんだし。問題はどうやって決めるかだが……。三人とも一長一短あるからなあ。

　ニコラさんは真ま面じ目めだが融ゆう通ずうがきかないし、ノルンさんは人当たりがいいけど大おお雑ざつ把ぱだし、レインさんはなんでもそつなくこなすけどちょっと引っ込み思案だし。

「まあ、君らのうち一人が団長で残りの二人が副団長ってことにしよう」

　僕がそう言い放つと、ニコラさんが手を上げた。

「私は団長にレインを推すい薦せんします」

「あ、あたしも～。レインちゃんがいいと思う」

「ええっ!?」

　レインさんが裏切られた！　みたいな顔をして二人を睨む。二人が推薦してくれるなら揉もめないですむんで、こちらとしては願ったり叶ったりだが。

「ふ、二人ともなに言ってるの!?　僕ぼくなんかよりニコラの方が向いてるでしょう!?」

「いや、冷静に考えて君の方がいい。ノルンは大雑把だから団長としてはいささか問題がある。サボりぐせもあるしな。私では柔じゆう軟なんな発想はできないし、たぶん部下に厳しく接すると思う。団長としてはそれはまずい。よく人を従わせるには飴あめと鞭むちというが、間違いなく私は鞭の方だ。騎士団の団長はなるべくなら飴の方がいい」

　ふーん、客観的に見てるんだなあ。アレだ、イメージとしては新しん撰せん組ぐみの土ひじ方かた歳とし三ぞう。あの「鬼おにの副長」の立ち位置だな。局長である近こん藤どう勇いさみを立て、その傍かたわらで冷れい徹てつなまでに隊員を厳しく律する。確かにそういう人物はいた方がいいと思うけど。

「じゃあ、レインさんが団長と。そういうわけで」

『異議なし』

「ええっ!?　待ってくださいよ！」

　ここ数ヶか月げつ、馬場の爺さんと山県のおっさんに毎日のように鍛きたえられ、ベルファスト王国やレグルス帝てい国こくの猛も者さたちとも剣けんを交えて教えを請こい、メキメキと三人は力をつけた。素質はかなりのものだったし、もともと獣人なだけに基本的に身体能力はズバ抜ぬけてるしな。

　それにある意味、これはうってつけの人選かもしれない。獣人であり、女性であるレインさんが団長なら、この国では種族も性別も関係ないということがわかってもらえるんじゃないかと。

「まあまあ、団長と言っても他の国で言ったらまだ小隊長クラスだから、そんなに気負わないでも。他の二人は副団長としてサポートよろしく」

「はっ」

「任せてくださいよー」

　ニコラさんが生真面目に、ノルンさんがケラケラと笑いながら返事をする。当のレインさんは「ええー……」と力無く椅子に座り込んだ。ウサ耳もしゅんと垂れ下がっている。

　なんか気が引けるがここは頑がん張ばってもらうしかない。できるだけ僕もサポートするけどさ。

　あとはビラとか作っていろんなところに貼はらせてもらうか。ベルファストやレグルスの冒ぼう険けん者しやギルドとかに置かせてもらえばそれなりに目に留まるだろ。

　そのあとみんなで話し合い、選考会は一ヶ月後ということで決まった。










　で、一ヶ月後。

「え？」

「ですから。定員六十名のところに千人以上の希望者が集まっています。これは予想外でした」

　高坂さんが告げた人数に思わず聞き返してしまった。千人以上ってそんなにか。確かにいろんなところで募集のビラとか撒まいたけど、こんなにくるとは。明らかにこの国の国民より多いぞ。

「なんだってそんなことに……」

「陛下はベルファストでは唯ゆい一いつの銀ランクの冒険者、レグルスではクーデターを鎮ちん圧あつした英えい雄ゆう、ミスミドでは竜りゆう殺ごろしですからな。その名声に引かれてやってきたのでしょう。もちろん冷やかしや、他国の諜ちよう報ほう員いんもいるかもしれませんが」

　なるほど。まあ多いに越こしたことはないかな？　いろんなタイプの奴らが集まった方が臨機応変に対処できそうだし。

「それで陛下はどのようにして選考なさるおつもりで？」

「うーん、どうしたらいいですかね？　実はまだ決めてない」

　どういった基準で選んだらいいのか見当もつかないからなあ。

「陛下がどのような者が我わがブリュンヒルド騎士団に相応ふさわしいと考えているかによって変わってきますな。なによりも力が重要と考えるならば、全員戦わせて上位六十名を召めし抱かかえればよろしいかと」

　さらりと言うね。いくら実力があっても単なる乱暴者とかならお断りだ。そう考えると、まずはこの国の人たちのことを一番に考えられる人物が理想かな。いろんな思おも惑わくがあってうちに来たんだろうけど、そこは譲ゆずれない。

　しかし、一人一人面接していたんでは時間がかかり過ぎる。どうするかな。
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「ブリュンヒルド騎士団入団希望者はこちらへおこし下さーい。順番、順番にお願いしまーす」

　城の城門前に設置された受付で希望者が書類に名前、性別、種族、年ねん齢れい、出身地、自己アピールなどを書いて、受付のラピスさんから番号札の書かれたバッジを受け取る。そのあと手の甲こうに同じ番号のスタンプを押おしてもらい、今日はそれで終わりだ。選考会は明後日あさつてとなる。

　バッジは今日、明日と外出する際は胸とかわかりやすいところにつけておいてもらう。

　実はこれがすでに一次審しん査さだ。国民のみんなにはすでに話が行き渡っているが、彼らが滞たい在ざい中ちゆうに悪い印象を持った者をバッジの番号で書きとめてもらうことになっている。内容も書いてもらうので、例えば店で乱暴を働くとか、女性店員に手を出すとか、そんなことをすればたちまち報告書に書かれる。

　頭のいい奴ならバッジを渡された時点でこれがどういった意味を持つか察しがつくかもしれない。

　これはウチの騎き士しに「相応しい者を見つける方法」ではない。「相応しくない者を見つける方法」である。バッジの意味も考えず、自分が守るべき者になるかもしれない人たちに迷惑をかける奴なんかいるもんか。

　さらに椿さんの配下の忍びたちに【ミラージュ】をかけて、獣人とか魔ま族ぞくになってもらい、町をうろついてもらう。この人たちを見て差別するような奴らもいらない。

　入団希望者の三分の一がそういった亜あ人じんたちなので、採用されれば当然そういった者たちと同どう僚りようになる。そこで「獣人のくせに」とか「魔族のくせに」とか差別するような奴らは百害あって一利なしだ。

　あとは百匹ぴきほどの猫ねこの使い魔を呼んで町に放っておいた。彼らが得た情報は逐ちく一いち僕に報告される。

『旅の商人に絡からんでる奴がいますニャ。番号札六八五番』

『店で酒を飲んで大声で騒さわいでいる一団がいますニャ。店員が注意してもやめず、暴力を振るおうとしてますニャ。番号札八一二～八一五番』

『いきなり石を投げつけられたニャ……。番号札二五八番』

　さっそく出てきたか。しかし、コレ僕一人で記録するの大変だな……。琥こ珀はくに手伝ってもらうか。あいつは獣けものの王だから、猫たちの念話も受信できるし、書くのはレネやライムさんに頼もう。

　さすがに千人以上ともなると、ミカさんのところの宿だけでは到とう底てい間に合わない。大たい抵ていは町の外で野宿だ。危険な動物などはいないからその点は安心である。

　しかしいろんな奴らが来てるなあ。僕も【ミラージュ】で変装して、町中を視察してみた。男女問わずなので女性の冒険者も多い。やはりと言うか、獣人や魔族たちはそれぞれで固まってグループを作っている感じだ。

　獣人や魔族を差別するような人間もお断りだけど、逆に人間に敵てき愾がい心しんを持ってる獣人や魔族もお断りだな。人それぞれ事情があるかもしれないけど、ウチには必要ない人材だ。

　さて、これで最低ラインの奴らは消えると思うが、まだまだふるいにかける必要があるな。

　ちなみに全員に【パラライズ】をかけて、無事だった魔ま力りよく抵てい抗こうが高い奴らを合格って案を提案したが、みんなに却下された。騎士の資格とはあまり関係ないということで。まあ、善人とか悪人とか関係ないからなあ。

　そこらへんはユミナの魔ま眼がん頼だよりだな。ある程度数が減ったら手伝ってもらうけど。

　やれやれ、忙いそがしくなりそうだ。
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　選考会当日。町の人や椿さんの配下、猫たちから報告のあった番号札の者は城の門をくぐることはできなかった。当然、食い下がってくる者もいたが、自分がこの国でどういうことをしたか事細かに語ってやるとすごすごと帰っていった。これにより五十名ほど失格となり、残りは約九五〇人。二十分の一減っただけか。まだまだだな。

　城内に入り、訓練場のスペースに希望者を集める。急造のステージの上に、僕とレインさん、ノルンさん、ニコラさんの団長・副団長トリオ、あと馬場の爺さんと山県のおっさんが上がった。ステージ横にはエルゼやリンゼ、八や重えにユミナ、ルーと椿さんなどに控ひかえてもらっている。

　僕が無属性魔法【スピーカー】を使用すると、ステージの左右に光る魔ま法ほう陣じんがギャラリーたちに向けて展開した。

　直径三十センチほどの魔法陣が二つ空中に浮かび、僕の口元にもさらに小さな魔法陣が浮うかんでいる。ここから入った音声が拡大されて左右の魔法陣から聞こえるわけだ。

「まずはようこそ、ブリュンヒルド公国へ。この国の公王、望もち月づき冬夜です。これから我が騎士団員の選考を行いますが、ぶっちゃけた話、ウチは給金は高くないです。騎士団として国の警備の他ほかに雑用なども結構あります。僕の後ろの獣人たちを見てもわかるように、身分や種族で贔屓ひいきしたりもしません。それでもいいって方だけ残ってください」

　僕がそう言い放つと、ざわざわと希望者たちがざわめいた。そのうち数人が城門の方へと引き返していく。ま、みんな残ってくれるとは思ってなかったけどね。この時点で不満があるのなら、この場で辞退してもらった方がいい。

「それではまず、みなさんの体力を見せてもらいます。城門から出て、城の堀ほりの周りを一周してきて下さい」

　僕の言葉にみんなどこか肩かた透すかしを食くらったような微び妙みような表情をしていた。この城の周囲はだいたい二キロあるかないかの距きよ離りだ。体力を推し量るには短かすぎるとでも思っているのだろう。

「ちなみに順位とかはあまり関係ありません。自分のペースで回ってきてもらえれば結構です。リタイア……キツくなって棄き権けんする場合は、身につけているバッジを外せばここに転移して戻ってこられますので。それでは」

　僕の言葉を聞き終えるや否や、駆け出そうとする全員へ魔法をかける。

「【グラビティ】」

『ぐあっ!?』

　突然加重された全員が地面に這はいつくばった。

「加重魔法をみなさんにかけました。その状態で一周してきて下さい。もうダメだと思ったら、さっきも言った通りバッジを外せばここに転移されるようになっていますので」

　這いつくばっていた人たちが次々と立ち上がり、低速の歩みで城門を出て行く。亀かめの行進というほどではないが、歩く速度より遥はるかに遅い。

　動けなくなるほどの重さを加えているわけではないので、歩くことはできるだろう。ものすごく体力を使うだろうが。一応ズルしたり、間違って堀に落ちたりしないように、忍びのみなさんを監かん視しにつけている。

「順位とかはあまり関係ないのですか？」

「んー……まあ、ある程度は参考にするけど、これって体力を見る試験じゃないんだよね」

　レインさんの問い掛けに僕はさらりと答える。確かにこれで体力の優れた順位はわかる。でも知りたかったのはそこじゃない。

「体力を見る試験じゃなかったら、何を見るためにこんなことを？」

「根こん性じよう」

「根性？」

　本気度とでもいうか。あっさりとリタイアするような人たちはダメだ。おそらくキツイことがあったらすぐさま投げ出すタイプだろう。それでは困る。

　ある程度、時間が過ぎても戻ってこなかったら、一応救助に向かうことにしている。そのときまでに諦あきらめてしまった者が本当の失格者だ。諦めずにまだゴールを目指そうとするならば、その者は合格である。

　そんな話をレインさんとしている間にも、リタイアした者が次々と転送されてきた。早いなあ。もうちょっと頑張れよ。

【グラビティ】を解いてやり、【リフレッシュ】で体力を回復してやったあと、すみやかにお帰りいただく。さて、何人残るかな。










　約九五〇人いた希望者が一気に四八〇人ほどにまで減った。つまり半分近くがリタイアしたことになる。

　上位者には体力に優れた獣人や魔族が多かったが、それはあまり関係ない。要はリタイアさえしなければ合格なのだから。冷やかしだったのか自分の実力不足を認めたのか、理由はいろいろあるだろうけど諦めたことには変わりない。ご苦労様でした。

　ゴールした者、諦めず合格した者全員に回復魔法をかけて体力を元に戻す。

　さて、次の試験だが。

「次は実技試験となります。武器は好きな物を使ってかまいません。三十分以内に僕に一いち撃げきを加えることができれば合格とします。僕はこの木刀で相手をしますので。では始めます」

　木刀を手にして開始を告げたが、誰だれ一人向かってこない。あれ？　不思議に思ってると、そのうちの一人がおずおずと手を上げた。

「あの、順番は？」

　ああ、そういうことか。

「順番はないです。全員でかかってきて下さい。全力でかまいませんので」

　僕のこの言葉に馬ば鹿かにされたと思ったのか、一いつ斉せいにみんなで手に持った得物を振りかざし襲おそってきた。

「【アクセル】」

　加速魔法を使ってその間をかいくぐり、隙すきだらけの何人かに木刀で一撃を入れていく。さすがに数が多いので、次から次へと押し寄せてくる。が、ひたすら避さけて、隙あらば打ち据えていく。

　よほど隙がなければこちらから攻こう撃げきすることはしない。この試験では馬場の爺さんや山県のおっさん、エルゼや八重に、参加者の技量を審査して、一定のレベルに達していると判断したら、番号を記入してもらうようにしている。僕から見ても明らかにそこに達していない人には悪いけど一撃を与あたえ、脱だつ落らくしてもらうようにしているが。

　たまに鋭するどい一撃がとんでくるが、【アクセル】がかかっている以上、避けるのは造作もない。気がつけば半数以上が倒たおれ込こみ、なんとか立っているだけという者がほとんどだった。

「そこまで。時間です」

　レインさんが試験終しゆう了りようを告げた。その言葉と同時にみんなが地面に座り込む。っていうか、試合中にちょっと知り合いがいたので驚いたのだが。

　倒れこんでいる二人の方へ視線を向ける。あ、やっぱりレベッカさんとローガンさんじゃないか。

　二人とも僕らがラビ砂さ漠ばくで助けた冒険者だ。僕が経営するベルファストの読書喫きつ茶さで警備とかもやってもらってたんだが、なんでここに？

　僕の視線に気が付くと二人とも軽く手を上げた。話を聞きたいが、周りの目もあるし、知り合いだとわかると厄やつ介かいなことになりそうだ。贔屓とか言い出す輩やからがいないとも限らないし。

　とりあえず倒れているみんなに回復魔法をかけて、馬場の爺さんたちのメモした紙を受け取る。

「それでは結果をお伝えします。番号を呼ばれた方はこちらへ、呼ばれなかった方は残念ながら失格となります。城門の方からお帰り下さい。では発表を始めます。番号札三番、一四番、二一番……」










　結果、百人ちょっとが残った。隙だらけで僕が打ち据えた者もそうだが、積極的に攻撃にいかなかった者も失格になっている。自分の技量をアピールする場でそれでは評価しようがない。

　ちなみにレベッカさんもローガンさんも合格していた。これは僕が決めたことではないので贔屓ではない。

　だいぶ絞しぼりこめてきたな。あとは面接で決定しよう。

　合格者を引き連れて城内の騎き士し棟とうへと向かう。彼かれらを別室で待たせておいて、隣となりの部屋で面接の準備を始めた。面接を担当するのは僕と団長のレインさん、ユミナ、そしてもうひとり。その手伝ってもらう人物はすでにこの国に呼んでいた。

「わざわざすみません。ご足労かけます」

「いえ、これくらいなんでもありません。あなたには返しきれないほどのご恩がありますから」

　にこやかに笑って教皇猊げい下かが答える。事前にラミッシュ教国に連れん絡らくして協力をお願いしていたのだ。護衛の聖騎士数名も部屋の後方で控ひかえている。教皇猊下の嘘うそを見抜く魔ま眼がんと、ユミナの本質を見抜く魔眼で最終審査の面接を行う。

　一応有名人なので、【ミラージュ】で教皇猊下には姿を変えてもらう。そのときにいくらか若く見えるようにと注文を受けた。まったく別人になるんだから関係ないと思うんだが……女性心理は複雑だな。

「では五人ずつ呼んで来ます」

　ニコラさんが部屋を出ていき、五人を引き連れて戻ってきた。獣人が二人、人間が三人だ。部屋の中央に置かれた椅い子すに座るように勧すすめる。

「では左の方から名前と年齢、出身地をお願いします」

　僕とレインさんが当たり障りのない質問をし、その間に左隣のユミナが魔眼で五人の本質をチェックする。

　僕らの質問に目の前の五人が答えるたびに、右隣の教皇の左手が握られたり開かれたりする。これは事前に打ち合わせておいた符ふ丁ちようで、「本当」のことを話しているときは開いたまま。それが握られたときは「嘘」。それを見ながら質問をしていく。

　別に嘘をついたことで失格にするつもりはない。人間、話したくないことだってあるし、バレるといろいろ厄やつ介かいなことだってあるだろう。だけど何から何まで嘘で塗ぬり固められた奴を信用なんかできるわけがない。

　まあ正直に答えても「国民より自分が大事」「金がもらえるなら何だってやる」「裏切りだって平気でやるよ」なんて言う奴を合格にはしないけどさ。

　最初の五人の面接が終わり、全員が退室すると、まずユミナが口を開いた。

「左から三番目と五番目の人はやめておいた方がいいです。何かよからぬことを考えているように思えます」

「確かにその二人は嘘が多かったな。見事なポーカーフェイスだったけど」

「ポーカーフェイス……？　ああ、ポーカーで表情を読み取らせないようにする技術ですね」

　とりあえずその二人にはバツ印を書いておいて、ニコラさんに次の五人を呼んで来てもらう。これをあと二十回くらいやるのか。大変だなあ。










「あー、疲つかれた……」

　全員の面接が終わってぐったりと机に突つっ伏ぷす。大人数を相手に立ち回っていた方がよっぽど楽だ。

　狐きつねと狸たぬきの化かし合いじゃないが、にこにこと平然な顔をして、息を吐はくように嘘をつく奴を見ると、ウンザリした気分になってくる。嘘を見み抜ぬけるってのも厄介な能力なんだなあ。

「普ふ段だんはあまり発動させないようにしていますね。知る必要のないこともありますから」

　教皇猊下の言う通り、なんでもかんでも片っ端ぱしから見抜いていては人間不信に陥おちいるよな。無理をさせてしまっただろうか。あとで食事会を開いて労ねぎらおう。

　とりあえず失格者を差し引くと合格者は六十四名。少し定員よりオーバーしてるが、これくらいならなんとかなるだろ。

　男性三十七名、女性二十七名。思ったより女性が多い。これは他の国では貴族でもないと女性がなかなか騎士団に入れないことが要因だと思われる。そこに「男女問わず、種族、身分問わず」の騎士団募集があったのだから、有力な実力者もやって来るってもんだ。

　ちなみにレベッカさんもそんな理由だった。ローガンさんもきちんとした定職を探していたらしい。なんでも結けつ婚こんするんだとか。レベッカさんと？　と聞いたら、二人してなんでこいつなんかと、とハモって言われた。どうやら別の女性らしい。すみません。

　合格者六十四名のうち二十二名が獣人や魔族だった。同じ獣人が団長にいるんだから獣人たちが来るのはわからんでもないが、魔族たちはちょっと予想外だったかな。

　魔族とは人の形態に近い種族、いわゆる亜人と言われる種族（獣人もこの中に入る）でも、魔ま獣じゆうに近い種族のことだ。ヴァンパイア、ラミア、オウガ、アルラウネなどがこの中に入る。彼らはきちんと会話もできるし、人間を敵視するわけでもないが、あまり深く関わろうとする者はいない。

　やはりその容姿や種族特性が毛け嫌ぎらいされていることもある。国によっては（以前のラミッシュのように）討とう伐ばつ対象だったりもするほどだ。

　なので魔族は特に厳密に面接したが、合格した五人の魔族はユミナの魔眼でも問題なく、教皇の魔眼での審査でも本当のことを語っていた。全員が人間社会で暮らしていきたいと願っていたので、その五人、（ヴァンパイア、オウガ、アルラウネ、ラミアが二人）は合格となった。

　どうもヴァンパイアというと吸きゆう血けつ鬼きのイメージがあったが、別に吸わないでも問題ないんだそうだ。タバコや酒と同じく、好きな者もいれば、嫌いな者もいるらしい。うちに来たヴァンパイアは血が苦手だと言っていた。変な奴。

　ともかくこれでひと通り形は整ったかな。まだ細かいところはいろいろあるけど。しかし雑多な騎士団になりそうだ。まあ、その方が面白おもしろいけどさ。
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　騎士団員も増えたので、騎士棟をもうひとつ増やした。男女一いつ緒しよってわけにもいかないし。基本的にはここで暮らしてもらうが、自腹を切るなら城下町で部屋を借りて住んでもいい。

　それと馬場の爺じいさんの進言で城の地下に修練場を造った。

「一応、あの嬢じようちゃんたちは団長、副団長だろ？　それをワシや山県がボコボコにするところを新人に見せるわけにもいかんだろうが」

　言われてみればそうだ。あの三人はかなり強くなってはいるが、まだ馬場の爺さんたちと対等に渡り合えるほどじゃない。あんまり負け続けているところを見せると、新人に舐なめられるかもしれないし、団長のレインさんより馬場の爺さんたちの方が団長に向いているとか思われるかもしれない。それはまずい。

　地下に広い修練場とトレーニングルームを造り、幹部クラスはここを使用していいことにした。ついでに用意したベンチプレスやルームランナー、エクササイズバイクなど、見たこともないトレーニングマシンをみんな嬉き々きとして使用していたが、おもちゃ感覚なんだろうなあ。やり過ぎると筋肉痛になるぞ。

　さて、今日はちょっと用事がある。公国の運営も一応軌き道どうに乗ってきたし、ここらで自分の身辺をきっちりさせとこうと考えたわけで。

　まあ、今いま更さらながら婚こん約やくのご報告をしようと思うわけですよ。向こうのご両親に。

　ユミナとルーはすでに済ましているが、エルゼ・リンゼの双ふた子ご姉妹と八重のご両親にはまだ報告してないからさ。

　八重のご両親とはもうすでに知り合いだけど、エルゼたちの両親はすでに亡なくなっていて、親代わりの叔父おじさん叔母さんがリーフリース皇国で農園を経営しているんだそうだ。

　とりあえず、まずは八重のご両親のところへ報告に行くことにする。【ゲート】を開き、イーシェンのオエドへと二人で転移した。










「久しぶりだなあ、イーシェンも」

　うちの国民の半分くらいがイーシェンの出身なのにな。なんか変な感じだ。八重の実家、九ここの重え剣術道場の門をくぐると、玄げん関かんで女中さんの綾あや音ねさんが出で迎むかえてくれた。

　そのまま重じゆう兵べ衛えさんと七なな重えさんがいる部屋へと案内してもらい、八重との婚約を打ち明けると、二人はさほど驚おどろいた様子もなく、黙だまって顔を見合わせていた。

「ほら、ごらんなさい。私の言った通りになったでしょ？」

「本当になあ。まあ、こうなったからには他の婚約者と同じように八重をよろしく頼たのむ、冬夜殿どの」

　二人に頭を下げられ、思わずこちらも下げてしまう。よかった、反対とかされずに済んで。「娘むすめが欲しければワシを倒たおしてみろ！」とか定番の展開になるんじゃないかとちょっとだけ思ってしまった。

「しかし、まさか冬夜殿が一国一城の主あるじになっているとはなあ。そして八重がその王様に嫁よめ入いりとは……人生なにがあるかわからんな」

　感かん慨がい深ぶかそうに重兵衛さんが息を吐く。確かに僕自身、こんなことになるとは思ってもみなかったんですが。

「ねえ、冬夜さん。その、ブリュンヒルド？　って国にちょっと連れて行ってくれないかしら。八重の暮らしている国を見てみたいわ、私」

「え？　構いませんけど、まだたいして発展してませんよ？」

　それでもいいと言うので、そういうことならと、我が国に招待することにする。八重の兄である重じゆう太た郎ろうさんが帰宅するのを待って、イーシェンから出たことがないという綾音さんも一緒に、みんなでブリュンヒルドへと転移した。

「お帰りなさいませ、陛下～」

「お帰りなさいませっ」

　城の扉とびらを開くとセシルさんとレネが出迎えてくれた。重兵衛さん、七重さん、重太郎さん、綾音さんはみんなポカンとして城の中を眺ながめている。

「こちら八重のご家族。二、三日滞在するからよろしく頼むね」

「まあまあ、八重様の～。ではこちらへ～。お部屋にご案内させていただきますね～」

　セシルさんに連れられて客室の方にぞろぞろと案内されていく。今のうちに食堂の方に昼食を用意しておこう。そのあとで城下町の方へ案内するか。まあ、見る物なんてあまりないけど。重兵衛さんや重太郎さんなら、訓練場の方が喜ぶかな？

　予想通り重兵衛さんと重太郎さんは訓練場に、七重さんと綾音さんは城下町へ行きたいと希望したので、城下町の方は八重に任せて、僕は訓練場の方へ案内することにした。

　訓練場では新しく騎き士し団だんに入った団員たちが訓練に励はげんでいた。今まではレインさんたち三人が、馬場の爺さんたちにボコボコにされている光景ばかりだったのでなんか新鮮だな。

　訓練を見学していると、重兵衛さんと重太郎さんが参加したいとか言い出だした。娘の八重にも剣術バカと言われる親子なだけに、当然な成り行きとも言える。

　訓練場にいた山県のおっさんを捕つかまえて、重兵衛さんと模擬訓練をしてもらうことにした。元・武田四天王の切り込み隊長と、徳川領剣術指南役の対決だ。これは見物かもしれない。

　試合が始まるとその剣技の応おう酬しゆうにみんな目を奪うばわれた。僕の隣に立つ重太郎さんも目を逸そらすことなく、二人の激しい立ち合いを注視している。

　しばらく二人の試合を眺めていたが、キリのいいところで終わらせた。引き分けってことにしといた方が良さそうだったので。

　試合が終わると重兵衛さんのところに騎士団のみんなが教えを請いに集まっていった。向上心があるのはいいことだな。

　山県のおっさんの方は今度は重太郎さんに捕つかまっている。そりゃ元・武田四天王と試合をするチャンスを重太郎さんが逃すわけないか。

　重兵衛さんほどではないが、重太郎さんは山県のおっさん相手になかなか善戦していた。レインさんたちよりおそらく実力は上だな。まあ、子供の頃ころから剣術を習って、戦場にも行ってるんだ。当たり前と言えば当たり前か。

　二人が新人騎士たちと交ざって訓練を始めてしまったのでこっちは暇ひまになってしまった。山県のおっさんに任せて戻もどってもいいんだが、一応義父と義兄になる人たちだしな。さっさと帰ってしまうってのも薄はく情じような話だし。

　ベンチに座すわってなんとなしに訓練を眺めていると、向こうからレベッカさんがやってきた。

「暇そうだな、冬夜殿。おっと、陛下と呼ばないといけないか」

　そう言ってニヤリとした笑いを浮うかべる。まあどっちでもいいんだが、公的な場や他に人がいるときは使い分けた方がいいかもしれない。

「レベッカさんがこの国に来るとは思ってなかったですね。なんでまた？」

「もともと私は騎士団志望だったんだよ。だが女性騎士ってのは貴族の出かコネでもなけりゃ入れなくてな。腕うでを磨みがくために冒険者をしていたが、ここの募集を聞いて迷わず飛びついたってわけだ」

　なるほど。確かに今回の募集でも、女性の希望者が多かったしな。レベッカさんの誘さそいにローガンさんも乗ったということらしく、はるばるこの国まで来てみれば、まさか知り合いが王様になっているとは思わなかったというわけか。

「ウィルは来なかったんですね」

「あいつはベルファストのニール副団長に気に入られてるからな。あっちの騎士団に入ることになると思う。それにウェンディもあの国にいるし、離はなれる理由はないだろ」

　相変わらずウィルはウェンディの働く読書喫茶『月つく読よみ』での警備もしているらしい。

　そういや今更だけど僕が公王になったことによって、『月読』って国家経営になったことになるのかな。他国で経営するのはいいんだろうか。ベルファストの王様ならあっさり許可をくれそうだけど。

　毎月の売り上げと収支明細書はゲートミラーで送ってもらってるし、月に一回は新刊入荷も行っている。経営は良好だ。そのうちこの国にも二号店を出すかな。

「で、だな。公王陛下にお願いがあるんだが……」

「お願い？」

「ほら、この騎士団の人間だってわかる装備というか。鎧よろいとか盾たてとか剣とか。あと旗とか？　そういったものがあった方がいいんじゃないか、と」

　ちょっと顔を赤らめながら、レベッカさんが提案してくる。ああ、そういや無かったな、そういうの。確かにお揃そろいの鎧とか盾とかあった方がわかりやすいし、かっこいいか。

「んー……確かに町を見回っていて、すぐ騎士団の人間だとわかった方が、なにかと便利かな」

「だろ!?」

　我が意を得たりとレベッカさんが手を叩たたく。よほど欲しかったのかな。まあ騎士団志望だったっていうし、見た目でいかにも騎士とわかる鎧とか、憧あこがれなのかもしれない。

「じゃあ試ためしに造ってみますか」

「え？　今か？」

　驚くレベッカさんをよそに【ストレージ】からミスリルの塊かたまりを取り出した。

【モデリング】で大おお雑ざつ把ぱに形を整えてから細部を変形させていく。一いつ般ぱん的てきなこの世界の鎧とは違ちがった感じにしたかったので、アニメとかゲームに出てくるような鎧のデザインにした。

　胸当てや肩かた当あて、脛すね当あて、首鎧と次々と造り、レベッカさんに着せて、サイズを合わせて変形させていく。女性らしいラインを残しつつ、動きを邪じや魔ましないようなフォルムにしていった。最後に兜かぶとを造り、バイザー部分を透とう明めいにして視界が広く取れるようにしておく。

　全身白銀の鎧をまとったレベッカさんにいろいろ動いてもらい、支障がないかを確かく認にんしてもらう。ミスリル製なのでかなり軽いはずだ。

「これはいい！　まるで紙のような軽さだな！」

　レベッカさんが動きを確認している間に【ストレージ】から今度はフレイズの欠片かけらを取り出した。魔ま力りよくを少しだけ込めながら変形させて、剣けんと盾と鞘さやを造りあげていく。剣は柄えの部分だけミスリルにしておいた。

　剣身はミスリルよりも硬かたくなったはずだ。さすがに八重の「透とう花か」のような鋭するどさは持たせてはいない。盗ぬすまれると困るしな。

　最後に【グラビティ】で重量軽減の付ふ与よをして完成させた。水すい晶しようのような剣と盾。

　鎧もこれで造ってもよかったが、スケスケの鎧ってのもなんだからな。盾は背中に、剣は腰こしに装着できるように加工して、終わりっと。

「どうです？」

「最高だな！」

　嬉うれしそうにレベッカさんが盾を構えたり剣を抜ぬいたりしていると、訓練中のみんながそれを見つけて集まってきた。

　その中にいたローガンさんを捕まえて、同じように今度は男性用の鎧を完成させる。一応みんなの意見を聞きながら少し手直しをして、完成した男性用、女性用の装備を持って『工こう房ぼう』へ行き、人数分を量産した。

　形状はそのまま量産されるので楽だが、すべての付与を自分一人でやらなきゃいけないってのがな……。まあ【マルチプル】で一いつ括かつしてやりましたが。

　サイズも着た人に自動的に合うようにしたし、剣や盾には戦いくさ乙女おとめブリュンヒルデの紋もん章しようをつけておいた。

　団長や副団長、隊長などの幹部クラスのは多少意い匠しようを凝こらし、豪ごう奢しやな造りにして差別化を図る。あとは魔族の人たち（ヴァンパイアの青年はそのままでもいいが）用のを個別で造って、終了かな。

　あくまで騎士団として働く時のユニフォームみたいなものだから、訓練とかでは使わないだろうし。さすがに訓練で使われたら魔力を落としているとはいえ、フレイズの剣でミスリルの鎧が傷物になってしまう。

　量産した鎧を持って訓練場へ戻る。みんな我先にと鎧を手にとって着込み、嬉しそうにその感かん触しよくを確かめていた。おおう、確かに揃いの鎧を着込むと「騎き士し団だん」って感じがするな。

　のちにこの剣と盾から、ブリュンヒルド騎士団は「水すい晶しよう騎士団」とも呼ばれることになるのだが、それはまた別の話。
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　八重の家族に許しをもらって安心したのも束つかの間、今度はエルゼたちの方へ挨あい拶さつをしにいかなけりゃならない。

「あたしたちの方は別にいいのに……」

　何故なぜだかエルゼの方は渋しぶっていたが。一応婚約したこと、エルゼ・リンゼ共に同じ相手であること、相手が公王であることなど、ざっくりとした説明は手紙で知らせてあるらしいけど。

　エルゼたちの叔父さん（お母さんの弟さんに当たるんだそうだ）はリーフリース皇国のベルファスト寄り、コレットという小さな町で農園をやっている。二人は十二歳さいまでそこで暮らしていたが、自立のために家を出たんだそうだ。なんでもいつまでも叔父さんたちに厄介になっているわけにはいかないと考えたそうで……。

　この世界の人たちは独り立ちが早いなあ……。元いた世界じゃ、二十歳はたち超こえても親の脛かじって当然のような顔をしている輩もいるってのに。

　ともかく事情が伝わっているのならあとは挨拶にいくだけだ。【フライ】の魔ま法ほうで飛んで行こうか、と提案したら二人に怖こわいからいい、と却下された。せっかく覚えたのに……。

　仕方ないので【リコール】の魔法で、リンゼからコレットの町の記き憶おくを貰もらい、【ゲート】を使って三人で転移することにした。

　転移した先には見み渡わたす限り畑が広がっていた。遠くの方に見えるのは果樹園か？　なにか赤い実がなってるのが見える。

　牧歌的な雰ふん囲い気きながら、あちこちに防ぼう護ご柵さくが作られている。猪いのししとか猿さるでも出るんだろうか。

　さらにそこから離れたところに赤い屋根の家が一軒けん立っていた。古そうだがけっこう大きな家だ。いかにも田舎いなか農園の家といった趣おもむきが、なぜだかホッとさせる。

「久しぶりねー、ここも」

「変わらない、ね」

　懐なつかしそうに畑を眺める二人に連れられて、遠くに見える赤い屋根の家へ向かっていった。やっぱりあれが叔父さんの家らしいな。

　家の手前の畑で誰かが二人、作業をしている。近づいてくる僕ぼくらに気付くと、麦むぎ藁わら帽ぼう子しをかぶった男の人の方が頭を上げてこちらの方へ目を向けた。

「……？　エルゼ？　リンゼ？」

「久しぶり、ジョゼフ叔父さん」

「久しぶり」

　エルゼたちが手を上げて挨拶する。それに反応して、隣にいた女性も顔を上げた。

「エルゼ！　リンゼ！　わあ、帰って来たの!?」

　顔をほころばせて、その女性が畑から飛び出してきた。茶色の長い髪を三つ編みでひとつに束ねた、二十歳くらいの女性がエルゼとリンゼの二人に抱だきついた。……この人が叔母さんってことはないよな？

「エマ姉さん、ただいま」

「ただいま、エマ姉さん」

「もう、全然帰って来ないんだから！　たまには戻ってくるようにって約束したのに！」

　なんか置いてけぼりになってる僕に気付き、エルゼが抱きついている女性を引き離した。

「冬夜、この人はエマ姉さん。叔父さんの娘であたしたちの従姉妹いとこ」

　従姉妹か。なるほど。そういやなんとなく二人に似ているな。エルゼやリンゼも数年経たったらこんな風になるのかな。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、エルゼたちの叔父さんが麦藁帽子を脱ぎながら二人の下へ歩いて来た。目が細く身体からだつきは細身、白しら髪が交じりの五十代くらい。失礼な表現だが、いかにも田舎の農夫って感じがする。

「よく帰ってきたなあ、二人とも。みんなも喜ぶぞ。……ところでこちらの方は？」

　僕の方を見て叔父さんがエルゼたちに尋たずねる。

「手紙に書いたでしょ、この人が望月冬夜。その、あ、あ、あたしたちの旦だん那な様さまになる人」

「婚約者、です」

　二人とも真っ赤になりながら、僕を叔父さんたちに紹しよう介かいする。ちょ、その反応は僕の方までなんか恥ずかしくなってくるだろ！

「手紙の……って、この人が最近話題のブリュンヒルド公国ってところの……」

「ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜です。エルゼとリンゼにはいつも助けてもらって……」

「ははぁ―――――――――――――ッ!!」

　握あく手しゆをしようと手を伸のばしたら叔父さんにいきなり土下座された。ちょ、なにその反応!?

「あーあ、もう。やっぱりこうなった」

「予想通り、だね」

　エルゼとリンゼが苦笑いしながらため息をつく。その間も叔父さんは額を地面にこすりつけるように土下座し続けている。僕がどうしたもんか困っていると、同じように苦笑いしたエマさんが口を開いた。

「すみません、父さんって貴族とかそういった人種に弱いんです。子供の頃なんかあったみたいで、ものすごく苦手なんですよ」

　いや、苦手って。そんなレベルの話じゃない気がするぞ。なんのトラウマ持ってんだよ。子供の頃になにがあったか、ものすごく気になるわ！

「こっ、この度たびはわざわざ御ご足そく労ろういただき、おありがとうございますっ！　な、なにもおもてなしは出来ませんが、何なに卒とぞお怒いかりを鎮しずめ、寛かん大だいな御処置をお願い申しあげたてまつる！」

　おかしい、おかしい。言葉がおかしい。どんだけテンパってんスか。困ったようにエルゼたちに視線を向けると、二人とも肩をすくめて苦笑いするだけだった。いや、助けてくれよ。

「ほら、父さん、公王様が困ってるから、いい加減立ってよ」

「こ、こまっ!?　困らせる気は全くもって！　全くもって！　何卒御ご慈じ悲ひをもってお許しを願いたくぅぅぅ！」

　今度はガバッと立ち上がって必死に弁解を始めた。エルゼたちが「うちの方は挨拶とかいらないから」と言っていた意味がよくわかった。面めん倒どうくさい！

　もういい、放っておいてエマさんの方と話を進めよう。

「今回、この二人と婚約するにあたってご挨拶をと伺うかがったのですが、お邪魔だったでしょうか？」

「いいえぇ。父さんはこんなだけど、みんなは喜んでくれますから。母さんたちにも会っていって下さい」

　みんな？　エマさんの言葉に妙みような引っかかりを感じていると、家の扉が開かれて、子供たちが次々と現れた。

「ホントだ！　エルゼ姉ちゃんとリンゼ姉ちゃんだ！」

「お帰りなさい！」

「わーい！　エルゼ姉！　リンゼ姉！」

　うおお。わらわらと子供たちが駆かけてきて、二人に抱きついていく。ひぃ、ふぅ、みぃ……六人いるぞ。男の子が二人、女の子が四人か。

　目を丸くしている僕にエマさんが笑いながら説明してくれる。

「全員私のきょうだいです。上からシーナ、アレン、クララにキララ、アラン、リノです。本当は私のすぐ下にアロンっていう弟もいるんですけど、去年町へ出て行ったので今はいません」

　八人きょうだいかよ。ずいぶんと頑がん張ばったんだな……。確かにこの環かん境きようだとエルゼとリンゼが頼たよりすぎるわけにはいかないって考えるのもわかるなあ。食費も馬ば鹿かにならないだろ。

　アレンとアラン以外は女の子で、クララとキララは双子だろうか。双子の家系には双子が多いとか言うけど、この世界でもそうなのかな。

　ふと家の方に目をやると、開かれた扉から大きな身体の女性が出てくるところだった。

「おやおや、エルゼにリンゼじゃないか。帰ってきたのかい？」

「ラナ叔母さん！」

「ただいま。ラナ叔母さん」

　家から現れた女性に今度はエルゼとリンゼの二人が駆け寄り、抱きついていく。この人が叔母さんか。ぽっちゃりとした肝きもっ玉母さんって感じだな。

　ラナ叔母さんは抱きついてきた二人の頭を撫なで回し、微笑ほほえみながら話をしていたが、僕に目を向けるとゆっくりと歩み寄ってきた。

「あんたが冬夜さんだね。二人の手紙に書いてあった通り、なかなかいい男だねえ。二人が手紙でのろけるのもわかるよ」

「ら、ラナ叔母さん！」

「秘密だって、書いたのに」

　叔母さんの後ろでまた真っ赤になりながら、二人が抗こう議ぎの声を上げる。なにが書かれていたか気になるところだが、追及するのはやめとこう。ヤブヘビになりそうな気もするしな。

「初めまして、望月冬夜です」

「あの子たちの叔母のラナだよ。王様なのにずいぶんと腰が低いんだね、あんた」

「まだ成り立てですからね。そんな横おう柄へいにふるまえませんよ」

　旦だん那なさんと違って、こっちは物もの怖おじしない性格らしい。ずいぶんとフレンドリーに話しかけてくる。この二人を足して二で割ったらちょうどいいんじゃないだろうか。

「王様と結婚するなんて書いてあったから心配していたんだけど、どうやら取り越こし苦労だったようだね。二人を見ればよくわかるよ」

「そう思っていただけると助かります」

　ラナ叔母さんの言葉に内心ホッとしていると、横から七歳くらいの男の子（アレンだったか？）が、母親のエプロンを引っ張っていた。

「母ちゃん、この人、王様なのか？」

「そうだよ。ここから遠く離れたブリュンヒルドって国の王様だよ」

「王様なら強い？　雷かみなり熊ぐま倒せる？」

「かみなりぐま？」

　雷熊……確か身体から雷らい撃げきを放つ魔ま獣じゆうだったか？　記き憶おく違ちがいでなければ青ランクの討伐魔獣だったはずだ。僕が銀ランクだから２ランク下になる。

「雷熊が出るんですか？」

「ああ、最近目撃したって話があってね。夜中に山の中で光る雷撃を見たって人もいるんだよ。畑を荒あらされたりもしてるんで、ここいらの住民で金を出し合って、冒ぼう険けん者しやギルドに討伐依い頼らいを出したところさ」

　畑を荒らされているのか。そりゃあ死活問題になってくるな。それどころじゃなく、人が襲おそわれる可能性だって高いぞ。何匹ぴきいるのかわからないけど、あいつらは確か、群れを作らないはずだ。せいぜい、つがいの二匹と子供が数匹といったところだろう。

　ただ、雷熊には鶏冠とさかのように頭から尻尾しつぽにかけて逆立った毛を持つ亜あ種しゆがいて、そいつは通常のやつよりひとまわりも大きく、他ほかの雷熊を従える能力を持つ。

　もしもそいつだとしたら、群れを作っている可能性もある。それだと青ランクどころか赤ランクの討伐依頼になってくるぞ。

「ギルドに依頼したのはいつです？」

「昨日だよ。この町には冒険者ギルドがないから、近くのセンカって大きな町に依頼書を送ったんだ。明日あたり届く頃だと思うけど」

　明日届いて受理されたとして、それを受けた冒険者たちがここに来るのにさらに二日か。被ひ害がいが広まる前に叩いておいた方がいいな。ギルドへはあとで連れん絡らくすればいい。

「その雷熊、僕が倒してきますよ」

「王様がかい？　大だい丈じよう夫ぶかね？」

「これでも銀ランクの冒険者ですからね」

　怪け訝げんそうな顔をしたラナ叔母さんに、懐ふところから銀色のギルドカードを取り出して見せる。無論、報ほう酬しゆうを貰うつもりはない。早いうちに倒しておいた方がいいだろ。

「私たちも行きますか？」

「いや、リンゼたちは叔父さんたちと積もる話もあるだろう？　僕一人で行くよ」

　リンゼの申し出を断って、飛行魔法で宙に浮く。子供たちがうわあ、と驚きの声を上げるのを聞きながら、雷熊が出るという山へ向けて一気に僕は飛び立った。










　山へ到とう着ちやくしてからスマホで雷熊を検けん索さくしてみると、けっこうな数がいた。ひとつの山にこの数は多すぎる。これは確実に亜種がいるな。

　しかしこれだけの数がいながらあまり人里の方に被害がなかったのは、ラッキーだったとしか言いようがない。実際は畑を荒らされたりしているらしいから、そこそこの被害が出ているわけだが、人が襲われなかったのは不幸中の幸いだな。よっぽどこの山には獲え物ものになる動物たちや木の実が豊富なのだろうか。

「まあいいや、ちゃっちゃと済ましますかね」

　山の中にいる雷熊全部をロックオンし、魔法をくらわそうとしてちょっと考える。このまま倒してしまったら剥はぎ取れる素材とかもったいないな。

　確か雷熊の毛皮はかなりの値段で売れたはずだ。それに肝も薬の材料になるんだっけか。肉は不味まずくはないが、旨うまくもないらしいけど。魔法で黒くろ焦こげにしてしまうと毛皮の価値が半減どころか全くもって無くなってしまう。

　うぬぬぬ、一番いいのは刃は物ものによる殺傷、それも刺し突とつ武器によるものが一番毛皮を傷つけない。いや、一番いいのは毒殺や窒ちつ息そく、もしくは心臓麻ま痺ひとかだろうけど。【パラライズ】では心臓麻痺とまではいかないからなあ。

「雷熊の個体数を確認」

『確認中……終しゆう了りよう。子熊を含ふくめて二十三匹でス』

　子熊といえども放っておくわけにはいかない。成長すれば驚きよう異いになりかねないからな。少しばかり心苦しいが……。

　ともかく一匹ずつ心臓に弾だん丸がんを撃うち込こんで、しとめてくか。一時間もあれば片付くだろ。まずは近場の一匹のところへ向けて【ゲート】を開いた。










「ふう。けっこう手こずったなあ」

　思ったより亜種がしぶとく、なかなか隙すきを見せなかった。こっちが心臓しか攻こう撃げきできないのをいいことに、雷撃をところ構わず放ってきて避よけるのが面倒だった。それでもなんとか倒して他の倒した雷熊同様、【ストレージ】に収納したけど。

　これでこの山には雷熊はもういない。あとはこの素材をギルドで換かん金きんして貰わないとな。あ、それとこの町が出した依頼書のキャンセルをしてこないと。キャンセルっていうか、まだ依頼さえもギルドに届いてないと思うから、依頼を横取りされたとか言い出す馬ば鹿かはいないと思うけど。

「えーっと、なんだっけ？　あ、センカか。センカの町だ」

　依頼を出したというギルドがある町をマップで検索する。ここから西に行ったところか。

　飛行魔法を発動させて一気に飛んでいく。なんだかんだでやっぱり便利だよなあ、この魔法。【アクセルブースト】を使えば同じくらいのスピードは出せるかもしれないけど、こっちの方がはるかに楽だ。まあ、瞬しゆん間かん的てきな加速度は【アクセル】の方が上だし、【フライ】は思考スピードまでは上がらないからな。一長一短、使い分けろってことだね。

　そんな考えを巡めぐらせていると、雲間から町が見えてきた。あそこがセンカの町か。

　町中に降りると目立つので、その手前で降りて歩いていくことにした。マップでギルドの位置を確認して、まっすぐにそこへ向かう。

　ベルファスト王都のギルドとは比べ物にならないくらいの小さな建物だったが、中は案外ときちんとしていた。お馴な染じみの依頼ボードが並び、様々な依頼書が貼はられている。それを横目で見ながら、僕は受付にいる女性職員のところへ向かった。

「いらっしゃいませ。ご用件は？」

「魔獣の素材を買い取ってもらいたい。それとまだ届いてないと思うけど、明日届くはずのコレットの町の依頼書のキャンセルを」

「どういうことですか？」

　怪あやしい人物を見るような目をされたので、ギルドカードを提出する。銀ランクのカードに目を丸くしていた職員に事情を説明し、なんとか納なつ得とくしてもらった。

　そのあと中庭の方で亜種を含めた雷熊の死体をこれでもかと並べ、換金の査定をしてもらう。町の人たちに雷熊を狩かったと証明するのに二匹ばかりを残して、あとは全部換金する。

「し、少々お時間がかかりますがよろしいでしょうか？」

　まあ、あの数だ。仕方がないか。査定が終わるまで、僕はギルドの中を見物して時間を潰つぶしていた。暇ひま潰つぶしにボードに貼られている依頼書を眺める。

「東の洞どう窟くつ……メガスライム、か」

　スライム系はうちの女じよ性せい陣じんが軒のき並なみ反対するからなー。この世界にきて色々な魔ま物ものや魔ま獣じゆうに会ったけど、スライムとかローパーとか、ヌルヌルネバネバ系はとにかく嫌きらわれる。

　ボードを眺めていると、ふと入り口から誰だれかが入ってくるのが見えた。まあ、さっきから冒険者の出入りはあるんで気にもしなかったのだが、入ってきた人物を見て、思わず二度見してしまった。

「あれ、冬夜じゃないか。どうしてこんなところに？」

「エンデ……！」

　白髪に同じく白の長いマフラー、白のシャツに黒のジャケット、そして黒のズボンと、相変わらずのモノトーンスタイルの少年が僕を見て驚いていた。

「なんでこんなところにエンデがいるんだ？」

「それ、僕が聞いたんだけど。僕はこの近くにいるキングエイプってのを倒してきた帰りだよ」

　苦笑しながらエンデが答える。キングエイプか。大猿の魔獣だな。確か頭があまり良くないやつ。僕も戦ったことがある。

「いや、それはどうでもいい。それよりも聞きたいことが沢たく山さんあるんだ」

「聞きたいこと？　まあいいけど、ちょっと待っててくれるかな。依頼を終了しておきたいんで」

　受付に行き、討とう伐ばつ部位を提出しているエンデのギルドカードをチラ見すると赤ランクになっていた。報酬を受け取り、それを懐に入れると、ギルドの隅すみにあるテーブルに僕らは向かい合って座った。

「で、聞きたいことって？」

「フレイズのことだ。あいつらは一体何者なんだ？」

　んー、とエンデは少し考えるそぶりを見せたが、やがて口を開いた。

「話せることと話せないことがあるけどいいかな？」

「……かまわない。話せることを聞かせてくれ」

　エンデは深く椅い子すにもたれると話を始めた。

「信じてもらえるかわからないけど、あいつらはこの世界の生命体じゃない。この世界とは別の世界から来た来訪者、とでも言えばいいのかな」

「来訪者？　侵しん略りやく者しやじゃないのか？」

「あいつらに侵略をしているつもりはないから、侵略者と言うのが正しいかはわからないけど。あいつらは別の世界から自分たちの『王』を探してこの世界に辿たどりついたんだよ」

「フレイズの王」。以前にも聞いたな。そいつを見付け出すことがフレイズの目的だと。

「それがなんで人間を襲うんだ？」

「そこらはちょっと話せないことも交ざるけど、フレイズにはその生命活動の源になる『核かく』がある。これさえ破は壊かいされなければ、身体が砕くだかれても自然界の魔力を吸収して、あいつらはいつかは再生するんだ。で、その『王』の核がこの世界にあるのさ。それを取り戻もどすために人間を殺してるってわけ」

「待ってくれ。『王』の核を取り戻すのと人間を殺すのと、なんの関係が？」

「『王』の核がこの世界に住む人間の誰か……その身体の中にあるからさ」

『王』の核が人間の身体の中にある？　それを取り戻すために人間を殺してるってのか!?

「人間とは限らないかもしれないね。獣じゆう人じん、魔ま族ぞく、ある程度の知性を持った生命体に宿っているのは確かだろうけど。『王』の核はね、今は休きゆう眠みんしているんだ。仮死状態といったところかな。その状態でこの世界の誰かの中に潜もぐり込み、次の段階に進むのを待っている。『王』の核が放つ波動はこの世界にいることをフレイズたちに気付かせてしまう。だけど細かい位置までは奴やつらにはわからないんだ。『王』だけが持つわずかな『音』が聞こえないんだよ。宿主の心臓の音にかき消されてね。だから人間を殺す。邪魔な音を消すために」

　ちょっと待てよ……じゃあなにか!?　この世界の誰かわからない一人の中にある『王』の核を見つけるためだけに、人間を片っ端ぱしから殺してるのか!?　しらみつぶしとは言うけれど、まさにそれを実行しているなんて。

「フレイズってのは一体……」

「元々は別の世界で進化した生命体だったけど、ある時、フレイズを統率する『王』がその世界から去ったんだ。それを追って世界を渡り出したのが始まりさ。『王』にも目的がある。邪魔するのは不ぶ粋すいだと思うんだけどね。放っておいてあげればいいのに、あいつらは本能で動いてるから」
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　蟻ありや蜂はちに女王がいるように。それに惹ひかれるように集まって来ているとでも言うのか。それに『王』の目的？

「世界を渡った『王』の核は、その世界の人間の身体の中に宿る。宿主の生命力をほんの少しずつ吸収して、宿主が寿じゆ命みようを迎むかえると別の宿主へと無む作さく為いに転移する。それを繰くり返かえして、蓄ちく積せきされた力を使ってやがて別の世界へとまた旅立つ」

「……それを狙ねらってフレイズがやってきているのか？　世界中の人間を殺して『王』の核を探し、『王』の核が別の世界へと転移すると、それを追ってフレイズたちも去っていく……」

「まあ、概おおむねそんなところだね」

　冗じよう談だんじゃない。まるでイナゴのようにその世界の人間たちを食い散らかして去っていくってのか!?

　無む軌き道どうに異世界を壊かい滅めつさせながら次から次へと渡っていく。しかも自分たちには世界を滅ほろぼそうとしている意識はない。必要だからやっているだけ。そこには善も悪も何もない。本能なんだ。

「……エンデも『王』の核を探しているって言ってたな。お前も人間を殺しているのか？」

「やだな、勘かん違ちがいしないで欲ほしいんだけど、僕は『王』の核が次の世界へ転移するのを待っているだけだよ。あいつらと一いつ緒しよにしないで欲しいね」

　……こいつの目的がいまいちわからない。『王』の核の守護者のような者なんだろうか。どっちにしろその『王』のせいで、この世界はものすごい迷惑をかけられているわけだ。

「……世界の結界ってのは？」

「んー……異世界ってのはさ、こう……螺ら旋せん階段のように少しずつズレて重なっているんだよ。一段上にはすぐ上がれるけど、十段上にはすぐ上がれないだろ？　この高さが世界の隔へだたりで、上の段に行くためには全部の段を踏とう破はしなきゃならない。まあ、一段抜かしぐらいはできるかもしれないけど。ところが世界にはよそからの侵しん入にゆう者しやを阻はばむ結界がある。普ふ通つうなら一段上にも上がれないのさ」

　なんとなくだがわかるような気はする。僕が元いた世界とこの世界に共通する部分があるのも、そのズレがあまり大きくないからなのかもしれない。

「前にも話したと思うけど、この結界は壁かべのようなものじゃなくて、目の細かい網あみのようなものなんだ。だから小さくてその世界に無害なものなら抜けることができる。『王』の核が仮死状態で渡っているのもそのためさ。そんな芸当は『王』にしかできないけどね」

　そうか……仮死状態なら世界から弾はじかれずにすむわけか。網目の隙間から入ってくるといった感じかな。

「ところがこの結界を無む理り矢や理り通とおり抜けると……まあ普通はできないんだけど、綻ほころびができる。何回もそれを繰くり返せばやがて穴はだんだんと大きくなっていき、完全に開いてしまうと結界としての役目を果たさなくなってしまうんだ。それが五千年前に起きた」

　レジーナ博士の言っていたフレイズ侵しん攻こうか。世界を滅ぼしかけたっていう……。そういうことだったのか。

「あの時は何故なぜか結界が修復され、フレイズの脅きよう威いは去った。残されたフレイズを駆く逐ちくして、世界は滅びずにすんだんだ。僕も残党狩りに少し手を貸したけどね」

　こいつ、さらりと五千年前もいたって語りやがったな。やっぱり只ただ者ものじゃない。少なくとも人間じゃ絶対にない。

　にしても結界が元に戻もどったってのはどういうことなんだろう。エンデもわからないみたいだけど……。

「これでしばらくは安心だと思って眠ねむったら、また騒さわがしくなっているじゃないか。結界もまた綻び始めているし。まだかろうじて保ってはいるけど、上級フレイズがこちらにやってくるのも時間の問題じゃないかな。まあ、それが一年後なのか、五十年後なのか細かいところはわからないけど」

「……エンデは人間の味方なのか？」

「味方ってのはどうかな。僕がフレイズを狩っているのは時間稼ぎのようなものだし。正直、結界が破られたらあとは成り行きに任せるかもしれない。もちろん『王』の核は渡さないし、フレイズの味方をする気はないけどね」

　やっぱりこいつの立ち位置がわからない。少なくてもフレイズ側じゃないだけマシってことか。

「って、話せるのはこんなところかな。そろそろ僕も用事があるからさ」

　そう言ってエンデは立ち上がり、ギルドを出ていこうとする。

「……最後に。エンデ、君は何者なんだ？」

「僕かい？　僕は『渡る者』さ。じゃあね、冬夜」

　そう言い残してエンデはギルドを出ていった。

　フレイズの目的、『王』の核、世界の結界……。

　いろいろととんでもないことがわかってきたな。リアルに考えるとけっこうマズいんじゃないか？

　五千年前は結界を張り直すことで危機を回かい避ひした。でも今回は？　フレイズの侵攻を止めることができるのか？

　フレイズは『王』の核を見つけるために無差別に人間を狩り続けるだろう。それに対抗できる者はおそらくそんなにいない。五千年前のように大群で現れたら為なす術すべがないぞ……。

　明かされた真実に戸と惑まどいながら、受付で換金された雷熊のお金を受け取って僕はギルドをあとにした。







　　　　　◇　◇　◇







「ってことなんですけど、なんかわかります？」

『いや、さっぱりじゃの。前にも言った通り、ワシらも常に監かん視ししているわけではないし、確かに異世界を渡り歩く種族もそれなりにいることはいる。じゃが、それも含めてワシらにはどうすることもできんよ。他の神の介かい入にゆうがされているのなら話は別じゃが』

　エンデに会った帰り道、神様に今までのことを尋たずねてみたがどうやら神様もあずかり知らぬことらしい。結局はこの世界の人間たちでなんとかしないといけないってことなのかな。

　まだ差し迫せまった事態に陥おちいったわけではないが、対策を練っておくに越こしたことはないだろう。

　この局面を打開するのに一番有効だと思われるのは、やはり『バビロン』の力を使うことだな。博士が造り上げたという対フレイズ用の決戦兵器、フレームギア。それをなんとか使ってフレイズたちを撃げき退たいできないだろうか。

　どっちにしろ『格納庫』で現物を手に入れるか、『蔵くら』で設計図を手に入れるかしかない。

　確か残りの『バビロン』は、『塔とう』、『城じよう壁へき』、『図書館』、『蔵』、『格納庫』、『研究所』の六つ。確率としては三分の一か。

「もっと積極的に探すべきかな……」

　僕はそんなことを考えながらコレットの町を目指して飛んでいった。










「フレームギアでありまスか？」

　エルゼたちの叔父さんらに挨拶を終えてみんなで城に戻ったあと、僕はすぐさま『工房』にいたロゼッタに話を聞いてみた。フレームギアを開発したのは博士だが、ロゼッタは整備を手伝っていたらしいから。

「そのフレームギアってのは誰でも乗れるものなのか？」

「魔ま力りよくや機体との相性により左右されるでありまスが、基本的には誰にでも動かせるでありまス。訓練しないと手足のように操あやつるのは難しいでありましょうが」

　なるほど。であるならば、量産して戦力を増やすこともできるってわけか。乗り手は訓練次し第だいってところだな。巨きよ大だいロボット軍団ができたらフレイズにも対抗できるかもしれない。

「ただ、量産するのは難しいでありまスよ？」

「え？　なんで？　『工こう房ぼう』のコピー機能を使えばバッチリだろ？」

「素材の量が半はん端ぱないし、複雑なのでありまスよ。それに汎はん用よう量産型のフレームギアでも『工房』のみの力で一から製造するとなると、一日かけて一機か……よくて二機造るのが精せい一いつ杯ぱいでありまス」

　むう。一日一機か二機。一ヶか月げつで三十～六十機。それだけでも大したもんなんだが……。博士の話を聞くと五千年前は何万体というフレイズが襲ってきたというしな。思いっきり心もとない。

「『格納庫』には何機くらい保存されているんだ？」

「さあ。小生はあまり他の『バビロン』に関かかわってなかったので。整備した限りではタイプ別に四機から六機かと思われるでありまスが」

「それだけ!?　よくそれでフレイズと戦おうとしてたな……」

「なにしろ量産を始めようとした矢先に、相手がいなくなってしまったでありまスから。『工房』も二号、三号ができるはずだったのでありまス」

　ロゼッタが残念そうに語る。『工房』は増設される予定だったのか。しかしそういうことか。量産体制が整う前に事態が収束してしまったんだな。

　うーん、今のところできるのはせいぜい素材集めくらいか？　『工房』を出て歩いていると、『錬金棟』の方からシェスカとフローラが歩いてきた。二人の手には何本かの薬の瓶びんが入った籠かごがある。

「それ、何の薬？」

「うふふ、これは風邪かぜ薬ぐすりとか、頭痛薬、胃腸薬などの一いつ般ぱん的てきなお薬でスの。お城に備び蓄ちくがあまりなかったので作ってきましたの」

　ナース服のフローラが笑え顔がおで答える。何度見ても病院以外で見るナース服は慣れないな……。

　しかし薬か。回復魔法や僕の【リカバリー】でもフォローできないものもあるもんな。ん？　待てよ？

「フローラ、その薬って『錬金棟』でしか作れないのか？」

「これは普通の薬ですので、特に手は加えていませんの。手間を省くために素材から錬成しましたが、時間をかければ普通に作れまスの。純度が落ちるので多少効果は下がるかもしれませんけど」

　つまり、他の人たちにも作れるってことだな。ってことは商売になるな。

　風邪薬、頭痛薬、胃腸薬、どれも必ひつ需じゆ品ひんだ。富山の薬売りじゃないけれど、うまくいけばかなりの収入源になるかもしれない。原材料となる薬草とかを栽さい培ばいする必要があるかもしれないが。

　フローラにその旨むねを伝え、薬の精製法を椿つばきさんたちに教えてあげることにした。忍にん者じやだけあって薬物の取り扱あつかいは慣れたもんだし、配下の人たちにはそういうのが得意な人が多かったはずだ。これで医薬品の販はん売ばい業ぎように乗り出せるといいんだが。

　シェスカたちと一緒に城に戻ってくると、とりあえずエンデから聞いたことをリーンに相談してみることにした。

　正確にいうとリーンはミスミドの大使だけど、フレイズに関しては国家を超こえた問題だと思うからさ。

「フレイズの『王』、異世界からの侵攻、世界の結界、ねえ……」

　リーンは大きなため息をついて椅子にもたれた。まあ、驚おどろくよな。隣となりのポーラも腕うでを組んで悩なやむポーズをしている。

「長年生きてきてこんな話を聞かされたのは初めてだわ。普通ならなんの冗談かと思うところだけど……いろいろと確証になるものが揃そろい過ぎてるし、本当のことなんでしょうね」

「エンデが嘘うそをついているって可能性もあるけどね。多分、本当のことじゃないかと思う」

「それが事実だとしても、多分他の人たちはそう簡単に信じないでしょうね。フレイズたちの侵攻が始まらない限り」

　確かに。フレイズの存在は認めても、魔獣の新種くらいにしか認にん識しきされないだろう。僕ぼくらが出会ったのでも、まだ三体だけだ。古代遺い跡せきでのコオロギ型、ラビ砂さ漠ばくでのマンタ型、そして大樹海での蜘く蛛も型がた。これにリーンたちミスミド兵士が倒たおしたヘビ型が僕らが認識しているフレイズの全すべてだ。

　ひょっとしたらもう何匹か出現しているのかもしれないが、すでにエンデの手で狩られている可能性もある。

　フレイズの侵攻が始まってから対策を立てたのでは遅すぎる。今のうちにできることをしなければ。

　といっても、今のところ『バビロン』を探すか、フレームギアの素材を集めるかぐらいなんだよなあ。

「一応情報は集まるようにしているんだけどね。怪しい遺い跡せきとか寂さびれた神しん殿でんとか。でも調査してみるとそれらしきものは無かったり、ただの廃はい墟きよだったりして、徒労に終わってるのよ」

　うーん、リーンの配下の人たちばかりに探させてもなんだな。よし、僕の方でも斥せつ候こうを出すことにしよう。

　リーンと別れ、琥こ珀はくらのところへ行って情報集めに適している召しよう喚かん獣じゆうがいないか聞いてみる。

『そういうことならやっぱり空を飛べる者がいいと思うわぁ。速いし、いろんな場所へ向かえるしねぇ』

　黒こく曜ようがそんな提案をする。っていうと鳥の召喚獣か？　確かにどこでもいけて探索にはうってつけだろうけど。

『一匹ぴき一匹召喚して契けい約やくしていたら時間がかかりますぞ、主あるじよ。ここは眷けん属ぞくを束ねる者と契約なされませ』

『む。珊さん瑚ごよ。お主、あいつを召喚しろと言うのか？』

　珊瑚の言葉に琥珀が口を挟はさむ。眷属を束ねる者？　鳥の？

『《炎えん帝てい》。我らと同格にして、炎ほのおを司つかさどる翼つばさの王。やつを召喚し契約を成せば、幾千の鳥を一気に呼び出すことが可能でしょう』

　なるほど。確か琥珀は獣、珊瑚と黒曜は爬は虫ちゆう類るい系けいの支配者なんだっけか。召喚獣は問答無用で支配でき、普通の生物でもある程度の使役はできるらしい。魔獣に関しては駄だ目めらしいが。

　その鳥バージョンってわけだな。

「どういうやつなんだ、その《炎帝》ってのは」

『その能力に反して穏おだやかな者です。我らの中では一番の人格者ですね』

　そんな琥珀の言葉に黒曜がニヤニヤしながら茶々を入れる。

『そうかしらぁ？　私の方がよっぽど人格者だと思うけどぉ？』

『黙だまれ。瞬しゆん間かん沸ふつ騰とう鍋なべが』

『んだとゴラァ！』

　鍋が一いつ瞬しゆんにして沸わいた。言い得て妙だな。

　とりあえず二人をなだめて、その《炎帝》とやらを呼び出すことにした。

　城の中庭に召しよう喚かん陣じんを描かき、闇やみ属ぞく性せいの魔力を集中して高める。やがて黒い霧きりが漂ただよい始めたので、その中に琥珀たちの霊れい力りよくを混ぜていく。だんだんと濃こくなってきたその霧にさらに魔力を加える。

「夏と炎、南方と湖こ畔はんを司る者よ。我わが声に応こたえよ。我の求めに応じ、その姿をここに現せ」

　霧の中から爆ばく発はつ的てきな魔力が生まれ、召喚陣の中に紅ぐ蓮れんの火柱が立ち上がる。炎の渦うずが霧を吹き飛ばし、火柱が消えるとそこには真っ赤な一羽の鳥が佇たたずんでいた。

　大きさは馬ぐらいはある。姿は鳳ほう凰おうと呼ばれる伝説上の鳥に酷こく似じしていた。こいつが《炎帝》か。

『やはりあなたたちでしたか。これはまた懐なつかしい』

『久しぶりじゃな、《炎帝》』

『炎ちゃん、おひさ～』

『相変わらず派手な登場だな、《炎帝》よ』

《炎帝》の声は落ち着いた女性の声のように聞こえた。確かに琥珀が人格者だと言うだけの落ち着きはあるようだ。
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『私を呼び出だしたのは貴方あなたですね？』

「そうだよ」

『我らの主、望月冬夜様だ』

　琥珀の言葉に炎帝は驚いたようなそぶりを見せたが、やがてこちらをじっと眺め、ゆっくりとその瞳ひとみを閉じた。

『なるほど。《白びやく帝てい》、《玄げん帝てい》を従えるほどの方に、いまさら私がなにをしようと結果は変わらぬでしょう。主従の契約をいたしましょう。望月冬夜様、私に契約の名を』

　あれ？　ずいぶんとすんなり契約してくれるんだな。条件とか突つきつけてこないし。まあ助かるけど。どうやら琥珀の言った通り、穏やかな性格っぽい。

　それはそうと、名前か。えーっと、琥珀、黒曜、珊瑚ときているから、やっぱり似通った名前の方がいいよな。んー……。

「よし、じゃあ紅こう玉ぎよく。紅あかい宝石の名前だけど、どうかな？」

『コウギョク……。承うけたまわりました。私のことは紅玉とお呼びください』

　ポンッ、と《炎帝》、いや紅玉はその姿をオウム程度の小さな姿に変化させた。そのまま僕の肩かたにとまる。これなら騒がれることもないだろう。

　さて、それじゃあ本来の目的を果たすとしようか。

　紅玉の力を借りて、召喚陣から一気に千羽ほど、鳥の召喚獣を呼び出す。種類は様々、色とりどりの鳥たちがそのまま空へ舞まい上がり、四方八方へと飛び立っていく。

　怪しい遺跡や建物、変わった設備や石せき碑ひなんかを見つけたら僕に報告するようにと、飛び立っていく鳥たちに念話を送る。これでうまいこと見つかってくれるといいんだが。

　鳥たちが飛び立っていった大空を眺ながめながら、僕はそう祈いのらずにはいられなかった。







　　　　　◇　◇　◇







　斥候を放ってずいぶん経たったが、めぼしい情報は入ってこない。こうしている間にも世界の結界は壊こわされているのかもしれないのにな。

　神様が世界を管理してると言っても、自分の部屋にある本ほん棚だなの本の、それもその中の一枚のページが虫に齧かじられているのを気付けというのは酷ってもんだ。ずっとそのページを見ているわけにもいかないし。

「検けん索さく魔ま法ほうでフレイズの『王』を検索できないの？」

　エルゼからの提案にまたかとため息をつく。

「何度も言うけど。見たこともない、特とく徴ちようもわからない、そんな曖あい昧まいなものは引っかからないんだよ。せめて形とか、断定できるだけのなにかがあれば別だけど。だいたい人間の中に入っているなら外見からじゃわからないし」

　僕の検索魔法【サーチ】は正確ではない。僕の判断基準で左右される。例えば目の前に二人の人間がいるとしよう。片方は女性、もう片方は完かん璧ぺきに女装した男性だとしたら、検索魔法をかけても二人の女性と判断される。

　もちろん、見た目が「おいおい、どう見てもこれは男だろ！」って感じの女装なら、ちゃんと男性一人、女性一人と検索されるのだ。逆にゴツい、どう見ても男の人に見える女性がいたら、男性二人と検索されるわけで……。

　つまり僕の基準でしか検索されない。強力な結界なんかにも弾かれるしな。だけど、「似たようなもの」や「それっぽいもの」は検索されたりする。ただ『王』の核がどんなものかわからないのに「それっぽいもの」がわかるわけがない。なんならそこらの石でも「これが『王』の核だ」と言われて信じてしまったら、世界中に『王』の核が溢あふれる検索結果になるだろう。

「なんでもかんでもそんなに都合よくいくわけがないってこったな」

　訓練場の隅すみに置かれたベンチで【モデリング】を使いながらボソリとつぶやく。まあ、なるようにしかならないか。手元の牛の革を変形させながらそんなことを考えていた。

「陛下？　なんスか、それ？」

　いつの間にか目の前にローガンさんが来ていた。木ぼつ剣けんを片手に持って、汗だくになった顔をタオルで拭ぬぐっている。視線は僕が手元で作っていた革製品のものに向けられていた。

「グラブだよ。町の子供たちに野球を教えてあげようと思ってね」

「ぐらぶ？」

「ボールをキャッチするための……ま、実際にやってみせた方が早いか」

　すでに作ってあったボールを取り出し、城の壁にボールをぶつけて、返ってくるのをグラブでキャッチする。小学生以来グラブなんてはめてなかったが、身体からだは覚えているもんだな。

「これはこうやってボール……球を掴むためのものだよ。本来は九人対九人でやるゲームなんだけどね」

「へえ……」

　もうひとつグラブを作り、ローガンさんに渡わたして、軽いキャッチボールをしてみる。初めは取り損ねたりしていたが、すぐに慣れてすんなりキャッチできるようになってきた。基本、こっちの世界の人たちって呑のみ込みが早いよな。

　訓練が終わった兵士たちが僕らのキャッチボールを見て羨うらやましそうな視線を向けてきたので、『工房』でボールとグラブをコピーしてきて、みんなに配ってやった。副団長のニコラさんが苦く笑しようしていたが、訓練も終わった自由時間なので特に何も言わなかった。すみません。

　えーっと、にの、しの、ろの……うん、人数はいるな。いっそのこと野球をやってみるか。みんなにも息いき抜ぬきというか、楽しみがあってもいいだろ。

　このあと予定がないという者を連れて、城の西にある平原に野球場を作る。といっても、ベースにバッターボックス、ピッチャーマウンドを作っただけだが。

　新たにバットとキャッチャーミット、プロテクターを用意し、みんなに簡単なルールを教えていく。正直、僕もそんなに詳くわしいわけではないので、細かいところはその都度調べることにする。

　とりあえず覚えるにはゲームをしながらが一番だ。僕は審しん判ぱん役やくとして見守り、試合開始となった。

　しばらくは酷ひどいもんだった。デッドボールと空から振ぶり三振の繰り返し。点は入るが全て押おし出しだ。しかし剣術をしているからか、すぐにバットによく球が当たるようになり、ヒットを飛ばすようになってくると、今度は守備の粗あらさが目立ち始めた。

　トンネル、エラー、落球の山。だが、それも繰り返しているうちに、うまく捌さばくようになっていった。ちょっとこれには驚いた。もともと身体を鍛きたえるのが仕事みたいな人たちだから、ある程度の身体能力の高さは知っていたけどさ。

　そこそこ観みられる試合になってきたので、【ゲート】で町の子供たちを呼んできて試合を見せることにした。ルールをざっと教えてやって、ついでに観客席を作ってやる。

「打った打った！」

「走れーっ！」

「がんばってー！」

　すぐに夢中になって応おう援えんを始めた子供たちの横で、騎き士し団だんのみんなもそれぞれのチームに声を飛ばす。

「なにやってんだ、そこは一塁るいに投げろよ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

「あー！　よく球を見ろってば！　手ぇ出すかね、今の！」

「俺おれと交代しろーっ！」

　ほとんどヤジだったが。子供たちの純じゆん粋すいさを見習えよ、君たち。

　細かいルールなんて教えてないので、ヘマしたら誰かと交代みたいなことになっていた。そりゃこうなるか。

「まあ、楽しんでくれてるみたいで何よりだけどさ」

　みんなが試合に夢中になっている間にも、僕は着々と野球場を完成させていった。バックネット、外野フェンス、スコアボードと次々に完成していき、ひととおり立派な野球場ができた。

　暗くなってきたのでそろそろお開きにする。野球道具一式は騎士団預かりとして、自由時間に野球場共々使っていいことにした。見学にきた子供たちにも道具一式を作ってやった。子供用の小さいやつだ。土地はあるからどこででも草野球ができるだろう。

　次の日から騎士団員で非番の者や、訓練が終わった者が野球場で試合をするようになった。それぞれ何チームか作られて試合をし、戦績を競っているようだった。しかし、チーム名が「グリフォンズ」とか「サラマンダーズ」とか、魔獣の名前がついてるあたりは、地球と変わらないのかなあと思ってしまう。

　面めん倒どうなのはルール上のトラブルがあると、みんな僕に聞きにくることだ。その都度ネットで調べて解決してやらないといけない。そのうちこの世界用のルールブックでも作ってやろうか。

【ドローイング】で転写してもいいんだが、こっちの文字に変へん換かんするのも面倒だし、「アメリカの」とか「メジャーリーグでは」とか多分理解できない言葉も交じってるからなあ。

　そのうち、町の人たちも野球に興味を持ち出し、試合を観るようになって自分で始めたい人たちも出てきた。そうなると道具が必要となり、敏びん感かんにそれを察したミスミドの交易商人、オルバさんが僕に販売の権利を交こう渉しようしてきた。

　そっちで作ってくれるのなら特に断る理由もないので、ベーゴマの時と同じく何パーセントかのマージンを国に納めてもらうことで了りよう承しようした。他ほかの国でも流行はやって道具が売れれば儲もうかるかな、ぐらいにその時は思ったんだけど。

　月一回の西方同盟会議の時、外から聞こえてきた歓かん声せいに各国の王様たちが興味を引かれた。その歓声の原因である野球の試合を観せたところ、すぐさまみんながそれに夢中になってしまった。

　野球道具一式をせがまれて各国に提供すると、それぞれの国でチームを作り、予想外に流行り出してしまったのだ。今じゃ、あちらこちらの国で野球が行われている。

　休みの日になると気の合う仲間でチームを作って他のチームと試合を行う。それをその家族や別の仲間が観戦したり、応援したりの娯ご楽らくとなっているみたいだ。そのうちプロ野球とかできるんじゃないだろうか。

　正直、こんなことになるなんて僕は思ってもみなかったが、オルバさんはある程度予想していたらしい。

「しかし、なにが当たるかわからないもんだなあ……」

「私は陛下が始めたと聞いて、絶対に当たると確信してましたがね」

　応接室で目の前のオルバさんがホクホク顔で答える。そうなのだ。この世界の人たちの娯楽への貪どん欲よくさを忘れていた。この世界にはスポーツというものもあまり種類がない。球技は特にだ。「遊び」を前面に出せば売れるということなんだろうか。

「と、いうわけでまたなにかあったら我が商会で販売させていただきたく」

「んー……まあ何個か売れそうなのはあるんですけどね」

「ほほう。それは興味深い」

　今、オルバさんの目がキランと光った気がする。商しよう魂こん逞たくましいなあ。あ、そうだ。

「その代わりといったらなんですけど、鋼こう材ざい……鉄とか銅、銀、ミスリル、オリハルコン、ヒヒイロカネ、そういったものを安く手に入れられませんかね？」

「鋼材ですか？　そうですね……ある程度のルートから入手は可能ですが、どれほど必要ですか？」

「いくら必要かはまだわかりません。そうですね、これから提供する道具で儲もうけたら、その分鋼材でいただきたい」

　フレームギアの素材にする材料はいくらあっても構わないだろう。今のうちに備蓄しておくべきだと思う。いざとなってから集めても必要な量が集まるかわからないしな。

「なにか理由がありそうですが、深く探るのはやめておきましょう。こちらも商売ですし、儲けさせてもらう立場ですからな」

「そう言ってもらえると助かります。で、商品ですけど。遊び道具としてはヨーヨー、フラフープ、ホッピング、けん玉などがありますね」

「どれも聞いたことのない道具ですな。詳くわしく教えていただけますか？」

　オルバさんに説明するためにヨーヨーを作って実際にやってみせる。プラスチック製が一番いいんだが、ないので代わりに木製だ。他の物もひととおり実じつ践せんしてみせて、遊び方を伝授していった。

　とりあえずフレームギアの材料はここいらの収入から手に入れよう。みんなの税金を使うのはさすがに気が引けるし、またミスリルゴーレムとか討とう伐ばつすればなんとかなる。

　まあ、ぼちぼちやっていくか。







幕間劇　休日デートは突然に







「おめでとう！」

「おめでとう、お幸せに！」

「嫁よめさん泣かすなよ、リオン！」

「二人に幸あれ！」

　祝福の拍はく手しゆが二人を包つつむ。その中心で照れ臭くさそうにしながらも幸せの絶頂にいるのは、ベルファスト騎き士し団だんの騎士であるリオンさんと、その婚こん約やく者しやの……おっともうお嫁さんか。狐きつねの獣じゆう人じんのオリガさんである。

　リオンさんは白いタキシードを着き込こみ、オリガさんはこれまた純白のウェディングドレスに身を包んでいた。

　二人の衣装は僕がネットから拾ってきた資料を基に、服ふく飾しよく商しようのザナックさんが仕上げたものだ。二人とも美男美女なのでよく似合うこと。……なんか悔くやしい。

　ここはベルファストにあるリオンさんの実家……つまりはレオン将軍の邸てい宅たく、ブリッツ男だん爵しやく邸ていの庭である。

　二人の家族と騎士団の同どう僚りように加え、ミスミドからも友人知人が集まっての結けつ婚こん式しきだ。

　ミスミドの客は僕が【ゲート】を開いてご招待した。ま、これくらいはね。

　二人の新居はここから歩いてすぐの場所にある。いい新居ではあるが、パーティーをするにはやはり小さく、新郎の実家であるこちらでやることになったのだ。

　庭を開放しての立食パーティー形式で、僕も「ブリュンヒルド公王」としてではなく、二人の友人として列席させてもらっている。

　僕の身内としてユミナ、エルゼ、リンゼ、八や重え、ルーも一緒だ。正確に言うとルーはあまり二人とは接点がないのだが、仲間外れというのもなんなので一緒に参加させてもらった。

　わいわいと賑にぎやかに歓談する参加者たち。その中からこちらにやってくる人物がいた。

「公王陛下、このたびは二人のためになにかと骨を折って下さり、ありがとうございました」

「いえいえ。今日は公王ではなく友人の一人として参加しているのですから、気になさらないで下さい」

　頭を下げたグレーのスーツ姿の紳しん士しは、交易商人のオルバさんだ。オリガさんの父親である。相変わらず恰かつ幅ぷくの良い体形に、頭からは狐耳、腰こしからは太い尻尾しつぽが揺ゆれていた。

　それよりも僕が気になっているのは、オルバさんの後ろに控ひかえる二人の婦人である。どちらも狐の獣人で、年の頃ころは三十後半といったところか。金きん髪ぱつと銀髪の違ちがいがあったが、金髪の方の女性はどこかオリガさんに似てる気がする。ひょっとして……。

　僕の視線に気が付いたのか、オルバさんが二人を紹しよう介かいしてくれた。

「ああ、これは家内たちです。アリサ、イルマ、こちらがブリュンヒルド公王陛下だ」

「オルバ・ストランドの妻、アリサ・ストランドでございます。公王陛下」

「同じくイルマ・ストランドです。このたびは娘むすめのためにいろいろとありがとうございました」

　やっぱりオルバさんの奥おくさんか。っていうか、二人とも奥さんか！

「こちらのイルマがオリガとアルマの母になります。アリサの方は長男であるイクサの母になります」

　金髪のイルマさんがオリガさんとアルマのお母さんか。どうりで似てるはずだ。

　アリサさんの方は長男（オリガさんの兄にあたる）の母親だそうだ。その長男はロードメア連れん邦ぽうへ交易商人として修業に出ているらしく、結婚式に参加できなかったらしい。

「奥さんが二人いたんですね」

「ははは。私など少ない方ですよ？　知り合いの豪ごう商しようには妻が五人、妾めかけが八人いる者もいるくらいですからね」

　ミスミドも一夫多妻ＯＫなんだよな。その代わり嫁さんの序列とかはあるみたいだけど。

　ベルファストでは男爵位以上の者であれば妻を複数持ってもいいらしい。もちろんお妾さんはそれに入らないので、平民でも養える金があるなら、奥さん一人にお妾さんいっぱいという人もいるとか。こちらはほとんど大商人とかだが。

　ちなみにリオンさんの場合、父親であるレオン将軍が男爵ではあるが、リオンさんは次男であるため爵位は継つげない。つまり奥さんはオリガさん一人ということだ。

　お妾さんは複数持てるけど、リオンさんの性格からするとありえないよなぁ。オリガさんにベタ惚ぼれだし。

「思えば公王陛下が二人の橋渡しをして下さらなかったら、こうはなってなかったかもしれませんなあ。ストランド家としては良い縁えにしを結ぶことができて、本当に幸せです」

　友人たちに囲まれて嬉うれしそうにしている二人を見ながらしみじみと話すオルバさん。新婦であるオリガさんの後ろには、花籠を抱かかえた妹のアルマもいる。彼かの女じよも嬉しそうだ。

「ああ、そうそう。結婚祝いに二人の新居に温泉小屋を建てておきましたので、式が終わったら入ってみて下さいよ。ベルファストの秘湯からお湯を引いてますんで、疲つかれが取れますよ」

「ほほう……温泉を」

「まあ！　それは素敵ですわね！」

「帰りに入浴していきましょう、あなた！」

　オルバさんよりも奥さんたちの方が食いついたようだ。金持ちといえど、手軽に温泉に浸つかる機会などあまりないだろうし、ミスミドだと特にそうだろう。

　オルバさんたちは新婦の親であるため、他の招待客にも挨あい拶さつして回らないといけない。しばらくすると僕らとの話を切り上げて、向こうへ行ってしまった。

「嬉しそうでしたね」

「娘の結婚式だし、そりゃ嬉しいに決まってるさ」

　ユミナにそう返しつつも、子こ離ばなれしてない親だとまた変わってくるんだろうなあと思う。

「娘はやらーん！」的な？　自分はそうならないようにしたいところだけど、どうだろうなぁ。自信はない。

　おっと、今度は新郎の方の親がきましたよ。

「おう、冬とう夜やど……おっと、公王陛下だった。えー、このたびは愚ぐ息そくのためにお越こし下さり、ありがとうございます」

　リオンさんの父親、レオン将軍が神妙な面おも持もちで頭を下げる。

「よして下さいよ。今日は友人の一人として来ているんですから、今まで通りでいいですよ」

「そうか？　ならお言葉に甘あまえて今日だけ。まさか一国の王にまでなるとは思ってもみなかったな。あ、いや、姫ひめと結婚すればベルファストの王となっていたかもしれんのか。どのみち可能性はあったわけだ」

　以前ならそういうことも可能性の一つとしてあったが、いろいろと状じよう況きようが変わった。

　僕は公王になったし、まだ公表はされていないがユミナは正式な婚約者となっている。

　一方、ベルファスト王家は王おう妃ひ様さまが身み篭ごもったことにより、待望のお世継ぎが生まれるかもしれない。

　男の子が生まれれば僕はお払はらい箱だ。しかし女の子だった場合、僕とユミナの間に生まれた男子がベルファストを継ぐ可能性もある。その場合、ブリュンヒルドは他の四人との間に生まれた男子に、となるわけだが。

　まだまだいろいろと問題は山積みのようだ。結婚もまだなのに子供のこととか想像もつかない。

「父上！　一国の王に対してそのような……」

　レオン将軍の背後から咎とがめるように声をかけてきた人物。二十代後半で背が高く、レオン将軍と同じように髭ひげをたくわえている。こちらはカイゼル髭ではなかったが。父上ってことは……。

「冬夜殿どのは初めてだったな。こいつはリオンの兄のシオンだ。軍の第一師団に所属している。優ゆう秀しゆうだが、嫁取りは弟に先を越された情けないヤツだ」

「放っておいて下さいよ！　……初めましてブリュンヒルド公王陛下。ベルファスト軍第一師団所属、シオン・ブリッツであります。このたびは愚弟の結婚式に足をお運びいただき、ありがとうございます」

　次いで主君筋であるユミナや、レグルスの姫であるルー、さらにエルゼたちにまで深々と頭を下げるシオンさんを見て、真ま面じ目めなところはリオンさんと似てるなあと思った。っていうか、どっちも親父おやじさんに似てない。

「今から生まれてくる孫が楽しみでなあ。男ならワシが直々に鍛える。獣人の身体能力を持った我が火か焔えん拳けんの使い手だぞ。ベルファスト一の武ぶ闘とう士しになること間違いなしだ！」

　おいおい、このおっさん、もうすでに親おや馬ば鹿かならぬ爺じい馬ば鹿かになってるぞ。大だい丈じよう夫ぶか。

　確かに生まれてくる子は獣人とのハーフだから基本的な身体能力は高いのかもしれないけどさ。っていうか女が生まれても武術を指導するような気がする。

「そういえばブリュンヒルドでも騎士団を設けたんだよな？　今度うちの軍や騎士団とで合同訓練を行わんか？　お互たがいにいい刺し激げきになるんじゃないかと思うんだが」

「ああ、いいですね。うちはできたばっかりなので、まだまだ連れん携けい的てきな動きができないんですよ。個人個人はそこそこの強さを持っていると思うんですが」

「ふうむ、確かにそればっかりはな。一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできるものでもないだろう。やはり訓練がモノをいうと思うが……集団戦でもするか？」

「そうですね……。多数対多数の戦せん闘とう訓練もしておいた方がいいですよね。盗とう賊ぞく団だんとかと戦うことだってあるかもしれないわけだし……」

「二人とも。国家間の話は別の機会にしては？　今日は結婚式なんですよ？」

　僕とレオン将軍の会話にユミナが割って入った。少し呆あきれたような顔をしている。そりゃそうか。お祝いの場所で殺さつ伐ばつとした話をしてるんだから。マズったな……。

「で、ではその話はまた今度ということで」

「う、うむ。そうですな。では公王陛下。ワシらはこれで」

　バツが悪かったのか、そそくさとレオン将軍とシオンさんはベルファストの騎士たちが集まっているテーブルへと向かった。

「仕事熱心なのはよろしいですけど、こういう場ではお忘れになったらいかがです？」

「や、つい、ね。魅み力りよく的てきな提案だったものだから」

　ルーからも窘たしなめられては、苦笑いを浮うかべざるを得ない。

「あたしはちょっと面白おもしろそうだなーって思ったけど。合同訓練」

「実は拙せつ者しやも」

　同じような苦笑いを浮かべてエルゼと八重が顔を見合わせる。ま、君らはね。

「そういえば冬夜さん、お祝いの言葉を贈おくるんですよね？　そろそろなんじゃ？」

　と、リンゼが話しかけてくる。おっとそうだった。一応、この結婚式に出席している中で、一番偉えらいのは僕らしい。小さい国だけど王様だしな。代表としてお祝いのスピーチを頼たのまれているのだ。

　もちろん、ちゃんと高こう坂さかさんに頼んでこの世界で定番のお祝いの原げん稿こうを……。

　内ポケットに手を入れると、そこにはいつものようにスマホしか入っていない。

　お祝いの原稿を……。

　コートのポケット、ズボンのポケット、【ストレージ】の中……。あれ？　あれ？　あれ？

「……どうしたんですか？」

「……祝いの原稿がない……」

「「「「「え？」」」」」

　え？　あれっ!?　もしかしてどっかに落としたか!?　ちょ、待って！　あれがないと困る！　なんとなくしか話の内容覚えてないぞ！

「冬夜さん！　お姉ちゃんたちが用意ができたんで壇だん上じようにどうぞって！」

　満面の笑みを浮かべてアルマが迎むかえに来た。僕の方は引きつった笑いを浮かべて、「イマイキマス」としか返せない。

「と、冬夜さん、とりあえずお祝いの言葉、お祝いの言葉ですから！」

「う、うん」

「別れる、切れる、終わるとか縁えん起ぎの悪い言葉を使ってはダメでござるよ！」

「え？　あ、そうか、そうだった」

　まずい。この調子で話したらボロが出かねないぞ……。かといって、「リオンさん、オリガさん結婚おめでとう！　末長くお幸せに！」だけで終わるわけにもいかないし……。

　なんかこう、僕が話さなくても二人のお祝いになるようなことはできないもんかね！

　結婚式って他になんかあったっけ？　親しん戚せきのおじさんみたいに歌でも歌うか？　いやいやいや、恥はじかくだけだし。あとは……。

「あ」

　僕の脳裏にあることが閃ひらめいた。僕らの世界じゃ結婚式の定番とも言えるやつがあるじゃないか。普ふ通つうならできないが、僕には「あの魔法」がある。

「悪い、アルマ。十分だけ待ってほしいって二人に伝えて。ちょっと準備があるからさ」

「え？　はい、わかりました」

　アルマが走って去っていく。よし、じゃあさっそく取り掛かかるとしますか。

　僕は会場にいるであろう人たちを探し始めた。










『えー、ただいま紹介にあずかりました、ブリュンヒルド公王、望もち月づき冬夜と申します。リオンさん、オリガさん、結婚おめでとうございます』

　無属性魔法【スピーカー】により、庭中にいる人たちに僕の声が届けられる。僕が一国の王様とは知らなかった人たちもいたのか、少しざわざわとするが、この際スルーだ。

『お二人はこれから新しい家庭を築いていくことになります。そこで僕からお二人に、お手本となるべき素す晴ばらしい家庭を見てもらいたいと思います』

　庭に置かれた椅い子すに座すわったリオンさんとオリガさんがキョトンとしている。

　それを横目で見ながら僕ぼくは壇上から下り、無属性魔法【ミラージュ】を展開した。

　壇上に映し出されたのは、若く堂々とした偉い丈じよう夫ぶが赤ん坊ぼうを持ち上げて嬉しそうに叫さけぶ姿。その傍かたわらにはそれを見て優しげに微笑ほほえむ女性と小さな少年。

　男性に持ち上げられた赤ん坊は楽しそうに笑っている。

「僕だ……」

「え？」

　リオンさんがつぶやいた言葉に隣となりのオリガさんが反応する。

「あの赤ん坊は僕だ……。兄さんと、亡なくなった母さんもいる……。僕を抱だいているのは若いときの父さんだ……」

　映像を見て、リオンさんが横にいたレオン将軍に視線を向ける。父親であるレオン将軍はただ真っ直すぐに壇上の映像を見つめていた。

　画像が切り替かわる。今とは違いスリムな狐耳の青年がベビーベッドで眠ねむる赤ん坊を覗のぞき込む。

「お父さん……？」

　若い頃のオルバさんが赤ん坊の頬ほおをつつき、笑え顔がおになる。横のベッドにいるイルマさんがくすくすと笑っていた。

　その映像をオルバさんとイルマさんも真っ直ぐに見つめていた。

　この映像は作り物だが、映し出された出来事は本物だ。先ほどレオン将軍、シオンさん、オルバさん、イルマさん、アリサさんと、二人を知る人たちから【リコール】で記き憶おくを譲ってもらった。その記憶を基に作り上げた映像である。

　二人が生まれてから今までの出来事が次々とインストゥメンタルな音楽に乗せて流れる。

　リオンさんは子供のころ病弱だったこと。剣術の稽けい古こを嫌いや々いや始めたこと。お兄さんと一いつ緒しよに釣つりをしたこと。親父さんと大おお喧げん嘩かをしたこと。お母さんが亡くなったこと。軍人ではなく騎士になろうと決心して親父さんを説得したこと。厳しい訓練に耐たえて見事騎士団に入れたこと……。

　オリガさんは子供のころおてんばだったこと。遅おそくまで家に帰らずお母さんに叱しかられたこと。お父さんから遠い国のお土産みやげをもらって嬉しかったこと。妹が生まれたこと。家族みんなで旅行をしたこと。一生懸けん命めい勉強して王宮勤めになれたこと。それを家族みんなが祝ってくれたこと……。

　二つの家庭の思い出が薄うすれていき、やがて今日の二人の姿を映し出す。幸せそうな二人と、それを祝福する二つの家庭。

　そして静かに映像は終わる。

　僕は再び壇上へと上り、【スピーカー】を通して二人に語りかける。

『あなたたちの家族があなたたちに注いだ愛情を、今度は生まれてくるお子さんたちに与あたえてください。お二人ならばそれができると僕は信じています――――本日このような晴れの日を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げます。これをもちまして、お二人へのお祝いの言葉とさせていただきます。ご静せい聴ちようありがとうございました』

　締しめの言葉を放ち一礼すると、集まった客が一いつ斉せいに拍手を送ってくれた。なんとも気き恥はずかしい。

　ちらっと新郎新婦の方を見ると、二人とも泣いていた。やりすぎたかね……。オリガさんは母親であるイルマさんに抱きついている。

　壇上から下りるとオルバさんとレオン将軍が頭を下げてきた。

「大変素晴らしい贈り物をありがとうございました」

「感謝する。なによりの祝いの言葉だった」

　うーむ、本当はスピーチの原稿を落としたから急きゆう遽きよ考えたんだとは言えないなぁ……。まあ、喜んでくれたようだし良かったよ。

　その後もつつがなく式は進んでいき、やがて新郎新婦の最後の挨拶になった。

　壇上に上がった二人の前に、僕が【スピーカー】を展開する。

『みなさん、本日は私たちの新しい門出を祝福していただき、ありがとうございました。まだまだ至らぬところがある若じやく輩はい者ものではございますが、これからもご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願い致します！』

　深々と招待客の前で頭を下げる二人に温かい拍手が送られる。

『このあとブリュンヒルド公王陛下が、ご自身の遊ゆう戯ぎ場を僕たちのために貸し切りにしてくださることになっています！　御ご用ようのない方は会場へご招待致しますので、どうぞご参加ください！』

　おおおっ、と招待客から声が上がる。僕はその場で【ゲート】を開き、ブリュンヒルド城内にある遊戯場へと固定させた。

　遊戯場ではブリッツ男爵家のメイドさんと、ストランド商会の従業員さんたちが手伝いに来てくれている。

　二次会会場よろしく、テーブルには山のような食事とお菓か子しなどのデザート、酒を含ふくむ飲み物など各種取り揃そろえられていた。

　次々と二次会会場の遊戯場へと招待客が転移していく。普通、結婚式の二次会といったら親しい友人のみでやるもので、親や親戚などはあまり参加しないんだけどな。まあ、僕らの世界の常識を持ってきても仕方がないのはいつも通りだ。

「ほほう。これが陛下たちがお噂うわさになっていたブリュンヒルドの遊戯場か」

「気になるものが山ほどありますね。実に興味深い」

　で、新郎新婦の親御さんたちも参加しているわけで。

　レオン将軍は遊ぶ気満々だし、オルバさんは商人センサーを発動している。

　そこからはどんちゃん騒さわぎだ。飲めや歌えや遊べやと騒ぎまくる。

　何人かはしばらくすると【ゲート】で帰宅した。大半は若い女性である。それを「送っていきましょう」と名乗り出た男も何人か。リオンさんのお兄さんであるシオンさんもその一人で、綺き麗れいな女性をエスコートしていた。やるな。

　夜十時にもなれば新郎新婦には先に休んでもらう。部屋は城の奥にある客室を用意した。結婚して初めての夜だし、その、いろいろと、ねえ？

　招待客の中で泊まりたい者には別の区画の客室を当てがっておいた。もちろん家族、夫ふう婦ふ以外は男女別だが。

　遊戯場では朝まで騒いだ挙げ句、二日酔いになる者が続出したようだ。僕はキリのいいところで撤てつ退たいしたが、レオン将軍やオルバさんはずっと飲み続けていたようで、今は客室で眠ねむっている。ちなみに奥さんたちはさっさとリオンさんたちの新居に帰った。

　なにかと大変だったが喜んでもらえてなによりだ。これ以降、結婚式に「二次会」というものがベルファストを中心に定着していったのにはちょっと驚おどろいたけど。
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「愛を育はぐくみましょう」

「ハイ？」

　ユミナの唐とう突とつな切り出しに固まる僕。藪やぶから棒になんですか、ユミナさん。朝ごはんは静かに食べた方がいいと思います。

「先日の結婚式を見て思ったんです。私たちの結婚式も愛の溢れる素晴らしいものにしたいと。そのためにはお互いのことをもっと知り、心を通わせ、愛を育むべきだと思ったんです」

　キラキラした目でうっとりと語るユミナに対し、僕の方は引きつった笑いしか浮うかんでこない。言ってることはわかるし、大事なことだとは思うが、なんというか恥はずかしさの方が先に立つ。

　そんな僕の気持ちをスルーして、ガタンと食しよく卓たくの席を立った者がいた。ルーである。

「素晴らしいですわ、ユミナさん！　私わたくしも常々そう思っておりましたの！　冬夜様と私わたくしたちの愛の絆きずなをもっと深めるべきだと！」

「ですよね！」

「ですわ！」

　ひしっ、と抱き合う二人のお姫ひめ様さま。なんだろう、微笑ましいはずなのに一いち抹まつの不安がよぎるのは。

「その、具体的に、は？」

　リンゼが顔を赤くして、チラチラとこっちを見ながらユミナたちに尋ねる。エルゼと八重も食事の手を止めてそちらに視線を向けた。

「それはもちろんデートです！」

「デート!?　デートというと、交際している男女が連れ立って外出するアレですわね！」

「はい。主に食事やショッピング、演劇観賞などをしたりして、お互いの親密さを深める行こう為いです」

　テンションが高くなっているルーにユミナが説明する。

　いや、親密さを深めるって……。みんなとは婚こん約やくしたわけだし、今さらって気もするんだが。

「だいたい冬夜さんは最近私たちのことを放っておき過ぎです。なんですか。釣った魚にはエサはやらない派ですか？」

「うっ」

「あ、あたしもそれは思う。昨日なんか食事の時しか冬夜と会ってないし」

「拙者も。その……少し寂さびしいでござる、かな……」

　ぐう。確かに最近あっちこっち走り回っていて、みんなとの時間を作れないでいたのは事実だ。その点は反省しなきゃいけないな。

　みんなの好意に甘えて、その上に胡座あぐらをかいていたのかもしれない。僕もこの子たちが好きだ。ずっと一緒にいたいし、喜んでもらいたい。そのための努力は惜おしむべきじゃないよな。

　しかしデートか。デートねえ……。まだブリュンヒルドにはそういった施し設せつはほとんどないからな……。なんとか食事を『銀ぎん月げつ』や喫きつ茶さ店てんとかでとれるくらいで。あとはザナックさんの服ふく飾しよく店てんとかオルバさんのとこのストランド商会とかか。

　ショッピングしたとしても三、四軒けん回って終わりだ。楽しめるかどうか。

「そういうことではないんです。冬夜さんとお出かけして、同じ思い出を共有することが大事なんですよ。私たちは歳としをとってから、『こんなことをしたね』『あんなことがあったね』って、冬夜さんと思い出を話せるようになりたいんですよ」

　そうか。……そうだな、ユミナの言う通りだ。それに【ゲート】を使えばブリュンヒルドだけじゃなく、他の国にも行ける。こんな時こそ活用しなくては。

「……じゃあ今日はみんなで一緒に出かけよう。いろんなところへ行って、いろんなことをしようか」

　僕の言葉にみんなが笑顔になる。うん、やっぱり僕はこの笑顔をずっと見ていたい。

「そうと決まれば準備をしなくては！」

　ルーの声に従うように、バタバタとみんなが朝食をかきこみ、それぞれの部屋へと戻もどっていく。はやる気持ちはわかるけど、朝ごはんはゆっくり食べないと消化に悪いぞう。

　僕の方も高坂さんのところへ行き、今日の予定をずらしてもらう。幸い、今日は町の区割りの話と農耕地の視察などだったので、なんとかなるようだ。

　テラスで執しつ事じのライムさんに淹れてもらった紅茶を飲みながらみんなを待っていると、再びバタバタと足音が聞こえてきた。

「お待たせしました」

「…………」

　みんなの姿を見て、僕は思わず紅茶をこぼしそうになってしまった。

　みんなの服装がそれぞれいつもと違う。

　大きめの襟えりが付いたカーディガンと黒いタイツの上にティアードスカート姿のユミナ。

　リボンの付いたブラウスにジャンパースカートといった姿のルー。

　エルゼはブラウスの上にニットのロングカーディガン、キュロットスカートに黒のタイツ。

　一方、襟に花はな柄がらのレースが刺し繍しゆうされたワンピースとカーディガン、そこにニーソックスというリンゼ。

　そして何よりも驚いたのは八重だ。着物に袴はかま姿すがたじゃない。ポニーテールはいつも通りだが、パーカー付きのブルゾンに膝ひざ丈たけのパンツルック。足下も草ぞう履りではなくお洒落しやれな靴くつを履はいている。

　どれもこれもこの世界ではお目にかかれないファッションである。

「それ……」

「こんな日のためにザナックさんの店で特注しました。デザイン画は冬夜さんからいただいていたというので」

　確かにザナックさんにはいろんなファッションの画像を【ドローイング】で描いて渡わたしてあったが、こんなお披ひ露ろ目めになるとは。
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「それで……ど、どう？」

「え？　あ、うん、かわいい。みんなそれぞれ似合ってる」

　顔を赤らめながら尋たずねてきたエルゼに素で返してしまった。しかしかわいいのは本当だ。いつもと服が違うだけでこうも印象が変わるのか。

「ではデートに出発ですわ！　っと、その前に」

　先導しようとしていたルーが振ふり返かえり、拳こぶしを構える。

　それに呼応して他の四人も目を鋭するどく光らせて同じように拳を握にぎった。

「「「「「じゃーん、けーん……ぽいっ！」」」」」

「「「「「あーいこーで……しょっ！」」」」」

　あの……いったい何をなさってるんでしょうか、お嬢じよう様さま方がた……。

「勝ちましたわ！」

「勝ちました、です」

　ルーとリンゼが勝ったようだけど、なにこれ？

　僕が不思議に思っているとすぐにその答えが出た。両サイドに回ったルーとリンゼの二人から腕うでに抱きつかれたのである。

「時間がきたら交代ですからね、二人とも」

「無念でござる……」

「ちょっ、くっつき過ぎじゃない？」

　そういうことか。むむむ、嬉しいやら恥ずかしいやら……。横にいたライムさんが笑っている。……やっぱり恥ずかしいぞ。

　なんとか二人には腕を組むくらいにしてもらった。それでも恥ずかしいことには変わりはないが。や、嬉しいことは嬉しいんだけどね。

「で、どこへ行こうか？」

「ではリーフリースの王都へ。私わたくし行ったことがないんですの」

「そうか。じゃ、そうしよう」

　みんなルーの提案に乗り、【ゲート】をリーフリースの王都ベルンへとつなぐ。

　王都ベルンは風光明めい媚びな美しい都である。エーゲ海を望むサントリーニの町のように、水すい天てん一いつ碧ぺきの青と坂道に建てられた街並みが彩いろどる白しろ壁かべが、その美しさをより際立たせる。

　高い場所にあるためか、穏おだやかで爽さわやかな風が吹ふいていた。

「素敵な都ですわね！」

「風が気持ちいいでござるなあ～」

　ベルン初上陸のルーと八重がその景観の美しさに感かん嘆たんの声を漏もらした。

　ユミナは家族ぐるみでここの王家とは付き合いがあるから何度か来たことがあるようだし、エルゼ・リンゼ姉妹はもともとリーフリースの生まれである。今まで二度ほど王都には来たことがあるらしかった。

　僕らはさっそくベルンの中でもオシャレな小物や雑貨を売っている店へと入り、ショッピングを楽しんだ。五人それぞれに似合うものを選んでくれと言われた時はものすごく悩なやんだが、それぞれに似合う花を象かたどったブローチを選んで贈った。

　城のみんなにもお土産に小物をいくつか買っていく。普ふ段だんからお世話になっているお礼だ。喜んでもらえるといいが。

　次は町の小高い坂の上にある喫茶店に入り、食事をすることに。ここでユミナとエルゼに両サイドがチェンジ。

　二人の「あーん」攻こう撃げきに、限りなく僕の羞しゆう恥ち心しんのＨＰが減っていく。ユミナはまだそれほどでもなかったが、対抗するエルゼはかなり真っ赤な顔をして「あーん」としてきた。かわいいじゃないか、こんにゃろう。

「次はどこへ行くでござるか？」

　僕の腕を取って八重が尋ねる。反対側には再びルーがくっついていた。

「あ、冬夜さん、これ見て下さい。広場の方で演劇の一座が来ているそうですよ」

　ユミナが指し示す壁に演劇団のポスターが貼はられていた。『英えい雄ゆうバクラムの竜りゆう退たい治じ』か。あまりデートで観るようなタイトルじゃなさそうだけど。

「『英雄バクラムの竜退治』は、ある女性を巡めぐっての恋れん愛あい話ばなし、です。その相手との結婚を許してもらうためにバクラムが邪じや竜りゆうへと挑いどむわけですが、この竜が……」

「すとーっぷ！　話の内容をバラしたら面白くないじゃない！」

　ネタばらししそうになった妹を姉が止める。恋愛話か。それならみんなも楽しめそうだし大丈夫か。

「じゃあ、行ってみようか」

「はい！」

　ポスターに書いてあった広場へ向かおうと足を向けると、その前に四人の男が立ちはだかった。

「よぉ、兄ちゃん。モテモテで羨うらやましいなァ」

　下げ卑びた笑いを浮かべながらその中の一人が口を開く。冒ぼう険けん者しや風ふうの装いだが、ちゃんとした装備をしているものは一人もいない。どっちかというと町の不良崩くずれだ。歳は僕とそう変わらないだろう。こちらの世界じゃもう大人扱あつかいされてる歳だ。

「何か用か？」

「用ってほどでもねェけどよォ。ちっとばかし俺おれたち懐ふところが寂しくてなァ。で、女をはべらかして景気の良さそうな兄ちゃんに恵めぐんでもらえねェかと思ってよォ」

　ふうん、つまるところ恐喝カツアゲか。こんだけ綺き麗れいな都でもゴミはいるんだなあ。皇王陛下も大変だわ。

「あのさぁ、僕みたいなのに恵んでもらっても情けないとか思わない？　いい歳なんだからちゃんと働けよ」

「ああ!?　おい、兄ちゃんよォ、状況がわかってねェんじゃねぇのか!?」

「俺たちゃよ、説教してほしいんじゃねぇの。オメーの財さい布ふが欲ほしいって言ってんの」

「なんならその女らでもいいぜェ。兄ちゃんに代わってかわいがってやるからよォ」

　ヒャッヒャッヒャッ、と下品な笑い声を上げる不良ども。

　横にいたルーに手を伸のばしてきたので、さすがに一発くらわせてやろうかと僕は一歩踏ふみ出した。が、僕より速く動いた者が二人。

「ぐふおぇ!?」

「あぎゃっ!?」

　笑っていた一人が八重に手首を掴つかまれ地面に叩たたきつけられる。

　もう一人も同じようにエルゼに足払いを決められ、浮いたところを吹っ飛ばされた。

「こっ、このアマ！　なにしやがる！」

「あんたらみたいなクズに関かかわって大切な時間を無む駄だにしたくないの。さっさと消えてくれない？」

「同感でござるな。拙者たちの貴重な一日を汚けがして欲しくないでござる」

　エルゼたちが絶対零れい度どの冷たさで目の前の不良どもを睨にらみつける。

　ふと横を見ると、ルーとユミナ、リンゼも同じような目でした。え、なにこの緊きん張ちよう感かん。僕に対しても「手を出すな」という雰ふん囲い気きが漂ただよってますけど……。

「てめぇらふざけやがって……！　覚かく悟ごはできてるんだろうなァ！」

　倒たおれた二人が起き上がり、全員がポケットからナイフを取り出す。優位に立ったとでも思ったのか、全員がうすら笑いを浮かべていた。

「大方、刃は物ものを取り出せば怖おじ気け付づくとでも思ったんでしょうね」

「底が知れますわ。所しよ詮せんはチンピラですわね」

「頭を使わない典型的な三さん下したの行動、です」

　君ら言いたい放題言うね……。

「オラァッ！」

　リンゼの言う三下が、ナイフをエルゼに向けて突つき入れる。当然ながらこんな奴やつらにどうにかされるエルゼではない。パンッ、と乾かわいた音とともにナイフを持った手を蹴けり上げ、そのまま下ろした踵かかとが相手の後頭部を直撃する。

「ぐへェッ!?」

「っのヤロ……ぶげらっ!?」

　背後から切りつけてきたもう一人もエルゼの回し蹴り一発で気絶する。

　八重の方も襲おそってきた一人のナイフを軽く躱かわし、腕を極きめてそのまま壁へと叩きつけた。

　残る一人が信じられないとでもいうような目で八重とエルゼを見る。

「てっ、てめぇら！　お、覚えとけよッ！」

　三人の仲間を放ほうり出して、男が転びながら逃げていく。

「覚える価値なんてないでしょうに」

「逃げ方、捨て台詞ぜりふまで三下ですわね」

「ざまみろ、です」

　……君ら本当に言いたい放題だね。

「エルゼ、八重。大丈夫か？」

「なんてことないわよ、あんなの」

「まったく……。こういった馬鹿はどの国にもいるでござるなあ」

　倒れている三人を一いち瞥べつして八重がそうつぶやく。まあ、言わんとするところはわかる。ブリュンヒルドにも時々現れるしな。

「あんたら強いんだな。でも気をつけなよ。こいつらはこの辺りを縄なわ張ばりにしているゴロツキの舎弟でね。そいつは犯罪者まがいの悪党なんだ。早くここから離れた方がいい」

　騒そう動どうを遠巻きに見ていた親切なおじさんが僕らに声をかけてくれた。こんなチンピラが幅はばを利かせているようじゃいかんなあ。治安の乱れは国の乱れ。皇王陛下に今度ピシッと言っとこう。

「さ、こんなのは忘れて早くいきましょ。演劇が始まっちゃうわ」

　エルゼが僕の手を引いて走り出す。おっとっと。

「ちょっとエルゼさん!?　私わたくしの順番ですわよ!?」

「拙者もでござる！」

　僕らを追いかけ始めたみんなと一緒に坂を下っていく。文句を言ってはいるが、ルーも八重も楽しそうだ。

　僕らは周りに迷めい惑わくにならない程度にはしゃぎながら、広場に張られていた演劇団の大きなテントへと入っていった。










「面白かったですね！」

「うん、話も演技もよかったね」

『英雄バクラムの竜退治』はかなり面白かった。メインは男女の恋愛物ではあるが、途と中ちゆうで起きる恋こい敵がたきの陰謀や、竜との戦いなど四幕に亘わたるステージは、どれもこれもドキドキするものであった。

　しかもこの話はフィクションではなく、百年ほど前に起きた史実だって言うんだから面白い。まあ、ある程度の脚きやく色しよくはしてあるんだろうけど。

「今度ウチの国にもあの演劇団を呼ぼうかなあ」

「いいですわね。みんなも喜ぶのでは？」

　わいわいと話しながら、僕たちはリーフリースで最近話題になっているというレストランへと向かっていた。ユミナの情報ではあの腐ふ女じよ子し王女もお忍しのびで通う店なんだそうだ。まさかと思うがニアミスとかしないよな……。

　しばらく歩いていると、八重とエルゼが僕の横に来て正面を向いたままぼそりと呟つぶやいた。

「尾つけられてるわ」

「やっぱりか」

　さっきから僕らの方をそれとなく窺うかがっている集団がいる。

「右手に六、左手に五、後ろに八……ってとこか」

「けっこうな数でござるなあ。何が目的でござろう？」

　ちら、と視線を右手に向けると、サッと建物の陰に隠かくれたが、間ま違ちがいなく先ほど絡からんできたチンピラの一人だった。

「仲間を引き連れての御礼参りみたいだよ」

「ああ。なるほど」

　合点がいったとばかりにエルゼがため息をつく。八重が下がり、後ろの三人にも状じよう況きようを説明する。

「不ふ愉ゆ快かいですわ……」

「学習能力がないんでしょうか？」

「うっとうしい、です」

　背後からメラメラと怒いかりの炎ほのおが燃えだしたのを肌はだで感じる。気持ちはわからんでもない。実際、僕もイラッとしているからな。みんなとの大切な時間を邪じや魔まされたわけだし。

　ロックオンして【パラライズ】を喰くらわせてもいいが、また付きまとわれても面めん倒どうだ。きっちりと話をつけてやろう。

「食事前の運動にはちょうどいいかしらね？」

「運動にならないだろ……どう考えても。あんなチンピラじゃ」

　エルゼと軽口を叩きながら、わざと人ひと気けのない場所へと誘ゆう導どうする。空は夕暮れが近づいて、赤くなりつつあった。

　暗くなる前に片付けたいな。

「ここらでいいか」

　人通りの少ない路地で僕らは足を止める。それを見計らっていたかのように、ぞろぞろと建物の陰からチンピラたちがわいてきた。手には棒切れだの棍こん棒ぼうだのを持っている。にの、しの、ろの……思ったより多いな。三十はいかないと思うけど。

「兄貴、あいつらでさぁ！」

「ほおお、なかなかの上玉じゃねぇか。こりゃ楽しめそうだな」

　さっき逃げたチンピラがガタイのデカい熊くまのような男を連れていた。手にはナイフ、腰こしにはロングソードをぶら下げている。あいつがリーダーのゴロツキだろうか。まあ、どうでもいいけど。

　ゲスな集団のボスなだけあって、ゲスい顔をニヤニヤと歪ゆがませている。

「俺たちに逆らったのが運の尽つきだ。おいお前。大人しく有り金全部とその女たちを置いていけば見逃してやっても――――」

「バーカ」

　取り出したブリュンヒルドでゴム弾だんをリーダーの脳天に撃うち込こむ。突とつ然ぜんの衝しよう撃げきにリーダーは後ろへとぶっ倒れ、そのまま昏こん倒とうした。武器を持ってる相手が襲ってくるのを待つ必要はない。

「あっ、兄貴ィ!?」

「てっ、てめぇらふざけやがって！　おい、やっちま、」

「【風よ吹け、舞い上がる旋せん風ぷう、ワールウインド】」

「「「うおえあああああああああぁっ!?」」」

　ゴウッ、と僕らの周りに強い風が吹き、チンピラどもが数人吹き飛ばされる。ユミナか。

「【氷よ絡め、氷結の呪じゆ縛ばく、アイスバインド】」

「うああ!?　こ、氷が足に!?」

　今度はリンゼの魔ま法ほうにより、チンピラの靴くつが氷によって地面にしっかりと縫ぬい付けられる。本来ならば足ごと凍こおりつくのだが、それなりに手加減をしているようだ。

　そこへエルゼの重い一いち撃げき。凍りついた靴を置き去りにして、チンピラが吹っ飛んでいく。

「ぐほえっ!?」

「おうがっ!?」

　いつの間にか相手の得物を奪うばったルーが、両手に棒切れを持って次々とチンピラどもを倒していた。

「ルー殿どのもやるでござるな。では拙せつ者しやも」

　相手から角材を奪い取った八重が鋭い一撃を肩かた口ぐちに見舞う。そのまま武器を持って襲ってくる相手をばったばったと沈しずめていく。

　一分後には三十名近くいたチンピラは全員路地に這はい蹲つくばっていた。

「さて、と」

【パワーライズ】で強化した腕わん力りよくで、チンピラどもをひと塊かたまりに集める。紙にサラサラと『この者ども、追い剥はぎ、強ごう盗とうの類たぐいなり。逮たい捕ほされたし』と一筆書いてリーダーに貼り付けた。

　そのまま全員を【ゲート】で先ほど観た演劇団のテント近くにあった、リーフリース騎き士し団だんの詰つめ所まで転移させる。これでよし、と。

「まったく……せっかくのデートが台無しです」

　頬を膨ふくらませるユミナを僕はまあまあと宥なだめる。怒おこった顔も可愛かわいいが、やっぱり彼かの女じよたちには笑っていてほしい。

「またみんなで来ればいいさ。僕らはずっと一緒なんだから。何年か後になって、今日のこともいい思い出になると思うよ。僕はこうしてみんなとデートできてすごく楽しかったし」

「冬夜さん……」

「んもう、勝手に過去形にしないでよね。この後も楽しむんだから！」

「で、ござるな」

「ですわね！　早くレストランへ行きましょう！」

「楽しみ、です」

「ちょ、みんなして引っ張るなって！　レストランは逃げないから！」




　夕暮れて星が瞬またたき始めた空の下を、僕らは一緒に走り始めた。

　レストランは最高の味で、文句をつけようがなかった。みんなの機き嫌げんもすっかり直り、気持ちよくデートを終えることができた。

　城に帰ってみんなにお土産を渡し、風ふ呂ろに入ってさあ寝ねるかと思ったところで、パジャマ姿の五人が部屋に押おしかけてきたのにはまいったが。

　一応、何もなかったことを記しておく。寝落ちした五人にベッドを占せん拠きよされ、ソファで寝るハメになったけど、いい一日だった。

　明日もがんばろう。







あとがき







　こんにちは。五回目の挨拶になります、冬原パトラです。

「異世界はスマートフォンとともに。」第五巻をお届けいたします。

　皆様のおかげでここまで辿り着けました。これからもよろしくお願いいたします。







　前巻のラストで冬夜君が王様になり、建国した小国ブリュンヒルド公国。

　これからはこの国を本拠地として、世界を飛び回る冬夜君のお話となります。

　本拠地を手に入れたからか、ここからは冬夜君があまり自重しなくなっていきます。周りの国と同盟関係を結び、困っている国があれば助けたり、助けられたり。

　これからも様々な国を訪れ、仲良くなったり、対立したりと忙しく動き回りますが、基本的には今まで通りです。

「異世界はスマートフォンとともに。」はお気楽ファンタジーですので。




　今巻においてパムの使う言語は簡単な変換をすれば読めるようになっております。「★％☆■○◆＊」など、無意味な記号にしてもよかったのですが、それじゃつまんないかな、と思って遊んでみました。

　読めなくても、まあ問題はありません。別に裏話とか書かれているわけではないので。




　書き下ろしの結婚式の話ですが、実は自分も式場で少し働いたことがありまして。

　働いていた場所は法事などもやっていたので、Ａ会場では結婚式が、少し離れたＢ会場では法事がということもありました。その両極端の会場を行ったり来たりするうちに、どっちがどっちかわからなくなることもあって、危うく『祝』と書かれた品を法事の場に持って行きかけたこともありました。あの時は危なかったなあ……。




　それでは今回も謝辞を。

　イラスト担当の兎塚エイジ様。いつもながら素晴らしいイラストをありがとうございます。次巻もよろしくお願いいたします。

　担当Ｋ様。いつもご迷惑をおかけしまして申し訳ございません。これからもよろしくお願いいたします。

　そして編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして「小説家になろう」と本書、読んで下さる全ての読者の方々に感謝の念を。




　さて、次巻ではとうとう『アレ』が登場します。自分自身、今から楽しみでたまりません。

　それでは「異世界はスマートフォンとともに。」第六巻でまたお会いしましょう。

冬原パトラ
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